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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　フェラン・グランディス







「おまえには、腹はら違ちがいの弟がいる」

　父から突とつ然ぜん言われた言葉に、私は呆ぼう然ぜんとする。

　私の名前はフェラン・グランディス。二十九歳。世界的な大だい富ふ豪ごうグランディス家の嫡ちやく男なん。

　そして目の前にいるのは私の父親、イグナシオ・グランディス。四十九歳。グランディス一族の当主で世界有数の大だい企き業ぎようグランディスグループの総裁だが、かなりの変わり者。

　普ふ段だんはわが社が所有する金や宝石の鉱山を回って採さい掘くつの現場に立ち会い、ふいに戻もどってきたと思ったら毎晩パーティー三ざん昧まい。

　業績が上り調子なせいで誰だれも口を挟はさめないが……本社の副社長として働き、彼のおかげでいろいろと苦労している私にとっては、とんでもなく迷めい惑わくな人だ。

「実を言えば……私にはおまえの母親以外に、もう一人大切な人がいたんだ。ずっとその行方ゆくえを捜さがしていたが、最近やっと彼女の消息がわかった」

　……しかも、今度は隠かくし子だと？

「そして調査によると、彼女には息子むすこがいた。もちろん私の子に違ちがいない」

　父は心底嬉うれしそうな顔で、

「おまえも嬉しいだろう？　弟ができるんだぞ？」

　……なんてことだ……。

　私がこの父から受け継ついだのは、家いえ柄がらと外見だけ。性格はほぼ正反対と言っていい。私が仕事一筋の堅かた物ぶつと言われているのに対して、父は社交界でも名うてのプレイボーイ。もちろん、父がそんなふうになったのは母が亡なくなった後のこと……だと思っていたのだが……。

「ということは……あなたは、病弱な母上を放って、浮うわ気きをしていたということですか？」

　問いただす声が思わず尖とがる。父は慌あわてたようにかぶりを振ふり、

「違う！　それだけは信じてくれ！　私が彼女に出会ったのは、おまえの母親が亡くなってから五年後……二十年前だ！　マリアを裏切るようなことは断じてしていないぞ！」

　父はムキになったように叫さけぶ。私は呆あきれてしまいながら、

「母上は裏切ってはいないにしても……あなたには恋こいの噂うわさが絶えませんよね。その女性との関係がずっと続いていて子供まで作っていたのなら、たくさんの女性達を裏切っていたのでは？」

　私が言うと、父は手で顔を覆おおってため息をつく。

「彼女がそばにいてくれたのなら、こんなふうに恋の放ほう浪ろう者になることはなかったんだ。私は熱ねつ烈れつな恋に落ち、彼女との結けつ婚こんを考えていた。だが、彼女が外国人だったこともあって両親の強きよう硬こうな反対に遭あい……キミコは突然私の前から姿を消してしまったんだ」

　……それが、突然姿を現したというわけか？　どう考えても金目当てだろう。

　父が浮うき世よ離ばなれしているせいもあって、今までもこういう面めん倒どうな話は多かった。『イグナシオさんと結婚の約束をした』『この子はイグナシオさんの子です』と言いながらやってきた女性は数知れず。その調査のために、お抱かかえ弁護士や贔ひい屓きの調査会社にいくら払はらったか解わからない。結局、彼女達の言うことはすべて噓うそだと判明したのだが、いつかは本物が現れるのではないかとずっと思ってきた。亡くなった祖父母はずっと苦労してきたようだし、二人の死後には親類達や私が、うさんくさい人間達を遠ざけてきた。私は心底うんざりした気持ちで、

「そのキミコという女性と、彼女の子供は、いったい今どこにいるんですか？　まさか、『もう屋や敷しきに呼んである』などと言わないでしょうね？」

「そうできたらどんなによかったか……」

　父は、ふいに苦しげな顔になって言う。

「キミコは、半年前に亡くなっていることがわかったんだ。彼女の子供は男の子で、今年で二十歳はたちになるらしい。詳しよう細さいはまだ調査中なのだが」

「一つお聞きしますが」

　私は、ため息をつきたいのをこらえる。

「その子が、あなたの子供だという証しよう拠こは？」

「二十年前と言えば、彼女と私が蜜みつ月げつのような日々を送っていた頃ころ。その子は、私の子供だ。私にはわかる」

　父は力強く言い、私は少し驚おどろく。今までどんなに『あなたの子です』と言われてものらくらと逃にげていた父が、今回はやけに自信満々だ。

　私は幼い頃にスイスの寄宿学校に入れられ、そのまま海外で進学した。女性との噂うわさが絶えない父に反発していたこともあって、ハーバード大学を卒業するまでクリスマス前後の数日間しか故郷に戻らなかった。しかもその時季は屋敷で毎晩のようにパーティーが開かれていて、父と二人で親しく話した覚えもない。なのでその頃、父がどんな生活をしていたのかをまったく知らなかったのだが……。

　……まさか、そんなことになっていたとは……。

「その子はキミコ亡き後も、日本で働き、一人で暮らしている。きっと寂さびしいに違いない。自分の子供かもしれない子に、そんな思いをさせておけない！」

「もしも本当にあなたの子だとしても……男で、もう二十歳なんですよね？　親を恋しがる年ねん齢れいではない。それに働いているということは生活能力はじゅうぶんだろうし、彼には彼の生活があるはずだ。わざわざあなたが捜しだす必要などないのでは？」

「キミコは浮世離れした天使のような女性だったんだ！　彼女の子なら、彼女にそっくりに決まっている！　そんな無む垢くな子にそんな思いをさせてはおけない！」

　父は立ち上がり、デスクを回り込んできて私の手を握にぎり締しめる。

「頼たのむ、フェラン！　その子を、見つけてきてくれ」

「……はあ……？」

　信じられない言葉に、私は呆然とする。

「待ってください、なぜ私が。しかも……」

　私は思わずため息いきをつきながら、

「グランディス一族は曲くせ者もの揃ぞろいで、今でも人間関係が複雑です。そんなところにいきなり人が増えても、親しん戚せき一同は納なつ得とくしないでしょう。さらに揉もめ事が起きるに決まっています。私としても、仕事の邪じや魔まになる人材は歓かん迎げいできません」

「そんなものは会ってみなければ解らない。それに彼の父親が誰だれかを知る確実な方法がある。……猶ゆう予よは一週間。私がアフリカから戻るまでに、彼を見つけること」

「待ってください、私には仕事が……」

　言いかけた時、部屋にノックの音が響ひびき、続いて慌あわただしくドアが開く。

「社長、へリの準備ができました」

　低い声で言いながら入ってきたのは、父の秘書のベラスケス。長身の私よりさらに背が高いので、身長は二メートルはあるだろう。ボディービルダーのような大おお柄がらな体格と厳つい顔。格かく闘とう技ぎの経験もあるようなので、実際には秘書兼けんＳＰ。仕事とあらばどんな秘境にでも出かけていく父にはぴったりの人材だ。

「よし、すぐに出発する。さっさと出ないと内戦が起きて空港が閉へい鎖さされるかもしれない」

　父が言うと、ベラスケスはうなずいて、部屋の隅すみに置いてあった大型のリュックサックを軽々と持ち上げる。

「とりあえず、これが資料だ。調査室のメンバーが調査を続けてくれているので、その結果は随ずい時じメールでおまえにも送るようにする」

　父はデスクに置いてあった封ふう筒とうを私に渡わたし、ベラスケスを従えて部屋を出て行こうとする。ドアの前でふいに振り返って、

「ああ……うるさ型の親類達に知られると妨ぼう害がいされる危険性がある。とりあえず、この話を知っているのはこのベラスケスと調査に関かかわっているメンバーだけ。ほかには口外しないように」

「待ってください、私はまだやるとは言っていません。それにスケジュールが……」

「すでに秘書に指示を出した。おまえは明後日あさつてから日本支社に視察に行くんだ。仕事が終わってから秘書やＳＰをまいて、彼を捜さがせばいいだろう」

「そんな勝手な。それに……」

「頼んだぞ、フェラン！　行くぞ、ベラスケス！」

　父は言ってさっさと部屋を出て行く。ベラスケスは私に会え釈しやくをして父に続く。開いたドアの向こうに、私の専属秘書が待機しているのが見える。

「社長、お気をつけて」

　彼は父に頭を下げて見送り、それから開いたままのドアから私に視線を移す。

「いきなりどこに消えたかと思えば、ここにいらしたのですね。会議の始まる時間ですのでお急ぎください」

　彼の名前はルカス・フローレス。二十六歳。白い肌はだと茶色の髪かみ、紅茶色の瞳ひとみをしたかなりの美形。このうえなく優ゆう秀しゆうな秘書だが、仕事に関して口うるさいだけでなく厳しい両親（彼の父親はグランディス家の本宅の家令だ）に育てられたために厳格な貞てい操そう観念を持っているようだ。父の女性関係にはいつも眉まゆをひそめているので、隠かくし子の話などしたら気絶するだろう。

「わかった。すぐに行く」

「でしたらこれが会議の資料……」

　彼は言いながらファイルを差し出し、ふと私が持っている封筒に目を落とす。

「副社長、それは……？」

　私は厄やつ介かいなものを渡されてしまった、と思いながら、

「父から預かったプライベートなものだ。……日本支社への視察が入ったって？」

　私が言うと、フローレスが微かすかに眉を寄せて、不ふ審しんそうに言う。

「はい。社長の急な命令で。……ですが、日本支社には社長ご自身が先月行かれたはずです。特に行く必要はないような気がするのですが」

　フローレスは、三年前に私の秘書になったばかりだが、家令である彼の父にそっくりな優秀さと、完かん璧ぺきさと、さらに人並みはずれて鋭するどい勘かんを持っている。この様子では、彼はすでにいつもとは違う様子を感じ取っているのだろう。

　しかも……彼は、幼い頃に何度か危険な目に遭あっている私を心配した家令から、絶対に私から目を離はなすなと厳命されているはずだ。そして彼だけでなく、私のＳＰ達もまた忠実すぎて、私が「自由に歩きたい」と言っても絶対に許可しないだろう。

　……そんな秘書とＳＰをまいて、東京で一人で行動しろと？

「父が自分勝手なのは昔からだ。従うしかない」

　私は言い、本気でため息をついた。

　その時の私は、東京で、自分の人生が変わってしまうなどとは微み塵じんも思っていなかった。







　　　　浅あさ井い裕ゆう也や







「カプチーノ、まだぁ？　男とイチャついてばっかりいるから、仕事遅おそいんじゃないの？」

　カウンターに肘ひじを突ついて言うのは、同期の田た中なか。若い子向けの雑誌で読者モデルをしてる美形だけど、最近はこんなふうに嫌いや味みばかり。

「そっちこそおしゃべりばっかりしてるくせに」

　オレは言い返しながらマシンを操作し、カップにたっぷりと濃こいエスプレッソを抽ちゆう出しゆつする。

「なんだよ、男好き」

「うるさいよ、ラテアートもできないくせに」

　オレは言いながらさらにマシンを操作し、金属製の蓋ふたなしポットにフォームミルクを作る。

　カプチーノを注文していたのは若いカップルの女性の方。シャーベットトーンのワンピースで可愛かわいくキメているから、ウサギあたりがイメージぴったりだ。

　オレは左手にカップ、右手にポットを持って慎しん重ちように動かし、エスプレッソの表面にウサギの絵を描かく。竹たけ串ぐしを使ってカップの周辺にある色の濃い泡あわをすくい、それでウサギの目と鼻と口を描く。このカフェに勤めてから独学で勉強したんだけど……オレのカプチーノは美味おいしいし、ラテアートは可愛いって、コーヒー好きの常連さんにはけっこう好評だった。でも……。

　……カフェ勤めも今日で終わり。明日からはもっときつい仕事をしなきゃならない。まあ、天てん涯がい孤こ独どくの身だから、仕方ないんだけどね。

　オレの名前は浅あさ井い裕ゆう也や。二十歳はたち。半年前まで日本の最高学府といわれる東都大学数理科学研究科に所属してた。専門は解かい析せき学で、卒論は確率微び分ぶん方程式を含ふくむ確率論的手法に関する研究……のはずだった。

　……オレ、なんでこんなことしてるんだろう？

　数学者だった母さんは、結けつ婚こんをしないでオレを産んだ。だから父親には一度も会ったことがない。研究だけでは食べていけないので、母さんは論文を雑誌に寄き稿こうする傍かたわら、母校である東都大学で臨時講師も務め、オレを女手一つで育ててくれていた。そしてその母さんも、半年前に事故で亡なくなった。オレは授業料が払はらえなくなって東都大学を中退し、今は裏原宿にあるこのカフェでアルバイトをして暮らしている。大学院を卒業したら研究室に入って数学に身を捧ささげ、いつかは母さんみたいな数学者になるのが夢だった。けど、そんなのはただの夢と消えた。今はもう、毎日食べていくので精せい一いつ杯ぱいだ。

　……まあ、この半年でいろいろなことを覚えたけどね。

　オレはできあがったウサギのラテアートに満足し、カップを慎重に持ち上げながら、田中の持ったトレイにカップを載のせる。田中が、

「ラテアートだって、オーナーから、手取り足取り教えてもらったんだろ？　おまえばっかりえこひいきされてほんとズルいよ」

　言いながら踵きびすを返し、ホールに出て行く。広いホールにはほかに五人のギャルソンがいて常連さん達とおしゃべりしていたけど……さりげなくオレと田中のやり取りに聞き耳を立てていたみたい。オレの視線に気づくと、みんな慌あわてて目をそらす。この間まで、仲良しとは言えないながらも表面的には問題ない職場だった。こんなふうになったのは……やっぱりオレのせいだろう。

　……あんまり考えてなかったけど、本当に肩かた身みが狭せまいものなんだな、ゲイって。

　表参道に面したこの店は、ギャルソンが美形揃いというのが売り。オーナーが大手モデル事務所の社長と知り合いで、ここで働いているのはほとんどが売り出し中の若手モデル。たまに事務所に所属していない読者モデルもいるけれど、この店にいればいろいろなところから声がかかるから、活かつ躍やくし始めるのも時間の問題だろう。

　……時給の高さに惹ひかれて、そういう店だと知らずに面接を受けてしまった。オーナーが親切だったからたまたま採用されたけど、この店の中でオレだけモデル経験のない素人しろうと。見た目だってまったく普ふ通つう。もともと、浮ういてたことはたしかなんだけどね。

　オレは思いながらホルダーを外して粉を捨て、マシンを綺き麗れいに掃そう除じする。みんなカプチーノを淹いれることだけはできるけれど、オレはいなくなるしオーナーは忙いそがしい。明日からはラテアートのあるカフェ・ラテが出ることはなくなるだろう。いつも誉ほめてくれていた常連さんの顔が浮かび、ちょっと残念な気持ちになるけど……これはもう決めたことなんだ。

　……それに、オレにはもう一つ大切なことがある、こんなことでへこんでる場合じゃない。

　実は。母さんが一度だけ言ったことがある。「結婚はできなかったけれど、おまえのお父さんはまだ生きているの。腹はら違ちがいのお兄さんもいるはずよ」と。だけどその後は言葉を濁にごされて、それ以上は教えてもらえなかった。それからすぐに母さんは急な事故で亡くなったから、手がかりになるものは遺のこされていなかったし、葬そう儀ぎにもそれらしき人は来なかった。でも、いつかは血が繫つながった父さんや兄さんがオレを捜し出し、そして迎むかえに来てくれる……本当にお伽とぎ噺ばなしみたいだけど、オレはずっと、そんな小さな希望を持っているんだ。

　……まあ、本当に夢みたいな話だけど……。

　オレは小さくため息をついてから目を上げ……店の前を通った背の高い男性に思わず目を奪うばわれる。

　この店はパリのカフェをイメージした内装で、通りに面した壁へき面めんは全部ガラスのパーティションになっている。天気のいい日はそれを開き、ペット連れのお客さんも座れるようになる。今もそこが開かれ、街灯の光に煌きらめく並木道が見み渡わたせるんだけど……。

　……モデルさん、かな……？

　この店のお客さんは、半数以上がファッション業界の人。デザイナーさんやファッション誌の編集さんなんかは身なりにもかなり気を遣っているし、そういう人達に連れられた撮さつ影えい帰りの外国人モデルの人たちなんか、同じ人類とは思えないほど美しい。だから美形は見慣れているはずなんだけど……。

　……でも、あんな美形、初めて見たかも……。

　彼は長身で脚あしが長く、プロのモデルみたいにスタイルがいい。道行く女性達が残らず彼を振ふり返っている。

　完璧なラインを描く横顔、風に揺ゆれる艶つやのあるダークブラウンの髪かみ。

　着ているのは、青い綿のシャツと黒のコート、そしてベージュのチノパン。休日に相応ふさわしいカジュアルな服だったけど、雰ふん囲い気きは硬こう質しつでやけに存在感がある。モデルというよりは、休日を過ごすエリートビジネスマンという方がしっくりくるかもしれない。

　彼は長いストライドで店の前を通り過ぎようとし……オレの視線に気づいたかのようにふとこっちを振り返る。

　……あ……。

　正面から見た彼も、本当に見とれるような美形だった。しかも、まるで深い海みたいな青い瞳ひとみをしていた。春なのにまだ寒い夜、モノトーンの表参道。だけど街灯に照らされた彼だけは、美しい色しき彩さいをまとっている。あまりにも美しいそのシーンに鼓こ動どうが速くなる。

　頰ほおがなぜか熱くなるのを感じて、オレは慌てて手元に目を落とす。グラスを布ふ巾きんで磨みがきながら、また小さくため息。

　……すごいな、オレとは住んでる世界が違ちがう。最後の最後で、ちょっとだけいい思い出ができたかもしれない。

　店の自動ドアが開く音がして、オレは反射的に「いらっしゃいませ」と言う。お客さんを迎えるために顔を上げて……そのまま固まってしまう。

　……さっきの人だ……。

　入ってきたのは、さっき見とれていたあのハンサムな男だった。ガラス越ごしじゃない彼は本当に映画のワンシーンみたいに麗うるわしくて……本当に、あそこだけが別世界みたいだ。

　店内にいる客、そしてギャルソン達が動きを止め、呆ぼう然ぜんと彼に見とれている。

　レジのところに待機していたギャルソン──先せん輩ぱいの吉よし田ださん──が、彼に声をかけ、席に案内する。一番人気のあるテラス席に向かうかと思ったけど、彼は店内の、しかもカウンターに程ほど近い席を希望したらしい。吉田さんは彼を案内し、注文を頼たのむ、という顔でこちらにうなずいてくる。

　オレがいるカウンターから、彼がいるテーブル席までほんの三メートル。近い場所で見ると彼は本当に王子様みたいに浮うき世よ離ばなれした美形だった。彼が視線に気づいたようにチラリと目を上げ……オレは慌てて視線を手元に落とす。グラスにレモン入りのミネラルウォーターを注ぎながら、落ち着こうと小さく深呼吸をする。

「何、ああいう男が好み？」

　後ろからいきなり声をかけられて、オレは驚おどろいて顔を上げる。いつの間にかオレの脇わきに立っていたのは、先輩の青あお山やまさん。売れっ子のグラビアモデルで、撮影の合間にこの店でバイトをしている。お父さんが外国の人だって聞いたことがある。茶色の髪と青い目をした彫ほりの深い美形で、女性客には一番人気だ。

「オーナーとか、ハンサムな客とか、君は面めん食くいなんだな。でも、おれとかはどう？」

　後ろから腰こしに手を回され、耳に息を吹ふきかけられて、オレはゾワリとすくみ上がる。

「すみません、接客に出ますんで」

　オレは言って彼の手を擦すり抜ぬけ、グラスをトレイに載せる。

「ふうん、おれには冷たいんだ？」

　彼は言いながら、オレの手からトレイを取り上げる。楽しそうに笑って、

「おれが行くよ。客に色目を使われると店の信用に関かかわるし」

　前は親切でいい先輩かと思ってたんだけど……オレがゲイだって噂うわさが流れてから、彼もこんな調子でちくちくと嫌いや味みを言うようになった。

　……まあ、仕方がないか。

　オレは、恋れん愛あい対象が男だけ。きっといわゆるゲイと呼ばれる人種なんだと思う。自分が女性に興味がもてないと気づいたのは中学生の頃ころだったけど、だからと言って同性と付き合ったことがあるわけじゃない。数学のことで頭が一いつ杯ぱいで世間知らずの母さんの世話と、国立大学に進めるだけの学力をつけるのに精一杯で、恋愛してる場合じゃなかったし。

　だけど母さんが亡くなって、とても孤こ独どくだったオレに、この店のオーナーは優やさしくしてくれた。それでオレは彼のことを好きになり……思い切って告白したんだ。だけど……。

『冗じよう談だんだよね？　おれ、婚こん約やく者がいるんだけど』

　オーナーは冗談だと思ったのか、笑いながらそう答えた。オレはあっさりと失しつ恋れんし、しかもその場面をバイト仲間──さっきオレに突つっかかっていた同期の田中だけど──に目もく撃げきされた。

　田中にゲイだって言いふらされるし、オーナーとは微び妙みような空気になるし……どうしても居づらくなってバイトを辞やめることにした。だから今日が、この店でのバイト最後の日。

　青山さんはそのハンサムな男性のテーブルにグラスを運び、メニューを差し出している。自じ慢まんの英語でにこやかに話しかけ、彼が低い声で何かを答えているのが聞こえる。言葉の内容は聞こえなかったけれど、彼がよく響ひびく美声をしていることが解わかる。

　人気モデルだけあってとても美しい青山さんと、男らしい美び貌ぼうのその男性。二人が話しているところはなんだかとても絵になって……なぜかオレの胸がチクリと痛む。

　……少しだけ話してみたかったけど、やっぱり無理だった。やっぱり、人生って、そうそううまくはいかないものだよね。







　　　　フェラン・グランディス







「こんにちは、いい夜ですね」

　ギャルソンが癖くせのある英語で話しかけてくるが、月もなく今にも雨の降りそうな夜だ。なんと返していいのか解らない。

「ああ、そうだね」

　私は適当に返答しながら、彼が差し出してきたメニューを受け取る。

「お客さん、モデルさんでしょう？　ものすごいハンサムだし」

　いきなり馴なれ馴れしい口調で言われて、私は少し驚く。

「え？」

「どこの事務所ですか？　きっと大きいとこなんだろうな。おれもモデルやってるんです。わりと名の知られた事務所なんだけど、グラビアの仕事ばっかり取ってくるし、コレクションの仕事はまだ早いとか言われて、不満なんですよねぇ。あ、モデルさんなら、デザイナーさんとかに知り合いがいるんじゃないですか？」

　いきなりマシンガンのようにまくしたてられ、私はうんざりする。

　席に案内されている途と中ちゆう、このギャルソンがカウンターの中の青年の腰に馴れ馴れしく手を回し、何かを囁ささやいているのが見えた。

　ほとんどの客がテラスにいるし、欧おう米べい人の私には日本語が解らないと思ったのか、彼はほとんど声を落とさなかった。

「オーナーとか、ハンサムな客とか、君は面食いなんだな」「おれが行くよ。客に色目を使われると店の信用に関わるし」聞こえてきた嫌味な言葉に、私は思わず眉まゆをひそめてしまった。

　……可か哀わい想そうに。

　私はうるさいギャルソンの話を聞き流しながら、店の外からも思わず見とれてしまった、カウンターの内側にいる青年を見つめる。

　ほっそりとした身体からだで着こなしているのは、清潔な白いシャツと黒のジレ。カウンターの向こう側にいるために下半身はここからでは見えないが、きっとほかのギャルソンと同じように黒のスラックスをはき、膝ひざ下したまでのギャルソンエプロンをしているだろう。

　さらりと自然にカットされた、艶のある漆しつ黒こくの髪。

　滑なめらかな象ぞう牙げ色の肌はだ。

　すっと通った繊せん細さいな鼻筋と、淡あわいピンク色をしたとても形のいい唇くちびる。

　刻んだように深い奥おく二ぶた重え。長く反り返る睫まつ毛げと、煌きらめく瞳。

　とても繊細でまるでビスクドールのような完かん璧ぺきな美貌だが、意志の強そうな眉が彼を女性的に見せていない。引き締しまった身体と無む駄だのない動きから見て、運動神経も悪くないはずだ。

　……なんて美しい青年だろう？

　私は、馴れた手つきでグラスを磨いている彼に見とれながら思う。

　……彼が、私の弟だとしたら、どんなに素す敵てきだったか……。

　心から思うが……それはきっと有り得ない。

　父から渡わたされた資料には、弟の目が青いこと、そして名前が『ハル』だということだけが書かれていた。今夜にももう少し詳くわしい資料が来るだろうが、今はまだそれだけ。そして……。

　席に向かう途中、カウンターの近くで私は彼と視線を合わせることができた。店の外から見た時にはよく見えなかったので期待してしまったのだが……彼の瞳は、潤うるんだような漆黒だった。

「……で、よかったら、モデルクラブを紹しよう介かいしてもらえないかなって。デザイナーさんを直接でもいいですけど」

　ふいに肩かたに何かが触ふれ、私はやっと我に返る。さっきのギャルソンがまだしゃべり続けていて、しかも私の肩に馴れ馴れしく手を置いていた。

「あと……お客さんって、ハンサムなだけじゃなくて、めちゃくちゃセクシーですよねぇ」

　彼は、大切な秘密でも囁くように声をひそめて、

「おれ、なんだかあなたに一ひと目め惚ぼれしちゃったみたい。よかったら……おれと一晩一いつ緒しよに過ごしません？　おれ、そっちのテクニックにも自信あるし」

「……は？」

　会ったばかりの人間から言われたその言葉に、私はとても面食らう。彼の顔を真っ直すぐに見上げてしまい……そしてとても驚く。

　……瞳ひとみが、青い……。

「あなたみたいな素敵な人が相手なら、すごいことまでしちゃいそう」

　私は呆ぼう然ぜんとしながら視線を落とし、彼のジレの胸に付けられた名札に目をやる。

『HARU』

　そしてそこに書かれていた名前に愕がく然ぜんとする。

　……青い瞳……ハルという名前……。

　私は、呆然と彼を見上げながら思う。彼は、あからさまに誘さそうような目をして私を見下ろしてくる。

　……こんな男が、私の弟なのか……？

　私の胸に失望が広がる。彼に対して親近感はまったく湧わかず、軽い嫌けん悪おすら覚える。

　……父の言葉を真に受けて、こんなところまで弟を捜しにきたなんて……本当に時間の無駄だった。

　私は自じ嘲ちようし、手に持っていたメニューを閉じる。

「残念だが、私はモデルではなくただのサラリーマンだ。ファッション業界へのコネはない」

「え？　ああ……モデルじゃないんだ……」

　ギャルソンは残念そうな顔をするが、すぐにまた笑えみを浮うかべて、

「でも、あなた自身に興味があるのは事実で……」

「その手をどけてくれないか？　私はゲイではないし、君にも興味はないよ」

　彼にメニューを差し出しながら言う。

「エスプレッソ、ダブルで」

　彼はショックを受けたように一いつ瞬しゆん動きを止め、それから返事もしないで私の手からメニューをひったくる。カウンターに戻もどり、乱暴な口調であの青年にエスプレッソを注文している。

　……血が繫つながっていれば、誰だれでもいいというわけではないだろう。

　私はため息をつき、ミネラルウォーターに口をつける。

　……父は昔の恋こい人びとが産んだ子供に興きよう味み津しん々しんのようだし、連れてくればなんとかなるだろうと思っているようだが、グランディス一族はそれほど甘くはない。

　いきなり現れた子供など財産目当てとしか思われない。もしも会ってみて弟に愛情が感じられれば、かばってやれないこともないと思ったが……あの品のないギャルソンが弟なら、そんな気は間ま違ちがっても起きない。

　……まったく時間の無駄だった。

　この店に来るために、日本支社での会議を最短時間で終わらせ、ホテルに戻った。部屋で私服に着き替がえ、秘書とＳＰの隙すきを突いてホテルを出た。そのせいで昼食もとれなかった。ここに長居をする気はないが、少しくらいは休きゆう憩けいしてもいいだろう。

　私は目を上げ、鮮あざやかな手つきでエスプレッソマシンを扱あつかう黒くろ髪かみの青年を見つめる。マシンはカウンターの後ろ側、ちょうどホールへの出入り口にあたる場所にあり、彼の全身を見ることができた。

　真っ直ぐに伸のばされた背中、細く引き締まったウエストを、きっちりと巻いたギャルソンエプロンが強調している。

　現代っ子らしく腰こしの位置が高く、脚あしがすらりと長い。身長はそれほど高くはないが、完璧なバランスを持つスタイル。さっきのギャルソンよりも、よほど写真栄ばえするだろう。

　……今までの恋人はすべて女性だったし、マッチョな男に少しも興味などない、だから私にはゲイの要素など少しもないはず。なのに……。

　その美しい後ろ姿を見ているだけで、なぜか鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、私はいったいどうしたのだろう……？







　　　　浅井裕也







　青山さんは、あのハンサムな男性が気になったみたいでけっこう長いこと話しかけていた。だけどハンサムはまったく表情を変えず、クールな顔のまま注文をした。青山さんはそれで機き嫌げんを損そこねたみたいで、「風邪かぜ気ぎ味みだから」と行ってシフトの途中でさっさと帰ってしまった。さらにサボり癖ぐせのある田中まで早退してしまって……最終日だというのに目が回るほど忙いそがしかった。

「浅井くん、お疲つかれ様」

　二十時までのシフトを終え、オレは綿シャツとジーンズの私服に着替え、ブルゾンを羽織ったところだった。名前を呼ばれて慌あわてて振ふり返り……そして驚おどろいてしまう。いつの間にか更こう衣い室には人が増えていて、見回すと今夜シフトに入っていたうちの、青山さんと田中以外の全員の五人が揃そろってる。ちょうど空いてる時間帯で客がいなかったとはいえ……異様な光景だ。

　……何？　最後の最後で「気に入らない」とか言ってボコられるとか？　明日からは肉体労働だし、困るんだけど……。

　さすがのオレもちょっと怯ひるむけど……。

「あのさあ、田中はいつもあんなことを言ってたけど……」

　言ったのは、青山さんの次に人気があるギャルソン、臼うす井いさんだった。

「俺らは、裕也にいつも感謝してたんだよね」

　臼井さんの言葉に、ほかのメンバーがうなずいている。オレは驚いてしまいながら、

「いや、でもオレ、あんまりお店に貢こう献けんできなかったし……」

「そんなことないよ」

　臼井さんが真しん剣けんな顔でオレの言葉を遮さえぎる。

「裕也は遅ち刻こくとか欠勤とか絶対にしなかったし、接客はいつも感じがよかったし、覚えも早くてすぐにラテアートとかできるようになったし……あれ、難しくて俺もまだマスターできてないのに」

　臼井さんは苦く笑しようしてから、ちょっと寂さびしそうな顔をしてくれる。

「時間がある時にでも、コツを教えてもらおうと思ってたのにな。おまえみたいなメンバーが抜ぬけるのは、正直痛いよ」

「俺もそう思う」

「ああ、俺も」

　メンバー達も口々に言ってくれて……オレはちょっと胸が熱くなる。

「だから……」

　臼井さんが言いながら、自分のロッカーから何かを取り出す。それは真しん紅くのバラを使ったけっこう重そうな花束。お洒落しやれなワックスペーパーで包まれていて、綺き麗れいなセピア色のリボンがかかってる。表参道に面した高級な生花店のシールが貼はってあるから……きっと高いものだろう。

「……それ……」

「おまえに。いちおう感謝の気持ちを示さなきゃって思って、このメンバーでお金を出し合って買ってきたんだ。……もらってくれよ」

「あ……ありがとうございます」

　オレはそれを受け取り、その美しさに感動する。ふわりと漂ただようのはすごくいい香かおりで……なんだか泣きそうになる。

「すごい綺麗。こんな豪華な花束、オレなんかがもらっていいのかな？」

　オレが言うと、臼井さんは笑って、

「俺達、裕也がいてくれて本当に助かってた。本当に、ありがとうな」

「いえ、そんな。こっちこそ、本当にお世話になりました。みんな元気で」

　オレが言うと、いきなり泣き始めるメンバーまで現れる。臼井さんが、

「おまえも元気でな。田中と青山さんがいない時に遊びに来ればいいよ。土日は、あの二人はなんだかんだでサボるから」

　その言葉に、オレは笑ってしまう。

「わかりました。落ち着いたら、そのうち……」

　オレが言いかけた時、更衣室のドアがいきなり外側から開いた。

「裕也くん、着替え、終わったかな？」

　顔を出して言ったのは、オーナーだった。彼はほかのメンバーを見て眉まゆをひそめて、

「何をしてるんだ、おまえら？　まだ閉店じゃないだろう？」

　臼井さんが一歩進み出て、

「お客さんが途と切ぎれたので、今は閉店の札を出してあります。浅井は今日が最後だから……」

「勝手なことをするんじゃない。さっさと店に戻れ」

　乱暴な口調で言われて、メンバーは慌てて更衣室を出て行く。オーナーが、

「ここだとあいつらがいつ戻ってくるか解わからないな。……裕也くん、荷物を持ったら事務室の方に来てくれないか？　ちょっと話があるんだ」

　オーナーは言って、先に事務室に入っていく。オレはロッカーの棚たなを見て、忘れ物がないことを確かめ、脱ぬいだギャルソンの制服をクリーニング用のバスケットに入れる。廊ろう下かに出て、事務室のドアをノックする。

「失礼します」

　オレが事務室に入ると、オーナーはソファに座っていた。

「今日まで本当にお疲れ様。そこに荷物を置いて、ちょっとこっちに座ってくれるかな？」

　オレは向かい側のソファに荷物と花束を置き、示された彼の隣となりに腰を下ろす。

「この前の件を、もう一度考えてみたんだけど……」

「この前？」

　オレは仕事の話かと思って、記き憶おくを探さぐる。だけどそんな用事は特に……。

「また、とぼけちゃって。……おれ、一応婚こん約やく者はいるんだけど、最近、綺麗な男の子にも興味が出てきちゃったんだよねぇ」

　笑いながら言われた言葉に、オレは驚く。

「……え？」

「もちろん男と真剣な交際なんかできないけど……セックスフレンドなら考えてもいいよ。裕也くん、綺麗な顔してるし、スタイルよくてやたら色っぽいしさぁ」

　いきなり乱暴にソファに押し倒たおされて、オレは思わず息を吞のむ。

「男同士のセックスってすごいんだろ？」

「……は……？」

　信じられない気持ちで、オレは彼を見上げる。聞き違ちがいだろう、と思うけど……。

「おれのこと好きなんだろ？　なら、一回ヤラせてくれないかな？」

　爽さわやかな笑え顔がおで言われて、オレは愕がく然ぜんとする。

「……えっ？」

「とぼけるなよ、君もどうせ男とヤリたいだけだろ？　それなら……」

　パン！

　気づいたら、オレは平手でオーナーを引っぱたいていた。

「ふざけるな！　あんたなんか大だい嫌きらいだ！」

　オレは怒いかりに目が眩くらむ思いで叫さけぶ。

「はあっ？　なんだよ、人がせっかく……！」

　オーナーの怒おこった声を背中で聞きながら、涙なみだが溢あふれるのを感じる、オレはバラの花束と鞄を摑つかみ、裏口のドアを開け、外の路地に走り出た。

　……くそ、あんな人だったなんて……！

　オレは思いながら走り出そうとし……。

「うわっ！」

　いきなり、向こうから走ってきた誰だれかに思い切りぶつかってしまう。

　バラの花束が二人の身体からだに挟はさまれて散り、真っ赤な花びらが空中に舞まう。

　オレがぶつかったのは長身の男だった。オレは跳はね飛ばされるようにして後ろに倒れそうになり……彼の大きな手に支えられてなんとか踏ふみとどまる。

「ご、ごめんなさい！　ちょっと急いでて……」

　オレは言いながら顔を上げ……そしてそのまま固まってしまう。

　そこにいたのは、見覚えのある男。店で見た、あのものすごいハンサムだった。

「……あ……っ」

　雪のように舞い散る花びらの中の彼は、まるでお伽とぎ噺ばなしの王子様みたいに麗うるわしくて……オレはさっきまでのことも忘れて思わず見とれてしまう。　>>>♥

　……どうしてあの人が、こんなところに……？

　オレは思うけど……。

　路地の向こうで英語で何かを叫ぶ声が響ひびき、複数の足音が響いた。オレは彼の身体越ごしに向こうを見て、数人の男が走ってくるのに気づく。やたらと大柄な彼らはとても素人しろうととは思えない。まるでプロレスラーか、外国人マフィアみたいだ。

　……なんなんだ、あいつら？

　この周辺は外国人も多いし、最近の裏原宿には外国人マフィアか？　ってくらいうさんくさいやつらも増えた。だから珍めずらしくはないけど……。

　……なんだか、ものすごい迫はく力りよく。ただものじゃないって感じで……。

「追われている。だがこの周辺には不案内なんだ」

　ハンサムが、オレに向かって流りゆう暢ちような日本語で言う。

「私を助けてくれないか？」

　オレは考える間もなく、思わずうなずいてしまう。

「な、なんだかすごく困っていそうだね。……わかった、オレについてきて！」

　オレは言ってＵターンし、路地の反対方向に向かって走りだす。裏原宿のこの辺は道が複雑なんだけど、オレにとっては庭みたいなものだし、知り合いも多いんだ。

　カフェに挟まれた細い道を抜け、雑貨屋の間を抜ける。地元の住人しか通らない細い坂道を下り、まだギリギリで開いていたファッションビルに入って通路をジグザグに走る。店を閉める準備をしていたショップの店員や、ちらほら残っているお客が不思議そうにこっちを振ふり返るけど、かまっていられない。オレは店内の階段を中二階まで駆かけ上り、フロアを駆け抜けて反対側にある階段から一階に下りてビルの裏口から道に走り出る。

「……よし、こんなもんで……」

　オレは息を切らしながら振り返り……まいたと思っていた男達が、ブティックの間を駆け抜けてくるのを見て、ギョッとする。

「あんた、何したんだよ？　よっぽどヤバいこと？」

　オレはまた必死で走りだしながら、後ろについてくる男に言う。

「別に犯罪を犯おかしたわけではない。捕つかまると、少し面めん倒どうなことになるだけなんだ」

　ちらりと振り返ると、男はやっぱり本当にハンサム。でもそれだけじゃなくてすごく高貴な感じ。何かの犯罪に関係しているような人とはとても思えない。

「ともかく、こっち！」

　オレは頭の中でこの周辺の地図を思い浮うかべながら、男の手を握にぎってまた走り始める。

　野の良ら猫ねこしか通らないような古いアパートの間の細道を抜ぬけ、美容院の中庭を走り抜ける。建物を回りこんで裏にある階段を下り、石いし畳だたみの裏道に出る。

「ついてきて！」

　オレは言い、そこに面したドアの一つに飛び込む。

　そこはオレの行きつけの古着屋で、元はクラブだった場所だからまるで体育館みたいに広い。古着のかかった移動式のハンガーポールが並び、まるで迷めい路ろみたいになっている。観光客向けじゃなくてロッカーだの美大生だのが来る店だから、この時間でも人が多い。

「あれ、裕也じゃん」

　ポールの向こう側から、顔見知りの店員が顔を出して言う。彼はオレが持ってる花束に目を落として、

「ああ、そういえばカフェのバイト、今日までだったっけ？　お疲つかれ様」

「ありがとう！　でもちょっと今、それどころじゃないんだ！」

　オレは周りを見回して、壁かべ際ぎわにずらりと並んだ更こう衣い室に目をやる。シャワールームみたいに狭せまい部屋だけど、長いカーテンがかけられているから隠かくれることができそう。

「今、ちょっとしたゲーム中なんだ！　あそこに隠れていい？　あと、誰か逃にげてこなかったか聞かれたら、知らないって言って」

　オレが言うと、店員は楽しそうに笑って、

「何それ？　いいよ、早く早く」

　オレとハンサムな男は空いている更衣室に飛び込み、中からカーテンを閉める。

「……もう追ってこないといいけど……」

　オレが呟つぶやいた時、店内に大勢の足音が響いた。

「……ダメか。本当にしつこい……あ……っ」

　一人分のブースに二人で入ってしまったし、後ろの男は長身で逞たくましい。彼のために場所を少し空けようとしたオレは、前につんのめりそうになって慌あわてる。

　カーテンに触ふれて揺ゆらしてしまう寸前で、男がオレの身体を後ろから抱だき留とめる。そのまま抱き締しめるようにされて、くすぐったさに思わず笑ってしまうけど……。

　……いや、笑ってる場合じゃないんだってば。

「店内に、誰か逃げてきませんでしたか？」

　カーテンの向こう側、かなり近い場所で、誰かが言っているのが聞こえてくる。それがかなり流暢な日本語だったことに、少し驚おどろく。低い声からして、さっきの追っ手の一人だろう。

「ええ～、気がつかなかったけど～」

「小こ柄がらな日本人の少年と、長身の外国人の男性です。見ませんでしたか？」

「さあ～、見てないけど～。別の店と間ま違ちがえてませんか？」

　店員の声。そして男達が英語で何かを言い合うのが聞こえてくる。それから、

「どうもありがとうございます」

　礼れい儀ぎ正ただしく言う声がし、靴くつ音おとが遠ざかっていく。

「……行った行った！　大成功！」

　店員が言いながらカーテンを開ける。

「ストックルームの出口から逃がしてあげるから、こっち」

　彼はオレ達を裏口に誘ゆう導どうし、そのまま外に逃がしてくれた。

「どうもありがとう、助かった！　また買い物に来るから！」

「来週からセールだから、よろしく！」

　店員は言って、店内に消える。

「……ふう。なんとかまいたかな？」

　オレはため息をつくけれど……。

「どうだろう？　油断すると見つかりそうだ」

　ハンサムな男の言葉に、オレは気を引き締める。

「よかったら、オレのアパートに来ない？　ここから歩いて十分くらいのところなんだ。しばらく隠れてれば？」

　思わず誘さそってしまってから、自分で驚く。

　……なんでオレ、会ったばかりの人を部屋に誘ってるんだ？

「本当に？　とても助かる」

　彼が言って嬉うれしそうに微笑ほほえみ……オレは後に引けなくなる。

「それならついてきて」

　オレ達は、追っ手に見つからないように隠れながら進み……。

「うわ、ツイてない！　あと少しってところで！」

　歩いているうちに真っ暗な空から大おお粒つぶの雨が降り出して、オレは思わず言う。

「傘かさ、持ってないし！　このへんは住宅地でコンビニもないからビニール傘がさも買えないよ！」

「それなら……」

　彼がいきなり着ていた上着を脱ぬいで広げ、オレの頭の上にかざしてくれる。

「こうしよう。少しはしのげるだろう？」

「そんな、いいってば。あなたが濡ぬれちゃうだろ？」

「気にしないで。道案内のお礼だ」

「でも……」

　言っている間に、雨はどんどん強くなる。二メートル先も見えないような豪ごう雨うに、オレ達は思わず笑ってしまう。

「言い合いをしている場合じゃないね。走っていこう！　こっち！」

　オレは先に立って走り出す。

　アパートにたどり着いた頃ころには、二人ともずぶ濡れで、今にも凍こごえそうになっていた。

「入って。めちゃくちゃ狭いけど」

　オレは鍵かぎを開けてドアを開き、彼を先に入れる。靴くつのまま廊ろう下かに上がろうとした彼に、

「靴は脱いでね！　日本なんだから！」

「ああ、失礼」

　彼は言って、狭いたたきで靴を脱ぐ。ものすごく綺き麗れいな栗くり色いろの革かわ靴ぐつ。先の細いお洒落しやれなデザインはイタリア製かもしれない。

「ちょっとごめん」

　オレは靴を脱ぎ捨てて彼の脇わきを擦すり抜け、そのまま風呂ふろ場ばに直行する。

「こっち。このままじゃ二人とも凍とう死ししちゃう。男同士だから気にしないよね？」

　オレは彼と一いつ緒しよに狭い脱だつ衣い室に入り、服を脱ぎ捨ててびしゃびしゃのそれを洗せん濯たく機きに入れる。湯船にお湯を入れながら、とりあえず交こう替たいで熱いシャワーを浴びてあたたまる。

「ふう、死ぬかと思った」

「たしかに。……私のせいで寒い思いをさせてしまってすまなかったね」

「いいよ、別に……」

　オレは言いながら振り返り、彼が彫ちよう刻こくみたいに逞しい身体からだをしていたことに驚く。そのままつい見とれてしまい……自分の身体が熱くなるのを感じて、慌てて彼に背中を向ける。

　……ああ、何やってるんだろう？　そういえばオレは男に発情しちゃうゲイなんだった。なにが男同士だから気にしない、だよ？

「シャワーをきちんと浴びないと、君の身体が冷えてしまう」

　彼が言って、いきなりオレの身体を引き寄せる。そのまま、シャワーの雨の中で抱き締められて……。

　あたたかな身体に、なぜか胸がきつく痛む。さっきのオーナーのいやらしい顔とひどい言葉が脳のう裏りをよぎり、なんだかたまらない気持ちになる。

　……ゲイだってことで、あんなに嫌いやな思いをしたはずなのに。見ず知らずの男の人の前で発情しちゃうなんて、オレ、本当にどうかしてる……！

「どうしてそんな顔をする？」

　彼がオレの身体をふいに離はなし、心配そうに覗のぞき込んでくる。

「私に触れられるのがそんなに嫌だった？」

　優やさしい声で聞かれて、オレは慌ててかぶりを振ふる。

「寒くてつい一緒にシャワーを浴びちゃったけど……別々に入るべきだった。ごめんなさい。もう出るから……」

「どうして謝るんだ？　あ……」

　彼は驚いたように言葉を切る。オレの屹きつ立りつが勃たち上がっていることに気づいたんだろう。

「ごめんなさい、オレ……ゲイだから……！」

　思っていたことが口から出てしまい、オレは真っ青になる。

　……ああ、この人にも嫌きらわれてしまう……！

　思ったら、なんだか本気で泣きそうになる。

「こんなの気持ち悪いよね？　ごめんなさい！」

　オレは叫さけんで必死で逃げようとするけれど、きつく抱き締められて驚いてしまう。

「気持ち悪くなどない。それに……」

　彼は囁ささやき、オレの顔を真っ直すぐに見つめる。

「店の裏口から出てきた時も、君は泣いていたね。誰だれかに何かひどいことでも言われたのか？」

　真っ直ぐに見つめられて、オレはもう我が慢まんできずにいろいろなことを話してしまう。オーナーに振られたこと、店の仲間に見られて噂うわさが広まって店にいられなくなったこと、そしてオーナーからセフレにならないかと言われてショックだったこと。

「あんなことされて、やっと気づいたんだ。オレ、考えてみれば、オーナーのことなんかほとんど何も知らなかった」

　オレは小さくため息をつく。

「すごい子供だよね。恋こいをすることに憧あこがれていたっていうのかな？　誰かと愛し合うってどんなに素す敵てきだろうって思ってただけで……」

「それなら、私と愛し合えばいい」

　彼はオレの言葉を遮さえぎって言う。

「私が君を愛してあげる。君も、私を愛してくれ」

　彼は、その美しいサファイヤ色の瞳ひとみでオレを見つめながら囁く。

「そうなれたら、どんなに素敵だろう？　そう思わないか？」

　彼はそのまま、オレをしっかりと抱だき締しめる。オレはあたたかい腕うでの中で、なんだか泣きそうになる。

　……もしかしたらオレは、母さんを亡なくした悲しみとか、つらい現実とかを忘れたいだけかもしれない。だけど……。

「うん、あなたと愛し合えたら、それはきっとすごく素敵だよね」

　オレは、心からそう思いながら言う。彼は、

「私は、今まで自分がストレートだと思っていた。だが……」

　濡れた頰ほおにそっとキスをされて、鼓こ動どうが速くなる。

「なぜか君にはとても興味がある。自分でも不思議だが……どうやら発情しているようだ」

　彼の硬かたいものが、オレの屹立にかすかに触ふれる。その熱さと逞たくましさにオレは息を吞のむ。

「あなたが……オレに発情？」

　かすれた声で言うと、彼はどこか困った顔でうなずく。

「ああ、困ったことに、とても」

　彫刻みたいにハンサムな顔に浮うかんだその表情がちょっと可愛かわいくて、オレは泣くのを忘れて思わず噴ふき出してしまう。

「笑うことはないだろう？　君も男なら、このつらい気持ちがわかるはずだ」

　彼がムッとした顔になったことに気づいて、オレはさらに笑ってしまう。

　……なんだか、彼といるとさっきまでの悲しい気持ちがだんだん消えてくるみたい。

「ええと……オレも男だから、その気持ちがよくわかる。それにオレもあまり我慢できそうにない。だからあなたが嫌でなければ……」

「嫌なわけがない」

　彼はオレの言葉を遮って言い、オレの屹立と自分の屹立をまとめて手のひらに握にぎり込む。

「うわ！　ちょっと待って……」

　お風呂ふろから上がったらトイレで出してもいいよ、と言おうとしたオレは、いきなりの激しい愛あい撫ぶにものすごく驚おどろく。自分が女の子に興味がないことにだけは気づいていたけれど、だからといって男とちゃんとした恋れん愛あいをしたことがあるわけじゃない。だからこんなことをされるのはもちろん初めてで……。

「……あ、やあ……っ！」

　オレは初めての他人の手での愛撫に驚き、怖こわくなり……だけど、あまりにもものすごい快感にどうしていいのか解わからない。

「……あ……ああ……っ」

　頭の中が真っ白になって、唇くちびるから勝手に喘あえぎが漏もれる。

「……ん……っ」

　オレはあまりにも恥はずかしいその声に気づき、慌あわてて唇を嚙かむけれど……。

「傷になる。そんなに強く唇を嚙んだらダメだよ」

　彼が囁いて、オレの唇にそっと指で触れてくる。

「声が出てしまうのが恥ずかしい？」

　優しく囁かれて、オレはうなずく。

「ごめんなさい、オレ、こんなことをするのは初めてで……だからおかしくなりそうで……」　>>>♥

「おかしくなってもいいよ」

　彼が囁きながら、オレの屹立をゆっくりと扱しごき上げる。

「……ああ……っ」

　お湯で濡ぬれている側面が、さらにヌルリとした感かん触しよくで滑すべる。オレは慌てて見下ろして……彼の手に握られた自分の屹立の先せん端たんから、欲望の蜜みつが勢いよく溢あふれるのを見てしまい……。

「……んん……っ！」

　あまりの光景に、オレは思わず目を閉じる。

　彼の手で愛撫されるオレの屹立。それだけじゃなくて、逞しい彼も雄お雄おしく勃ち上がっていた。彼の端たん麗れいな容姿に似合った、まるで彫刻のように完かん璧ぺきな形。しかもオレのものとは比べ物にならないくらい、それはとても逞しくて……。

　思ったら、なぜか身体の奥深い場所がズクンと疼うずく。

「ええと……あなたは大だい丈じよう夫ぶ……かな……？」

　オレが恐おそる恐る言うと、彼は苦く笑しようして、

「いや、あまり大丈夫ではないな」

「それなら……お礼に……」

　オレは勇気を出して手を伸のばし、彼の屹立にそっと触れる。

「……いや、やっぱり恥ずかしいから……」

　初めて触れる他人の身体からだ。熱くて逞しい欲よく望ぼう。怖くなって思わず引きそうになった手を、彼の手がしっかりと摑つかむ。

「それなら、一いつ緒しよに」

　彼の手が、オレの手ごと二人の屹立をそっと包み込む。

「……ああ……っ」

　彼の性器に、オレの屹きつ立りつが直じかに押し付けられる。熱くて硬いその感触に、イッたばかりなのに、また屹立がビクンと震ふるえてしまう。

「まだ硬かたいね。足りない？」

　こんなに高貴な美び貌ぼうをしているのに、囁いてくる声はものすごくセクシー。オレはすべてを忘れて、二人の屹立を手のひらで包み込む。

「……うん……足りないのかも……」

「素す直なおないい子だ」

　彼が言って、オレの手ごと、ゆっくりと二人の性器を扱き上げる。

「……ああ……っ！」

　ごつごつとした彼の屹立と、手のひらのやわらかい感触が、オレの屹立を弄もてあそぶ。蜜でたっぷりと濡れて滑る感じが、ものすごく淫みだらだ。

「……あ、あ……ダメ……！」

「ダメ？　先からこんなに蜜を垂らしているのに？」

　彼は囁き、オレの先端を指先でヌルリと擦こすり上げてくる。

「……んんーっ！」

　オレの背中が反り返り、身体にビクビクと震えが走る。

「ダメ……またイッちゃうよ……」

「なんて感じやすいんだろう？　本当に可愛い」

　彼は顔を下ろし、オレの耳たぶにそっとキスをする。

「もっと苛いじめてもいい？」

　囁かれて、オレは必死でかぶりを振ふる。

「……も、やめて……身体が、おかしくなっちゃう……！」

「やめてあげないよ。色っぽい君を、もっと見せてくれ」

　耳元で囁かれ、彼は愛撫を開始する。

「……や……ああ……ダメ……！」

　オレは必死で懇こん願がんするけど、彼はそのまま激しい愛撫をやめてくれず……。

「……んんーっ！」

　オレの先端から、欲望の蜜が飛ぶ。同時に彼の身体がヒクリと震えて、彼の逞しい屹立の先端から、ドクン、ドクンッ！　とたくさんの白はく濁だくが迸ほとばしった。彼の欲望の蜜が、白い花びらみたいにオレの身体に散る。すごく淫いん靡びで……すごく興奮する。

　……信じられない……会ったばかりの彼と、こんなことまでしちゃうなんて……。

　オレは彼にすがりつき、震えながら思う。

　……しかも、初めてなのに、こんなに感じちゃうなんて……。




　　　　◆




「会ったばかりの君にこんなことを言っても、信じてもらえないかもしれないが……」

　蜜に濡れた身体を石せつ鹼けんで洗い流した後。バスタブの中でオレを抱き締めながら、彼が言う。

「……君のことをもっと知りたい。このまま離はなしたくない」

　彼はオレを見下ろして真しん剣けんな声で言う。

「カフェにいる君を見た瞬しゆん間かんから、目が離はなせなくなるくらい惹ひかれた。その君とこんなことになるなんて……これは運命かもしれない」

　その甘い美声に、オレは酔よったように陶然としてしまう。

「私と、付き合ってくれないか？」

　……ああ、オーナーにあんなことをされたばかりなのに。それに彼は誰だれかに追われている身だった。もしかしたらオレを騙だまそうとしてるのかもしれない。でも……彼の言葉はとても真剣で、オレは信じてしまいたくなる。

「そうだね。すごく素す敵てきかも」

　そして、つい言ってしまう。

　……もしかしたら彼は悪い人間かもしれない。でも今のオレは、彼の言葉にすがってしまいたい……。

「それなら……まずはキスを許してくれないか？　まだ早い？」

　その言葉に、オレは思わず微笑ほほえんでしまう。

「あんなことまでした後なのに、そんなことを聞くの？」

「ああ……たしかに順番が逆になってしまったな……」

　彼がまた困ったように言う。その少年みたいな顔に、オレの胸が熱くなる。

　……ああ、どうしよう、会ったばかりのこの人のこと、本当に好きになってしまいそう。

「キス、してもいいよ？」

　オレの言葉に彼はホッとしたようにため息をつき、それからオレにそっとキスをしてくれる。

　最初は軽かったそれはどんどん深くなり、あんなに出した後なのにまた身体が熱くなる。

「もう一度、したい。許してくれる？」

　彼の囁ささやきに、オレももう我が慢まんできなくなる。

「うん。でもここじゃのぼせそうだよ」

　彼はうなずき、オレをつれて風呂ふろから上がり、脱だつ衣い室に出る。オレの身体を隅すみ々ずみまで拭ふいて喘がせ、そのまま抱だき上げてベッドに運んだ。

「……ユウヤ……」

　ベッドに押し倒たおされ、上から見下ろされただけで、オレは何もかも忘れそうになる。

　……ああ、こんなに夢みたいに素敵な人に告白されるなんて……やっぱりまだ、信じられなくて……。

　いけない、と思いながらも、騙されているんじゃないかという不安がまた頭をもたげてくる。

「……あ……待って！　あの……」

　キスをされそうに顔を近づけられて、オレは慌てて言う。だって、このままじゃまた流されてしまいそうで……。

「もしかして、聞いちゃいけないことかもしれないけど……」

　オレは精神力を振り絞しぼって、ずっと聞きたかったことを口にする。

「あなたは、なんであんなところで追われていたの？」

　彼は驚おどろいたように目を見開き、動きを止める。

「それは……」

　彼は少しためらってから、

「人を……捜していたんだ」

「人を？」

　意外な言葉に、オレは驚いてしまう。

「そう。調査の途と中ちゆうで邪じや魔まをされたくなかった。だからあの男達から逃にげたんだ」

　……調べるって……。

　オレは、彼のハンサムな顔を見上げながら思う。

　……ってことは、彼は探たん偵ていみたいな仕事をしてるんだろうか？　こんなハンサムな探偵がいたら、なんだか格好いいけど……。

　オレはちょっとドキドキしながら、店の従業員や常連さんの顔を思い出してみる。

　……あのカフェにいたってことは、あそこに彼の捜し人がいたってことかな？　だったら何か役に立てるかも……？

「あの。オレ……」

「でも……そのおかげで君に会えた」

　ふいに抱だき締しめられて、オレの鼓こ動どうが速くなる。

「もう一度、したい。今度はもっとゆっくり」

　耳元で囁かれて、身体からだが蕩とろけそうに熱くなる。

「……うん……オレも、したい……」

　唇くちびるから、承しよう諾だくの言葉が勝手に漏もれた。彼の端たん麗れいな顔が近づいてきて、優やさしいキスが下りてくる。それはどんどん深くなり、そしてオレ達はすべてを忘れてお互たがいを愛あい撫ぶし……。







　　　　フェラン・グランディス







「おいで。落ちないように、もっとこっち」

　私は彼の頭の下に手を入れ、腕うで枕まくらをしてやる。

　彼の承諾の言葉に、私は我を忘れてしまった。彼の欲よく望ぼうを激しく愛撫し、喘あえぎながら屹立に触ふれてきた彼の手に、眩暈めまいがするほどの興奮を覚えた。私達は数え切れないほどのキスを交かわし、最後の一ひと滴しずくまで絞りつくしそうなほどお互いの手の中に放った。

　私はぐったりと倒れ込んだ彼を抱き上げてバスルームに行き、ぬるぬるになったその身体をシャワーで洗い清めてやった。恥はずかしそうにする彼を抱いてベッドに戻もどり、愛いとおしさに包まれながら、彼を抱き締めている。

　男に欲望を抱く自分など、想像したことすらなかった。しかも自分は恋れん愛あいに対して淡たん白ぱくだと思ってきた。その私が、彼の前でだけはあんなふうに我を忘れ、欲望に任せて彼を愛撫し続けた。とても不思議だが……私の中に後こう悔かいは少しもない。

「……あったかい」

　私の胸にそっと頰ほおを寄せて、彼が小さく呟つぶやく。

「こんなに落ち着く感じ、初めてな気がする……」

　あたたかな息が、私の裸はだかの胸をくすぐる。少し眠ねむそうな声で囁かれたその言葉が、私の胸を痛ませる。彼は人並みはずれて麗うるわしく、苦労をしらない人生を歩んできたような優ゆう雅がな雰ふん囲い気きがあるのだが……ふいにとても寂さびしそうな表情をすることがある。

「初めて？」

　私が聞くと、彼は小さくうなずいて、

「オレ、母さんに育てられた。父親は顔も覚えてない」

　見下ろすと、彼は小さく欠伸あくびをし、ゆっくりと目を閉じるところだった。透すき通るような肌はだに長い睫まつ毛げが影かげを落として、まるで墨すみ絵えのように美しい。

「母さんはとても優しかったけど、オレの学費を稼かせぐためにいつも忙いそがしくて……だから、いつも寝ねる時は一人で……」

　彼はまるで夢でも見ているかのように呆ぼう然ぜんとした声で囁き……それがふいにかすれて、寝ね息いきに変わった。ゆっくりと上下する肩かた、子供のように体温の高い身体。抱いているだけで、私の胸が憐れん憫びんと愛情に痛む。

　……彼はきっと、私が想像もしたことのないような孤こ独どくと闘たたかってきたのだろうな。

　まだ知り合ったばかりだが、彼がとても優しい子で、しかもどちらかといえば寂しがり屋であることが伝わってきた。私が抱き締めるとキュッとすがりついてきたし、愛撫をした時には何度もキスを欲しがり、私の肩や首筋に頰を擦すり寄せた。甘えたがりの仔こ猫ねこのような仕草に、胸が甘く締め付けられたのを覚えている。

　……こんな子が、ずっと一人きりで夜を過ごしてきたなんて……。

　私の脳のう裏りに、彼がカミングアウトしてくれた、自分はゲイなんだ、という言葉が蘇よみがえる。そう言った時の彼の声はどこか悲しげだった。欧おう米べいのゲイの中には少数派であることをステイタスのように語り、理解を得られないと攻こう撃げき的になる人間も少なくないのだが……彼はそういうタイプとはまったく真逆に見える。何かのきっかけで少数派に入ってしまった。そしてそれをどうすることもできない……彼は、とても孤独に見える。

　……ああ、この子が、私の弟ならどんなによかったか……。

　私は思ってしまい、そして自分がどれほど彼に惹ひかれているかに改めて気づく。

　……彼を、このまま一人にしておきたくない……。

　反面教師のような父がいたせいか、それとも富ふ豪ごう達の複雑な人間関係を小さな頃ころから見続けてきたせいか……私は人並みはずれて冷れい淡たんだと思う。最初に人を疑い、情というものなど信じない。なのに……。

　……一人きりの寂しい夜など、もう過ごさせたくない……。

　自分でも不思議だが……私は、とても強くそう思っていた。腕うでの中のほっそりとした小さな存在を全力で守り、慈いつくしみたい。今までに感じたこともないような強い気持ちが、私を内側からあたためる。

　……会ったばかりなのに、どうしてこんなふうに思ってしまうのだろう……？

　私は、ぐっすりと寝ね入いってしまった彼の柔やわらかな髪かみを、そっと撫なでながら思う。

　……愛おしい、熱い、そしてどこか切ない。この感情を、人は恋こいと呼ぶのだろうか……？







　　　　浅井裕也







　次の日の昼。やっと起きたオレは、まだ眠っている彼を見て、ドキドキしてしまう。

　……夢かと思った。でも……。

　オレは、長い睫毛と端麗な寝ね顔がおに見とれながら思う。

　……夢じゃなかったんだ……。

　オレは彼を起こさないように、そっとベッドを抜ぬけ出す。

　裸のままだったことに赤面し、クローゼットから出したトランクスをはき、長なが袖そでのＴシャツとジーンズを身に着ける。

　洗面所に行って顔を洗い、洗せん濯たくが終わっていた二人分の服を洗せん濯たく機きから引っ張り出す。ベランダに出てそれを干し……アパートの前に立派なリムジンと黒くろ塗ぬりのセダンが停とまっていたことに気づいて、ものすごく驚いてしまう。

　……うわ、なんだ、あれ……？

　呆然としてしまったオレは、昨夜見た大おお柄がらな男達がセダンから降りてきたのを見て、慌あわてて部屋に逃にげ込む。けれど……。

　誰だれかが金属製の外階段を上ってくる足音、続いて、ドアにノックの音が響ひびく。

　……ああ……もう逃げられない……。

　オレはそっとドアに近づき、ドアスコープから覗のぞく。そこには大柄な男ではなく、初めて見るような美青年が立っていた。

「フローレスと申します。こちらに、私の主人がお邪じや魔ましていないかと思ってお訪ねしました」

「……主人……？」

　驚おどろいたオレは、思わず呟いてしまう。ドアの向こうの彼にも聞こえてしまったらしく、彼はにっこり笑ってうなずく。オレは居留守を使うのをあきらめて、

「あの……主人っていうのは……」

「フェラン・グランディス様です。ダークブラウンの髪かみに青い瞳ひとみ、長身でがっしりした体型のハンサムです。着き替がえたようなので、服装はわからないのですが……」

　彼はドアの向こうから言う。


「そうだ、日本なら玄げん関かんで靴くつを脱ぬいでいますよね？　フェラン様はイタリア製の靴をお履はきでした。栗くり色いろのシングルチップで、イタリアの『CONDOTTI FIRENZE』という店でオーダーしたものです。金色の箔はく押しで、小さく店名が入っているはずですよ」



　オレは、たたきに置いてある彼の靴を慌てて見下ろす。


　それはものすごく高級そうな細身の靴。スーツだけでなく、休日にも履けそうなシンプルなデザイン。そして、靴の内側に金色で文字が箔押ししてある。彼が言ったのと同じ『CONDOTTI FIRENZE』だ。



「あの……あなたはいったい……」

　オレがドアスコープを覗きながら言うと、彼はドアの向こうで小さく笑って、

「私はグランディス家に代々仕えてきた一族の人間で、今は執しつ事じ、兼けん、秘書のような仕事をさせていただいております」

「……執事……？」

　オレは、聞き慣れない言葉に呆然とする。フローレスは、

「驚いていらっしゃるようですね。まだ、事情をお聞きになっていないのですか？」

「聞くって……何を……？」

「ユウヤ」

　彼の声がして、オレは振ふり返る。ベッドルームの入り口に、バスローブ姿の彼が立ってこちらを見ていた。ドアに近づいて、

「フローレスか？　なぜここが？」

　彼の言葉に、フローレスがにこやかに答える。

「普ふ段だんは規律を乱さないあなたが、いきなりホテルから姿を消した。何か事情があるに違ちがいないと思い、あなたのお父上……イグナシオ様に連れん絡らくを入れました。急な日本出張もあの方の指示でしたから、少しおかしいなとは思っていたのです」

　フローレスは小さくため息をついて、

「イグナシオ様は初めは知らないふりをしていましたが、きつく追求したら渋しぶ々しぶ話してくださいましたよ」

　その言葉に、フェランはため息をつく。

「まったく、あの人は。秘密にしろと言っておいて、自分は簡単に白状するのだから……」

　観念したように言い、それから、

「フローレス、少し話がしたい。まずは着替えを持ってきてくれないか？　昨夜の雨でずぶぬれになってしまった。しばらくは乾かわかないだろうから」

　彼はフローレスに言い、オレに視線を向けて、

「昨夜は事情があって逃げていたが、彼らは怪あやしい者ではない。君の部屋で話をしてもいいだろうか？」

　その言葉にうなずき、オレは混乱しながらも服を持ってきたフローレスを部屋に迎むかえ入れる。そしてオレ達は狭せまいリビングでローテーブルを挟はさんで向かい合った。

「フェラン様の捜していた相手に関する詳くわしい調査結果が出たのは、日本時間の今朝早くだったそうです。イグナシオ様からのメールで、相手の本名と住所、そして写真を受け取りました」

「ああ……」

　フェランはなぜかあまり気乗りのしなさそうな声で、

「……私も、それらしき人物は捜し当てたんだ。たしかにルックスと名前は合っていた。だが、期待はずれだった。できればもう二度と会いたくない」

　その言葉にフローレスはチラリと眉まゆを上げ、なぜかフェランとオレの顔を見比べる。

「フェラン様。あなたは人ひと違ちがいをしていらっしゃる気がしますよ」

「なぜそう言えるんだ？」

　不ふ審しんそうな顔で言うフェランに、フローレスは肩かたをすくめる。

「ともかく経けい緯いを説明しましょう。……私は彼の写真をＳＰに見せ、彼らがその青年とあなたが一いつ緒しよにいるところを目もく撃げきしていたことを確かく認にんしました。なので、判明したその青年の住所を訪ねてみたんです」

「彼の部屋を？　勝手に話を進めないでくれ」

　フェランはなんだかうんざりした顔で言う。

「彼を弟と認めるとは、一言も言っていない。たしかに彼はあのカフェで働いてはいたが……話した限りでは、いい印象を持たなかった」

　フェランの言葉に、オレは驚いてしまう。

「あなたが捜していたのって、弟さんだったの？」

「そうだ。大学を中退し、あの店でアルバイトをしていることだけはわかった。手がかりは、『ハル』という名前とブルーの瞳」

　その言葉に、オレはギクリとする。

　……『ハル』、そして、ブルーの瞳……？

　実は、そのどちらも、オレには心当たりがある。

　……いや、まさか、そんなはずはないだろうけど……。

　フェランはため息をついて、

「昨日、その、弟らしきギャルソンに接客された。ブルーの瞳をして、名札に『HARU』と書いてある……」

　オレは彼の言葉に呆ぼう然ぜんとし……それから昨日のことを思い出す。

「それって青山さんのことだよね？　長身でハーフっぽい綺き麗れいな顔をしていて、青い目の……」

　フェランはうなずいて、

「ああ。君に嫌いや味みを言っていた、あの男だ」

「でも……青山さんのあの瞳、カラーコンタクトの色だよ？」

　オレの言葉に、フェランは驚いたように目を見開く。

「カラーコンタクト？」

「うん。接客に出る前、更こう衣い室で着けてたから確かだよ。本当の瞳の色は黒かった。あと、彼の本名は青山幸こう造ぞうさん。気に入らないって言って、仕事の時には『ハル』ってモデルネームを使ってるんだ。店の名札に書いてあったのもそれだけど……」

「そうなのか……てっきりあの男がそうなのかと思った。あまりにも感じが悪いので、名乗らずに帰ろう、もう弟捜しなどやめよう、そう思ったのだが……」

「昨夜、携けい帯たい電でん話わの電源をきちんと入れておいてくだされば、そんな面めん倒どうなことをしなくてもすんだのです」

　フローレスは、呆あきれたように言う。フェランが、

「では、おまえが言っている弟というのは、いったい……？」

　フローレスはにっこりと微笑ほほえんで、オレに目をやる。

「ハルというのは、スペイン語名の『Hullハル』のことではないでしょうか？　あなたの弟さんの日本名は浅井裕也。この方がずっと捜していた相手……あなたの弟さんに当たる方ですよ」

　その言葉に、オレの全身から血の気が引くのを感じる。母さんが言っていた「あなたにはお兄さんがいるのよ」という言葉が頭の中をぐるぐる回る。

　……まさか、ずっと待ちわびていた兄さんが、彼？　いや、オレと彼には全然共通点がない。きっと何かの間ま違ちがいだ。でも……さっきの……。

「ちょっと待ってくれ」

　フェランは混乱した様子で言う。

「ハルは黒髪に青い目をしているはずだ。ユウヤはたしかにハーフといわれても違い和わ感かんがないくらい繊せん細さいな顔立ちをしている。だが、目は漆しつ黒こくで……」

「……あの……」

　オレは言うけれど、声は自分のものじゃないみたいにかすれていた。

「……オレのこれ、カラーコンタクトなんだ」

　オレの言葉に、フェランは呆然とした顔をする。

「……え？」

「……本当はシャワーを浴びたり寝ねたりする前には外さなきゃいけないんだけど、昨夜はそんな余よ裕ゆうもなかったから……」

　オレは言って、片方のコンタクトを外す。

「……あ……」

　ゆっくりと顔を上げると、フェランが驚おどろいたように目を見開いた。

「……たしかに、とても深い青だ」

　オレはフェランの目を見上げる。オレよりも少し明るいけれど、彼の瞳ひとみも青。瞳の色だけで言えば、オレと彼はとてもよく似ているかもしれない。

「オレの父さんは外国人で、青い目をしていたって母さんが言ってた。けっこう珍めずらしいみたいなんだけど、オレはその両方の血を受け継ついで、母さんと同じ黒い髪かみと、父さんと同じ青い目を持っていて……」

「間違いありませんね」

　フローレスはにっこり笑って、内ポケットから封ふう筒とうを取り出す。そこから出されたのはプリントアウトされたカラー画像。写っているのは、間違いなくオレだった。パスポート用のカラー写真で、目が青いこともよくわかる。　>>>♥

「この写真……どうして……」

「驚かせて申し訳ありません。フェラン様のお父様が、あなたを捜さがすために、さる情報筋から手に入れたものです。もちろん悪用などしませんのでご安心ください」

　愕がく然ぜんとするオレに、フローレスがにっこりと笑いかける。

「フェラン様は、弟であるあなたを迎えに来たんですよ、ユウヤ様」

　……弟……。

　その言葉が、オレの頭の中でぐるぐると回る。

　……彼が、オレの兄さん……。

　とてもハンサムで、高貴な雰ふん囲い気きで、オレは一いつ瞬しゆんで目を奪うばわれた。それは……彼がオレの兄さんだったから……？

　……オレの兄さんが、こんな素す敵てきな人だったなんてすごく嬉うれしい。でも……。

　心が、罪悪感にずきりと疼うずく。

　……オレ……ずっと会いたかった兄さんと、あんなことをしてしまったんだ……。







　　　　フェラン・グランディス







「あなたが……オレの兄さん？」

　彼は呆然と私を見つめて言う。私もまだ信じられない気持ちで、

「君が……弟……」

　私は彼と見つめ合い……そしてふいに昨夜のことを思い出してしまう。彼も同じことを考えていたのか、ふいにその象ぞう牙げ色の頰ほおをバラ色に染める。

「ええと……昨夜の……」

　その恥はずかしげな表情に、昨夜の彼の様子が鮮あざやかに蘇よみがえる。

　……いけない、鼓こ動どうが速くなりそうだ。だが、もしも彼が本当に弟なら、昨夜のことは綺麗に忘れなくてはいけない……。

　思うが……なぜか胸が激しく痛む。

「その話は、あとでゆっくり」

　私は彼に囁ささやき、それからフローレスに言う。

「昨夜から、私達はいろいろなことを話した。兄弟と言われれば、そうかもしれないと思う。出会ってまだ間もないのに、彼には不思議な親近感を覚えるんだ。まるでずっと前から知っていたかのような」

　私の言葉に、裕也は少し驚いたように息を吞のんで、

「それは……もしかしてオレも同じかも。あなたのことをカフェで初めて見た時、とても特別な人だと思った。あなたがすごくハンサムだからかとも思ったんだけど……兄弟って言われたら、そんな気もしてくる……」

　裕也の言葉に、私は思わず微笑んでしまう。

「君もそう思ってくれたのが、とても嬉しい。私もあの店で君を見た瞬しゆん間かんから、特別な人だと思っていたんだ」

　本心から言うと、裕也はふわりと頰を染める。

「会いたいなって、ずっと夢みてた。でも、本当にこうして会えるなんて。嬉しいし、それにちょっと恥ずかしい」

「私達の台詞せりふは、まるで恋こい人びと同士のようだ」

　私と裕也は言い合い、そして微笑み合う。裕也の純じゆん粋すいな心を表すように、彼の笑え顔がおは無む垢くで、そして危あやういほど無防備だ。私の胸が、甘く痛む。

　……こんな彼を一人きりにしておくことなど、とても考えられない。無理やりのように私を東京に来させた父に、きちんと感謝しなくては。

「フェラン様に兄弟がいると聞いて驚きましたが……こうして見るとよく似ておいでです。顔や体格ではなく、雰囲気が。私は一人っ子なので解わかりませんが、兄弟というのはいいものなのですね」

　フローレスが、やけに素す直なおな口調で言う。

「まあ、あまりに仲がいい様子なので、これからお二人がブラザー・コンプレックスにならないか、少し心配ですが」

　皮肉な言葉で締しめるところが、彼らしい。裕也はどこか眩まぶしいような顔で私を見上げて、

「でも……あなたみたいに素敵な人が兄さんだったら、どうしてもブラコン気味になりそう」

　呟つぶやくように言われた言葉がとても可愛かわいらしい。

「君のような子が弟だと、どうしても甘やかしてしまうだろうな」

　私は手を伸のばし、彼の髪をそっと撫なでる。黒くろ猫ねこの毛並みのように柔やわらかで、とても心ここ地ちいい。

「ユウヤ様が差し支つかえなければ、ニューヨークの屋や敷しきにお招きしては？　そこでゆっくり話をすればいいし……何よりも、このまま日本に居続けたら、会社の仕事に差し支えます」

　私は裕也を振ふり向いて、彼を見つめる。

「ユウヤ、よかったらそうしないか？　もっと君のことを知りたいんだ」

　彼は驚いた顔をし……それからゆっくりとうなずく。

「うん、オレも……あなたのこと、もっと知りたいよ」







　　　　浅井裕也







　オレ達はリムジンで東京都下の軍用空港に向かい、そこからフェランが所有する自家用ジェットに乗り込んだ。本当は今日の夜から道路工事の現場で誘ゆう導どうのバイトをするはずだった。電話で行けないと連絡したらすごく怒られて、もう二度と雇やとわないと言われてしまった。日本に戻ったら、オレはその日から食べる物にすら困ることになる。でもオレは、どうしても彼のことをもっと知りたくなってしまったんだ。

　彼の自家用ジェットは豪ごう華かなだけじゃなくて、とても居い心ごこ地ちがよかった。とても美味おいしいブランチを食べた後、彼は仕事をすると言って書しよ斎さいにこもった。オレは持ってきた本を読んでいるうちにうとうとしてしまった。

「……う……」

　オレはゆっくりと目を覚まし、それから部屋がほとんど真っ暗で、スタンドの灯りだけが灯ともっていることに気づく。ベッドルームの向こう側にあるライティングテーブルに、フェランが座ってそのオレンジ色の光で本を読んでいた。

　……本当に……なんて綺き麗れいな男性なんだろう……？

　オレは、まだ半分夢の中にいるような気分で彼を見つめる。

　仄ほの暗ぐらい光の中に照らし出される、端たん麗れいな横顔。艶つやのある髪、セクシーな長い睫まつ毛げ。片手で本を持ち、長い指でページを支えている。長い脚あしを組み、とてもリラックスした様子の彼は、まるで一枚の絵みたい。

　……こんな人が……本当にオレの兄さんなんだろうか……？

　思っただけで鼓動が速くなる。生きているだけで精せい一いつ杯ぱいだったオレの暮らしに、とても眩まばゆい一筋の光が差し込んできたみたいに思える。

　……なんだか、今もまだ夢を見ているみたいだけど……。

　オレの視線を感じたかのように、彼がふいに本から目を上げ、オレを振り返る。

「……あ……」

　見つめていたことに気づかれてしまったオレは、思わず一人で赤くなる。

「……ええと……」

「目が覚めた？」

　彼は言って、その顔に微笑ほほえみを浮うかべる。低くひそめた声が、なんだかすごく優しい。

「……今、何時？　あとどのくらいかな？」

　オレが起き上がりながら言うと、フェランは手を上げて腕うで時ど計けいを見る。

「日本時間で夜中の十時。サマータイムなので、アメリカの西海岸時間で朝の七時。あと二時間ほどでニューヨークに到とう着ちやくするよ」

「本当に？」

　出かける準備をしてリムジンで軍用空港に向かい、この自家用ジェットに乗ったのがたしか昼の十二時くらい。それからブランチを食べたり本を読んだりして、ベッドに倒たおれ込んだのは午後三時くらいだったはず。ってことは……。

「オレ、七時間も寝ねちゃったんだ？」

「きっと疲つかれていたんだろう。よく眠ねむっていた。アルバイトをした後で、私を案内して駆かけ回ってくれたし、それに昨夜は朝まで……」

　彼はそこでふいに言葉を切る。唇くちびるに苦く笑しようを浮かべて、

「……そうだ、そのことに関して、今のうちにきちんと話しておかなくては」

　その言葉に、オレはぎくりとする。なぜか胸が痛んで、オレは少し混乱する。

「そう……だよね。まさか兄弟だなんて、想像もしないよね。オレ……」

　オレは、彼を初めて見た瞬間を思い出す。

「カフェであなたを見かけた瞬間、どこか懐なつかしいような気持ちになって、胸がきゅんと痛くなった。それを一目惚ぼれだと思っちゃったんだけど……そうじゃなくて、血が繫つながってるせいだったのかな？」

　口にすると、なぜだかまた胸が痛む。

　……ああ、どうしたんだろう、オレ？

「一つだけ言いたい。私は……」

　彼は、オレの瞳ひとみを見つめながら言う。彼の瞳はとても美しい青で、オレは思わず見とれる。

「君のことが、とても愛いとおしい。一生一いつ緒しよにいたいと、今でも思っている。その気持ちは変わらない」

　その優しい言葉が、なぜか胸をさらに痛ませる。

「それは、弟として、だよね。でも……」

　オレはなんと言っていいのか解らなくなって、思わずうつむく。

　……もしも彼とずっと一緒にいたいのなら、昨夜のことは忘れなきゃいけない。だって兄弟であんなことをするなんて、許されないことだから。

　朝まで抱だき締めてくれていた彼の腕のあたたかさが、身体からだにまだしっかりと残ってる。オレの心が、忘れるのは嫌いやだというかのように、ずきずきと痛み続ける。

　……昨夜の思い出を抱いだいたままもう二度と会わないか、それとも昨夜のことを忘れて一緒にいるか……今のオレに選べるのはどちらか一つだけ。そして……。

　オレの胸に、揺ゆるぎ無ない強い気持ちが湧わき上がる。

　……彼と離はなれるなんて、絶対にいやだ。彼と、ずっと一緒にいたい……！

　オレは思いながら、顔を上げる。

「……一緒にいたいって言ってくれたその言葉、すごく嬉うれしいよ。オレは今、一人きりじゃないんだって思えるし」

　オレは顔を上げて、彼を真っ直すぐに見つめる。

「あのね。もしかして昨夜のことを気にしてくれてるのかもしれないけど……オレはもう気にしてない。最後までしちゃったわけじゃないし……ええと……」

　自分の言葉の強きよう烈れつさに、一人で赤くなる。それから、必死で声を搾しぼり出す。

「あんなの、きっと、たいしたことじゃないよ」

　心が、またズキリと熱く痛む。

「君が弟であるという情報はかなり正確だと思う。だが、まだそうと決まったわけではない」

　彼の言葉に、オレは慌あわてて笑ってみせる。

「うん、それはもちろん。自分があなたみたいな素す敵てきな人の弟だなんて、オレもまだ信じられない。……でも……」

　オレは彼の青い瞳を見返しながら言う。

「とにかく、昨夜のことは忘れるね」

「わかった。私も、昨夜のことは忘れるよ」

　彼の言葉に、なぜかつらくなる。

　……どうしたんだ、オレ？　あのことは忘れる、そして一緒にいる……それがきっと一番正しいやり方なんだ。でも……。

　こんなに近くにいると、どうしても昨夜のことを思い出してしまいそうで……。

　彼がふいにオレから目をそらし、ベッドから立ち上がる。

「シェードを上げてもいい？」

　彼の言葉に、オレは気密窓のシェードがすべて下ろしてあることに気づく。オレが目を覚まさないように暗くしておいてくれたんだろう。オレは慌ててうなずく。

「うん。大だい丈じよう夫ぶ」

「眩まぶしいから気をつけて」

　彼は言いながら、ゆっくりとシェードの一つを上げる。

「……う……」

　予想以上の明るさに、思わず目を閉じる。彼が歩き回り、広々としたベッドルームのシェードを次々に上げていく。ベッドが揺ゆれ、彼がオレのすぐそばに座ったのが解わかる。

「大丈夫？　目が痛い？」

　彼の指が、オレの頰ほおをそっと撫でる。ふわりと漂ただよう彼のコロンの香かおりに、キスをした時のことを思い出す。

　……ダメだ、思い出したら！

　オレは思わずキュッと目を閉じる。

　……あれはただの間ま違ちがい！　彼とオレは、兄弟かもしれないんだから！

「ゆっくり目を開けてごらん」

　彼の指先が、オレの目元にそっと触ふれてくる。優しい声に、胸が甘く痛む。

「……うん」

　オレは言ってゆっくりと目を開く。部屋に溢あふれる日の光に一いつ瞬しゆん目を細め……それから……。

「……うわあ、綺麗……」

　オレは思わず声を上げる。

　部屋の向こう側にずらりと並ぶ気密窓。その向こうに広がるのは、とても澄すんだスカイブルー。眩まぶしく溢れる朝の光がとても美しい。

「アメリカ大陸の上を飛んでいる。雲が途と切ぎれると、陸地が見えるよ」

　彼が言いながら手を伸のばし、ベッドのすぐ脇わきにあったシェードを最後に上げた。オレは身を乗り出して窓の外を見下ろして……。

「……うわ……」

　眼下に広がるのは、純白の雲の海。凹おう凸とつのある質感が、まるで氷山の上を飛んでいるみたいに見える。そして雲が途切れたところに……。

「……見えた……！」

　オレンジ色に近い赤土の大地が、雲の隙すき間まから覗のぞいていた。ベルベットの帯のように見えるのはきっと川だろう。

「……すごい、オレ、飛行機に乗るのなんか初めてなんだ……なんて素敵なんだろう……！」

　思わず興奮して言ってしまい……一人で赤くなる。

「あ、ごめんなさい。一人で騒さわいで。オレ、旅行なんかしたことなかったから」

「謝らなくていい」

　オレのすぐ脇で見下ろしていた彼が言い、大きな手がオレの髪かみをふわりと撫なでる。

「君が行きたいところ、どこにでも連れて行くよ。これからはいくらでも旅行ができる」

　彼がふいに振ふり向き、顔がとても近かったことにオレは思わず赤面する。

「本当に？」

「もちろん。ああ……仕事が一段落してからになるが」

「それはもちろん。フェランの仕事の邪じや魔まは……あ……」

　オレは言ってしまい、それからまたさらに赤くなる。

「あ……あなたがもしオレの兄弟なら、呼び捨てじゃいけないのかな？　『兄さん』って呼んだ方がいい？」

　フェランがとても日本語が上手だったから、オレ達はずっと日本語で話していた。英語ならもちろん名前になるんだろうけど、日本語だと呼び捨てにするのがなんだか……。

「あ、でも、まだオレがあなたの弟だって確定したわけじゃないからおかしいかも……ミスター・グランディスにする？」

「いや」

　彼はオレを真っ直ぐに見つめて言う。

「君の声で『兄さん』と呼ばれるのは、とてもいい。それでいこう」

「わかった。じゃあ、オレのこと、『おまえ』とか『裕也』とかで呼んでいいよ。……兄さん」

　そう呼ぶと、なぜか胸が痛む。オレの心の中では、昨晩のことはまだ割り切れてないのかもしれない。でも……。

　……でも、いつまでも引きずってちゃいけない。この人は血のつながった兄さんかもしれないんだ。会いたくてたまらなかった兄弟に会えた。それだけで、すごく嬉しいことで……。

「どうかした？」

　フェランに言われて、オレは慌ててかぶりを振る。

「いや、兄さんって呼ぶの、ちょっと恥はずかしくて……」

「恥ずかしがらなくていい」

　フェランは、指先でオレの前まえ髪がみを直してくれながら言う。

「おまえに兄さんと呼ばれると、弟ができたのだと自覚できる。今まで考えたこともなかったが……兄弟がいるというのはいいものなんだな」

「本当に？」

　オレが言うと、彼は深くうなずく。

「おまえを見ているだけで胸が熱くなるんだ。一生かけて守る。もう寂さびしい思いなどさせない。おまえの寝ね顔がおを見ながら、ずっとそう思っていた」

「……あ……」

　ふいに目の奥が痛んで、涙なみだが溢れそうになる。オレは慌てて笑ってみせて、

「だ、ダメだってば、また泣いちゃう」

　ポロリと零こぼれた涙を、フェランが指先でそっと拭ぬぐってくれる。

「泣き虫だな。そんなところも可愛かわいいけれど」

　言ってオレの身体からだをそっと抱だき寄せる。

「泣きたかったらいくらでも泣いていい。おまえはたくさん我が慢まんをしてきたんだ。兄さんの前では素す直なおになっていいんだよ」

　抱き締しめられ、背中を優やさしく叩たたかれるだけでまた感情が溢れそうになる。

「ダメだってば、兄さん。こんなことされたら、甘えたくなっちゃう」

　オレが言うと、フェランはオレの髪にそっとキスをして、

「おまえに甘えられるのはとてもいい。もっと甘やかしたい。……今まで、自分にこんな感情があるなんて思ってもみなかったので、少し驚おどろいているところだ」

「オレだって驚いてる。今まで自分はけっこうしっかりしてると思ってたんだけど……」

　オレは彼のあたたかな体温とその芳かんばしい香りに包まれる幸せに、陶とう然ぜんとしてしまう。

「……なんだか、ダメになりそう」

「ダメになってもいい。ダメになって、一日でも私から離れられなくなるんだ」

　彼は言って言葉を切り、やけに真面目まじめな顔でオレを見つめてくる。

「そうだな。毎日一いつ緒しよにいて、仕事にも行かずにずっと抱き締めて、おまえをうんと甘やかすんだ。離はなれていた日の分までね。……それも悪くないな、真面目な話」

「ダメだよ、そんなの！　フローレスに叱しかられちゃうよ？」

　オレが言うと、彼は楽しそうに笑って、

「いい案だと思ったんだが」

「もう！　クールなエリートみたいに見えるのに、そんな子供みたいなこと言って！」

　オレが言うと、彼はさらに楽しそうになる。

「おまえに叱られるのは悪くない。というか、すごくいい」

　コンコン、というノックの音が部屋に響ひびき、オレとフェランはそのまま動きを止める。

「フェラン様、ユウヤ様、お目覚めですか？　あと二時間で到とう着ちやくですので、軽いお食事を」

　声がして、部屋のドアが開く。入ってきたフローレスがオレの頭を見て、

「ユウヤ様、髪がくしゃくしゃですよ」

「え、本当に？　恥ずかしいな」

　オレは、慌あわてて撫で付けようとする。

「私が梳すいてあげよう。おいで」

　フェランが言って、オレの手を握にぎってベッドから立たせ、そのまま洗面所に連れて行く。彼が手をのばし、物入れになっていた鏡の裏側から、鼈べつ甲こうでできた美しい櫛くしを取り出す。

「おとなしくして」

　後ろから囁ささやき、オレの髪をゆっくりとそれで梳いてくれる。

「艶つやがあって、とても柔やわらかい。まるで綺き麗れいな黒くろ猫ねこの毛並みのようだ」

　右手で髪を梳きながら、左手でそっと髪を撫でられる。鏡越ごしに見つめてくるサファイヤみたいに美しい瞳ひとみに、さらに鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、見とれていた彼がこんなにそばにいるなんて、本当に夢みたいだ……。




　　　　◆




「……すごい。マンハッタンの近くに、こんなに大きなお屋や敷しきがあるなんて」

　リムジンから降りたオレは、彼が連れてきてくれた屋敷に、呆ぼう然ぜんと見とれる。

　高いレンガの塀へいに囲まれたそこは、さっきまで車窓に広がっていたごみごみした都会とはまるで別世界だった。

　広々とした芝しば生ふの庭。砂利じやりの敷しかれた車道の両りよう脇わきには美しく刈かり揃そろえたトピアリーが並び、庭師さん達が楽しげに働いている。

　正面には、優ゆう雅がな白い壁かべを持つ立派な屋敷が聳そびえ立っている。ニューヨークというよりは欧おう州しゆうの貴族の館やかたに来てしまったみたい。

　広々としたエントランスホールには、家令を始めとする使用人達がずらりと並んでいて、オレは圧あつ倒とうされてしまう。後ろに続いていたセダンから降り立ったフローレスが、先に立って屋敷を案内してくれる。

「ここ……二階の突つき当たりが、フェラン様の部屋。その隣となりの部屋を、ユウヤ様のためにご用意しておきました」

　言いながら、両開きのドアをゆっくりと押し開く。

　そこは落ち着いた内装の広々としたリビング。さらに奥にはキングサイズのベッドのある寝しん室しつがあった。専用のバスルームがあって……まるで超ちよう高こう級きゆうホテルのスイートルームみたいだ。

「こんなところに、泊とまっていいのかな？」

　オレは恐おそる恐る言う。

「たしかに、あなたが捜していたのはオレかもしれない。だけど、父親が誰だれか、オレ自身も知らないんだよ」

　オレは、今さらながら少し怖こわくなってしまいながら言う。

「もしかして、あなたのお父さんがオレの父親じゃなかったら……ただの人ひと違ちがいの他人ってことになるよね？　それとも、何か証明できるものが見つかってるとか？」

　オレの言葉に、フェランはかぶりを振る。

「調査室からのメールをチェックしてみたが……その後、新しい情報は入っていない。おまえの父親が誰かを知る確実な方法がある、私の父親はそう言っていたのだが……」

　フェランはため息をついて、

「彼は仕事で南アフリカだ。仕事が一段落するまで戻もどってこない」

「ええと……それまで、オレはここにいていいの？　もしかして得体の知れないヤツを屋敷に泊めるのは問題だ、とかだったら、オレ、どこかの安いホテルにでも……」

「そんな危険なことをさせられるわけがない。それにおまえに来てもらったのはこちらの意向だ。滞たい在ざいする場所を用意するのは当然だよ。それに……」

　フェランはオレの目を真っ直すぐに見つめて、

「……私はおまえのことをもっとよく知りたい」

　囁くように言われたその言葉に、ドキリとする。忘れようと思っていた甘い夜のことを、思い出してしまいそうになる。

「そうだよね。もしも血が繫つながってても、嫌いやなヤツだったら困るよね」

　オレはうなずいて、

「わかった。じゃあ、オレがどんなヤツか、しっかり見み極きわめてよ。もしも血が繫がっていたとしても、気に入らなかったら放ほうり出していいからね」

「こんなに綺麗な顔をして……おまえはとても根性があって男らしいんだな」

「それはけっこう言われる」

　オレは笑い、それから、

「オレも、あなたのことが知りたい。だって、もしかしたら本当の兄さんかもしれない人なんだから」

　言うと、彼はうなずいて、

「おまえの母上から、グランディス家の話は聞いている？」

　フェランの言葉に、オレはかぶりを振ふる。

「母さんは、そういう話はほとんどしなかった」

　オレは母さんを思い出して、胸が締め付けられるのを感じる。

「オレの父親が外国人で、兄が一人いることだけは聞いたことがある。いつかはちゃんと聞かなきゃと思っているうちに、急に事故で亡なくなってしまったから……」

「そうか、それは寂さびしかっただろう？」

　フェランはオレを元気付けるようにオレの肩かたをそっと抱き寄せる。

　……ああ、なんて優しい声なんだろう……？

　オレはなんだか泣きそうになって、慌てて元気な声を出す。

「ともかく、あなたのお父さんが戻るまで、真相は解らないんだよね？」

「そうだな。それまでは一応兄弟ということで、仲良くしていこう。……いい？」

　彼の言葉に、オレはうなずく。

「わかった。よろしく、兄さん！」

　言うけれど……なぜか胸が微かすかに痛む。

　……ああ、オレ、いったいどうしたんだろう……？







　　　　フェラン・グランディス







　実業家としていくつかの会社を経営している私は、長い休きゆう暇かを連続して取ることができない。彼を捜すために日本に行ったせいで仕事が溜たまっている。このまま週末までは身を粉にして働かなくてはならないだろう。

「仕事は昼間のうちに終わらせる。夜はユウヤとの時間を持ちたいんだ」

　私の言葉に、フローレスは少し驚おどろいた顔をする。

「二十四時間、常に仕事をしていたようなあなたが、そんなことを言う日が来るなんて」

　それからスケジュール帳に目を落として、

「このままではいつか身体からだを壊こわすのでは、と心配していました。いい機会だと思いますが……かなり先までスケジュールはぎっしりです。少し無理をしていただくことになりますが」

「解わかっている。ワガママを言う代わりに、昼間はいくらでも働く。効率的に仕事を進められるように、さらに工く夫ふうをする必要があるだろう」

「なるほど、そうですね」

　フローレスは何かを考えているような顔になる。

「たしかに、さらに効率的に仕事を進めていただく方法はあるかもしれません。何にせよ、本社の取とり締しまり役やく会議は長すぎます。きちんと意見をまとめて簡潔に報告するように徹てつ底ていしたほうがいいかもしれません。取締役達に押し切られてきましたが、改善の余地がありそうです」

「今回のことは、私だけでなく、取締役や社員達の仕事を効率化してもらういい機会かもしれないな」

　私は言い、小さくため息をつく。

「私が仕事フリークだったせいで、周囲の人間にもそれを強しいてきたのかもしれない。……ただ、業績は絶対に落とさない。各部署で話し合い、効率化に関する提案をまとめさせてくれ。社員達からはいろいろと意見があるかもしれない」

「わかりました。すぐに通達を出します」

　フローレスは有能な秘書らしくてきぱきと言い……それからふとクスリと笑う。

「なんだ？　何かおかしな点でも？」

　私が言うと、慌あわてて笑みを顔から消して、

「失礼しました。あなたとユウヤ様がじゃれあっていた姿を思い出してしまいました」

　その言葉に、私は思わず眉まゆを寄せる。

「忘れてくれ。ユウヤといると何かのタガが外れてしまうんだ」

「それが血のつながりというものでしょうか？　私も兄弟が欲しくなりました。……あなたの自由な時間が増え、もっと一いつ緒しよにいられれば、彼はとても喜ぶでしょうね」

　その言葉に、私の胸がじわりと熱くなる。

「そうだといい。ユウヤが喜ぶことならなんでもしてやりたい。今までずっと離はなれていたのだから、その分まで」







　　　　浅井裕也







　……うわあ、緊きん張ちようするんだけど……。

　今日の昼頃ごろ、屋や敷しきにいたオレのところにフェランから電話が入った。

　馴な染じみだというクチュリエが屋敷に来て新しいスーツに着き替がえさせられ、リムジンでここまで送られてきたんだ。

　オレはフェランから指定されたレストランのウエイティングバーにいた。高層階にあるレストランの広々としたウエイティングバーは、照明が落とされ、落ち着いたインテリアが置かれて超ちよう高こう級きゆうホテルのロビーみたい。オレがいるソファの脇わきに大おお柄がらなＳＰが仁に王おう立ちになり、バーを利用する人達がオレを次々に振り返る。警けい戒かいの様子はまるで王子様でもいるみたい、だけど座っているのがただの子供みたいなオレだから、きっと違い和わ感かんがあって目立つんだろう。

　オレはネクタイが曲がっていないか指先で確かめ、小さくため息をつく。

　……この店に来た時、支配人とメートル・ド・テルが揃そろって迎むかえてくれて、ものすごく丁てい寧ねいにオレに接してくれたのは、予約をしてくれたフェランの名前があったからだろう。

　オレは手を伸のばして、クリスタルグラスに入れられたウエルカムドリンクをそっと飲む。本当ならシャンパンとか頼たのむんだろうけど、オレはアルコールを飲んだ経験がないから、これはただのオレンジジュースだ。

「あの……」

　オレはソファの両りよう脇わきに立ったＳＰ達を見比べながら話しかける。微び動どうだにせずに立っていた二人は、表情を変えないままでオレをちらりと見下ろしてくる。

「はい、なんでしょうか？」

　黒くろ髪かみの方のＳＰが、低い声で言う。

「ええと……二人の名前は？」

「私がホセ・アドルノ、あちらはミゲル・ビエルサ。ホセとミゲルとお呼びください。……ご用件はなんでしょうか？」

　また視線を前に戻もどしながら、ホセが言う。分厚い胸むな板いたと厳いかつい顔は、日本のお寺の山門に置かれた仁王像みたいだ。

「オレ、ただの一いつ般ぱん庶しよ民みんだから、誰だれも狙ねらわない気がする。なんだか申し訳ないんだけど」

「あなたはグランディス家の血筋の方です。警護をするのは当たり前です。私達のことはどうかお気になさらずに」

　ホセが答え、ミゲルが小さくうなずいている。

「そう……だよね。万が一、オレに何かあったら兄さんに迷めい惑わくがかかるんだよね」

「その通りです」

「でも、なんかありがとう。頼たよりにしてる。あと、原宿では逃にげ回ってごめんね」

　オレが言うと、二人は揃って驚いた表情を浮うかべ、オレを見下ろしてくる。それから、

「いえ、お気になさらずに」

　ホセは答えるけれど……その厳つい顔にはなんだかちょっと照れたような表情が浮かんでる。もちろん一いつ瞬しゆんで消えたけど。

「全力でお守りしますのでご安心ください」

　慌てて前に向き直ったミゲルが、無感情な声で言う。だけどその頰ほおはちょっとだけ染まって見える。

「どうもありがとう。できるだけ迷惑かけないようにする。これをされると困るとかあったら、ちゃんと言って。気をつけるから」

「ありがとうございます」

　ホセは言って、一瞬だけ微かすかな笑えみを浮かべて前に向き直る。

　……ちょっと怖こわそうだったけど、なんだかいい人達みたいだ。

　オレはちょっと緊張が解ほぐれたのを感じながら、ジュースをもう一口飲み……。

「……あ……」

　エントランスの方から近づいてくる人ひと影かげを見て、思わずドキリとする。

　彼は、ＳＰ達、それに秘書のフローレスを従え、支配人とメートル・ド・テルに先導されて歩いてくる。バーにいた人々が残らず顔を上げ、彼の優ゆう雅がな姿にうっとりと見とれている。

　モデル並みの長身を包む、仕立てのいいダークスーツ。清潔な純白のワイシャツと、鮮あざやかなブルーのネクタイ。瞳ひとみとぴったり同じ色を合わせているところが本当にお洒落しやれ。

　艶つやのある茶色の髪かみ。彫ちよう刻こくみたいに端たん麗れいな美び貌ぼう。真っ直すぐに見つめられ、身体が蕩とろけてしまいそうなほど胸が痛む。

　……フェラン……。

　彼を見ているだけで、鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　……ああ、こんなに麗うるわしい男の人が、オレの兄さんだなんて……。

　オレは陶とう然ぜんと彼に見とれ……それからグラスをローテーブルに置いて立ち上がる。

「兄さん」

　オレが言うと、近づいてきたフェランがその顔に眩まばゆい笑みを浮かべる。

「ユウヤ。待たせてしまって悪かった」

「ううん、緊張して少し早めに来ちゃっただけだから」

　フェランは少し手前で立ち止まり、オレの全身に視線を滑すべらせる。

「……とてもよく似合っている」

　感かん嘆たんするような声で言われて、思わず頰が熱くなる。

「よかった。屋敷にいきなりクチュリエが来たから驚おどろいちゃった。でもすごく素す敵てきな服を選んでくれて嬉うれしかった。こういうのを、日本語で馬ま子ごにも衣装って言うんだよね。ちょっと大人になった気分だ」

「おまえはほっそりしてスタイルがいいから、なんでも似合う」

　優やさしい声で言われて、頰がますます熱くなる。オレは思わずうつむいてしまいながら、

「格好いいのは兄さんの方だ。スーツ姿に見とれちゃった。……なんか並んで歩くのが急に照れくさくなった」

　フェランは一歩進んでオレに手を差し伸べ、オレの顎あごをそっと持ち上げる。

「自信を持ちなさい。おまえは私の弟なんだ。前を向いて」

　彼の指のサラサラとした感かん触しよくに、うっとりする。ふわりと漂ただよう微かなコロンの香かおりが、本当に芳かんばしくて……。

「……兄さん」

「……ユウヤ」

「ああ……コホン」

　フローレスが軽く咳せき払ばらいをし、フェランと見つめ合ってしまっていたオレはハッと我に返る。

「仲がいいのは微笑ほほえましいですが、そんなに見つめ合うと、まるでハネムーン中のカップルのようですよ」

　呆あきれた声で言い、フェランを見上げて、

「ここの警護はホセとミゲルに任せます。私達はリムジンで待機していますので何かあったらご連れん絡らくを」

　その言葉に、フェランはうなずく。

「わかった」

「ではまた後ほど」

　フローレス、それに兄さんのＳＰの二人はお辞じ儀ぎをし、踵きびすを返す。兄さんのＳＰ二人は都会的なスーツ姿で、普ふ通つうのビジネスマンみたいに見える。踵を返す前にホセとミゲルに頭を下げたところを見ると、彼の部下みたいな雰ふん囲い気きだ。

「行こうか、ユウヤ。お腹なかがすいただろう？」

　フェランが言うと、少し離はなれたところに待機していた支配人とメートル・ド・テルが素す早ばやく近づいてくる。

「いつものように個室をご用意しております、グランディス様。こちらへ」

　メートル・ド・テルが先に立ってバーの奥へと歩きだし、支配人が丁寧にお辞儀をして見送ってくれる。

　ウエイティングバーの突つき当たりには両開きのドアがあり、その両脇にはルックスのいいウエイターがそれぞれ立っていた。オレ達が近づくと、彼らはドアを恭うやうやしく開けてくれる。

「……うわ、すごい……」

　オレはその向こう側を見て、思わず呟つぶやいてしまう。

　レストランは長細い形をしていて、店の壁かべの一面はガラス張り。そこから夕暮れのマンハッタンの景色を見み渡わたすことができた。オレは景色に見とれながら店内を抜ぬけ、メートル・ド・テルが案内してくれた個室に入る。店の方も慣れているみたいで、個室のすぐ手前のテーブルをホセとミゲルのために用意してあった。ドアの前に仁に王おう立ちになられたらすごい迫はく力りよくだろうし。

　個室の中は、十畳じよう程度の広さがあった。テーブルクロスのかけられた丸テーブルが置かれ、座り心ごこ地ちのよさそうなベルベットのダイニングチェアが並んでいる。

　壁には美しい織り模様の浮き上がる濃こいブルーの絹が張られ、床ゆかは白い大理石。部屋の奥の壁には大きな暖だん炉ろが切られていて、小さな炎ほのおがチラチラと燃えている。

　壁の一面は高い天てん井じようまでのガラス張り。宝石みたいに煌きらめく夕暮れに染まった摩ま天てん楼ろうが、見とれるほど美しい。

　フェランはオレを一番眺めのいい席に座らせ、自分はその隣となりに座った。メートル・ド・テルと入れ替かわりにソムリエがやってきて、分厚いワインリストをフェランに渡わたす。

「ユウヤは二十歳はたちを過ぎていたね。アルコールは、平気？」

　聞かれて、オレはかぶりを振ふる。

「ええと……実は一度も飲んだことがないんだ。興味はあったんだけど」

「それなら少しだけ飲んでみる？　まず、シャンパンはどうかな？」

　フェランに聞かれて、オレはちょっとドキドキしながらうなずく。

「うん。試ためしてみたい」

　フェランはうなずき、ソムリエに向かって言う。

「ジャック・セロス『ラタフィア・ド・シャンパーニュ　イレテチュヌ・フォア』が入ったんだな。それを」

「かしこまりました」

　ソムリエはにっこり笑って言い、部屋を出て行く。

「シャンパンの名前とかすらすら言えるのって、すごい大人って感じがする」

　オレが言うと、フェランは微笑んで、

「もしもアルコールに弱くなければ、これからいろいろと教えてあげよう。今日のシャンパンは少し変わったもので、なかなか入にゆう荷かしない。今夜はラッキーだ」

　優しい声で言われて、ますます鼓動が速くなる。

「失礼いたします」

　ソムリエが言いながら、ワゴンを押して入ってくる。そこには氷が満たされ、シャンパンの瓶びんが刺ささった銀製のシャンパンクーラーが載せられていた。

　ソムリエは布ナプキンで瓶の水すい滴てきを拭ぬぐい、慣れた手つきで静かにコルク栓せんを抜く。オレがいたカフェはアルコールは置いてなかったし、シャンパンといえば音を立ててコルク栓を抜いているのをテレビでしか見たことがないから、オレは興味深く見守ってしまう。

「すごい、静かに抜くと溢あふれないんだ」

　オレが言うと、ソムリエはにっこり笑って、

「少しだけコツがございます。コルクを斜ななめに倒たおすようにすれば少しずつガスが抜けるので、コルクで大きな音を立てたり、せっかくのシャンパンを溢れさせたりしなくてすみます」

「へえ……そんなふうに抜けたら格好いい。やっぱり大人って感じ」

　オレが言うとフェランが笑えみを深くして、

「それも教えてあげよう。おまえがシャンパンを気に入ったら、だが」

「きっとお気に召めすと思いますよ」

　ソムリエは言って、シャンパンをクリスタルのグラスに注ぐ。テーブルに置かれた蠟ろう燭そくの灯あかりに泡あわがキラキラと反射して、とても綺き麗れいだ。

　ソムリエがオレ達の前にグラスを置いてくれたのとほぼ同時に、メートル・ド・テルが部屋に入ってくる。オレとフェランにメニューを渡してくれるけれど……フランス語だけなので、オレにはさっぱり解わからない。

　……うわ……どうしよう？　『鶏とり』だの『牛』だのくらいは解るけど……ほかにも見たこともない名前の食材がたくさん。自分で選んだらとんでもないものがきそうだ……。

　今さらながら自分が場ば違ちがいな高級な場所にいることを思い出して、冷や汗あせが出る。

「好すき嫌きらいはある？　牡蠣かきや鴨かもやフォアグラは？」

　フェランが言ってくれて、オレは正直に告白する。

「牡蠣を含ふくめて、シーフードは全部好き。鴨とかフォアグラは食べたことがないけど、鶏肉もレバーも好きだから、多分好きじゃないかな？」

「それなら、私が適当に選んでしまっていい？」

　フェランの言葉に、オレはホッとする。

「うん、お願い。オレ、フランス語が解らないから、何を頼たのんでいいのか解らないよ」

「それなら私が。今度、メニューに関する講習もしなくてはね」

　フェランが言い、メートル・ド・テルに向かって注文を始める。ものすごく発音のいいフランス語に、ちょっと聞き惚ほれてしまう。

　……すごい美声だから、フランス語がまるで歌みたいに聞こえる。

　注文が終わり、メートル・ド・テルとソムリエが部屋を出て行く。個室は防音性が高いみたいで、満席だった店内の音はまったく伝わってこない。低い音量でかかっているクラシックの音色だけが、部屋を満たしている。

「乾かん杯ぱいをしようか。何に？」

　フェランが言ってグラスを持ち上げる。グラスを支える長い指。男っぽく骨ばった美しい彼の手に、思わず見とれてしまう。

「ええと……」

　オレはグラスを持ち上げながら少し考えて、

「ここはやっぱり、二人の出会いに、かな？」

「では、二人が出会えた奇き跡せきに」

　フェランは言って、オレのグラスにそっとグラスを触ふれさせる。クリスタル独特の、チィン、という澄すんだ音がとても綺麗だ。　>>>♥

　オレはグラスを傾かたむけ、恐おそる恐るシャンパンを飲んでみる。

　冷たい泡が口の中で弾はじけ、陶とう然ぜんとするようないい香かおりが口の中にふわりと広がる。普通のソーダとは違ちがってシャンパンの舌した触ざわりはベルベットみたいに柔やわらかい。喉のどを通って落ちる感かん触しよくが少しくすぐったくて……。

「……美味おいしい」

　オレは驚おどろいてしまいながら言う。

「お酒って、辛からかったり苦かったりするんじゃないかと思っていたのに……葡ぶ萄どうの香りがすごくよくて、ふんわりと甘い味。こんなに美味しいんだ……」

「アルコールが初めてのおまえでも飲みやすいだろうと思って少し甘めのシャンパンを選んでみた。気に入った？」

　フェランの言葉に、オレは大きくうなずく。

「うん、兄さんがいいものを選んでくれたからかもしれないけど……お酒って、すごく美味しい。このシャンパン、すごく好きだ」

　オレが言うと、フェランの顔に優やさしい笑みが浮うかぶ。


「よかった。このワインの名前である『Il etait une fois』は、フランス語で『昔々あるところに……』と言う意味なんだ。お伽とぎ噺ばなしの定番の始まり方だね。あまりの美味しさに夢ゆめ心ごこ地ちになる、ということらしい」



「オレにとっては、今のこの時間が、まさにお伽噺なんだけど」

　オレが言うと、フェランは微笑ほほえんで、

「シャンパンが、そんなに気に入った？」

「それもあるけど……」

　オレはキャンドルの光に照らされた、彼の美び貌ぼうに見とれながら言う。

「ある日突とつ然ぜん、目の前に王子様のようなハンサムが現れて、オレのすべてが変わったんだ。家族ができて、素す敵てきなお屋や敷しきに住んで……まるでお伽噺の中に入ってしまったみたい」

　オレは言ってから、一人で赤くなる。

「あ……すごい恥はずかしいことを言ってる、オレ。もう酔よっちゃったのかも」

　フェランがふいに手を伸のばし、上気したオレの頰ほおに指先でそっと触れてくる。

「それは、私も同じかもしれない。……母は亡なくなり、父は多た忙ぼうで、子供時代の私はいつも一人だった。自分に可愛かわいい弟がいて、一いつ緒しよに庭を駆かけ回ったり、かくれんぼをしたりできたらどんなに楽しいか……子供の頃の私は、よくそう空想していたんだ」

　彼の指先が、オレの目元をそっと擦こする。


「その夢が、いきなり叶かなってしまった。こんなに可愛い弟ができるなんて。まさに『Il etait une fois』……だな」



　フェランの美声で囁ささやかれるフランス語はとても柔らかく、まるで愛の言葉みたいに甘い。オレは聞き惚れてしまいながら、

「フランス語って、こうして聞くと本当に綺麗な言語なんだね」

　大学で第二外国語にしていたのはドイツ語。フランス語を選せん択たくしなかったのは、なんだか気取った響ひびきがあんまり好きじゃなかったから。でもフェランの声で聞くとまったく違う。

「フランス語もちゃんと勉強したいな。そんな綺麗な言葉を話せたら、きっと素敵だ」

「おまえは本当に勉強熱心なんだな」

　フェランが優しい声で言い、オレはちょっと嬉うれしくなる。

「うん。短い間ではあるけれど、あなたに気に入ってもらえるように、頑がん張ばってみる」







　　　　フェラン・グランディス







「必要なのは、アイリスが百十二本、ラベンダーが百八本、薄うす紫むらさきのキンギョソウが百六十二本に、黄色のケイトウが百五十三本……だよ。だって、ここまでの面積がこれだけでしょう？　この形で花の色を配置するとなると……」

　木でできた低い柵さくの上に、裕也が座っている。その周囲に、庭師達が集まっている。裕也は小さなメモ帳とペンで何かを書きながら、彼らに何かを説明している。

「この部分は複雑な形だけど、面積はこれ。本数をまとめると……こんな感じ」

　裕也が書いて渡わたしたメモを、庭師長がありがたそうに受け取る。

「いやあ、助かりました。今年は庭の花時計をいつもよりも複雑な形にしようと思っていまして。これができないとパーティーが盛り上がらないと家令さんがうるさくてねえ」

「しかし、一いつ瞬しゆんでそんな計算をしてしまうなんて」

「さすがはフェラン様の弟さん。本当に優ゆう秀しゆうなんですね」

　庭師達も嬉しそうにメモを覗のぞき込んでいる。

「オレ、数学はちょっとだけ得意。何かあったらまた言ってね」

　裕也は言って柵から身軽に飛び降り……そして私が近づいてきていたことに気づいてその顔に輝かがやくような笑えみを浮かべる。

「兄さん、帰ってたんだ？」

「ただいま。……おいで」

　私が手を広げると裕也は少し頰を赤くする。ゆっくりと歩いてきて、私の胸にそっと抱だきついてくる。

「お帰りなさい、兄さん。お仕事お疲つかれ様」

「ただいま、ユウヤ。寂さびしくなかったか？」

　私は彼を抱だき締しめて、その髪かみにキスをする。庭師たちが「微笑ましいねえ」「さすがは兄弟だ」と口々に言いながら、花か壇だんの方に戻もどっていく。

　裕也は顔を上げ、そこでやっと私の後ろにフローレスがいたことに気づく。慌あわてて私から離はなれながら、

「ええと……フローレスも、お仕事お疲れ様」

「ありがとうございます、ユウヤ様」

　仕事中には鬼おにのように厳しいフローレスが、裕也の前ではこんなに優しい顔をする。

「ええと……もう子供じゃないのに……抱きついたりして、おかしかった？」

　裕也はフローレスに言って、さらに頰を赤くする。フローレスは微笑みながら、

「おかしくなどありませんよ。兄弟なのですから、きっと当然です」

「いやあ、普ふ通つうはそこまでやらないよ？　見せてもらったけれど、噂うわさにたがわぬブラザー・コンプレックスっぷりだ」

　どこかから聞こえてきた声に、裕也は驚いたように周囲を見回す。そしてトピアリーの陰かげから現れた男の姿を見て、驚いたように目を見開く。

　腐くされ縁えんの男の出現に、私はため息をつく。

　……いつもながら、この男の情報の早さには驚く。きっと裕也のことを聞きつけてやってきたのだろう。

　彼はニコラス・カサノバ。私の幼おさな馴な染じみで、カサノバ・クルーズという名前の世界に名だたる海運会社の取とり締しまり役やく。社長の御おん曹ぞう司しで、カサノバ一族の次期当主。一族経営ではあるが彼の父親は厳しい人なので、当然忙いそがしいと思うのだが……ちょっとした暇ひまを見つけては私を訪ねてくる。もちろん、本当の目当ては私などではないだろうが。

　逞たくましい長身と、黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみ。見た目はかなりのハンサムと言える男だが……その軽すぎる性格が災わざわいしてか、いつもフラれてばかりいる。

「まあ、気持ちはわかるけどなあ。フローレスと並んだところは、まるで麗うるわしい二本のバラのようじゃないか」

　ニコラスの言葉に、フローレスは小さくため息をついて聞こえないふりをしている。

「え？　ええと……」

　裕也に不思議そうに見上げられ、私はため息をつく。

「彼は友人のニコラス・カサノバ。故郷が同じで、さらに同じスイスの寄宿学校に進学したので子供の頃ころからずっと知っている。……が、たいして親しいわけではない。ただの腐れ縁だ」

「冷たいなあ、フェラン」

　情けない顔をするニコラスの様子に、フローレスがさらに呆あきれた顔になる。裕也は、

「よろしくお願いします、ニコラスさん。オレはユウヤ・アサイと言います」

　礼れい儀ぎ正ただしく言って、丁てい寧ねいに頭を下げている。

「ニコラス・カサノバだよ。伝説の色男と同じ名字だから覚えやすいだろう？」

　ニコラスは自じ慢まんの流し目で裕也を見る。

「しっかし、本当に綺き麗れいな子だな。うっとりするよ」

　裕也を見るニコラスの目が好こう奇き心しんで煌きらめいているのを見て、私はまたため息をつく。

「可愛い弟にちょっかいを出したら殺すぞ」

「ああ、怖こわい怖い」

　私はかなり本気で脅おどすが……ニコラスはふざけた口調で答え、さらに裕也に近づく。

「さすが堅かた物ぶつのフェランをいきなり骨ほね抜ぬきにしただけのことはある。どうだろう、この青い瞳。まるで澄すみ切った湖のようじゃないか」

　ニコラスは言いながら、裕也に向かって手を差し伸べる。

「よろしく、ユウヤ」

「よろしくお願いします、ニコラスさん」

　ニコラスは差し出された裕也の手を摑つかんで持ち上げ、手の甲こうにチュッとキスをする。

「ニコラス！」

　私が言うと、ニコラスは裕也から手を放し、可笑おかしそうに笑って、

「ははは、フェランは本当に骨抜きだ。こんなに怒おこった顔を見たのは五歳の時以来だよ」

「あなたの精神年ねん齢れいは、その時のまままったく変わっていないと思います」

　フローレスが、冷たい声で言い捨てる。ニコラスはやけに嬉しそうな顔で、

「フローレス！　嫉しつ妬としてくれたのか？」

「していません」

　フローレスに無表情に答えられて、ニコラスががっくりと肩かたを落とす。それからふいに顔を上げて、私を見つめてくる。

「ところでフェラン。社交界では、早くもこの美青年のことが話題になっているぞ」

「どういうことだ？」

　私の質問に、ニコラスは珍めずらしく真面目まじめな顔になって、

「おまえ、この子と一いつ緒しよに『ガルガンチュア』でディナーを食べただろう？　おまえの父親が『フェランが行方ゆくえ不明だった家族を見つけた。うちに家族が増える』と周囲に自慢しまくっているうえに、おまえがすごい美青年を連れていた。パルマ公国の関係者だけでなく、欧おう州しゆう社交界も大おお騒さわぎだ」

　ニコラスは小さくため息をつき、

「噂はこうだ。『グランディス家の御曹司が、血けつ縁えん者を名乗る青年をどこからか連れてきた。その子は財産狙ねらいでフェランに近づき、その美び貌ぼうでフェランを骨抜きにしたんだ』……ってね」

　その言葉に、裕也はとても驚おどろいた顔をする。

「ユウヤ、社交界ではよくある根も葉もないゴシップだ。気にすることはない」

　私が言うと、彼はまだショックを受けた顔で、

「う……うん。でもオレのせいで……」

「ああ～、すまなかった。こんな純じゆん粋すいそうな子の前でする話じゃなかったな。早く用心したほうがいいと思って焦あせってしまった。……君の綺麗な目を見れば、そんな悪いことを企たくらむような子じゃないってことは、よくわかるよ、ユウヤ。私は少しも疑っていない」

　慌てたように言うニコラスを、フローレスが本気で怒ったように睨にらんでいる。私は眉まゆをひそめてしまいながら、

「しかし。予想はしていたが……噂が早いな」

「噂はすでにおまえの一族の人間の隅すみ々ずみにまで知れ渡っているだろう。用心した方がいいぞ。……金が絡からんでくると、どの一族も殺気立つ。私のところも人事ではないんだけどな」

　彼の言葉に、私はうなずく。

「わかった。用心しよう」

「ああ、そうした方がいい。そしてこの話はおしまいだ。……ああ、コホン、ユウヤ」

　ニコラスは、まるで泣きそうな子供を慰なぐさめるかのように必死の表情で裕也の顔を覗き込み、

「ええと……さっき、庭師に数学が得意だと言っていたね。本当？」

　まだ沈しずんだ様子だった裕也は、ニコラスの言葉にハッと我に帰った顔になる。

「あ、はい。理数系の科目は好きです。ほかの科目と比ひ較かくして……というだけですけど」

「それでは、ゲームは？　チェスとかも得意？　あれは数学的な思考を必要とするだろう？」

「チェスですか？」

　裕也は、その言葉に目を輝かせる。

「チェスが数学的かどうかは解わからないですが……日本で大学に通っている頃、担当教授のお相手をさせていただいてました。もちろん先生に勝つのはとても難しかったのですが」

「よ～し！　じゃあ、親交を深めるために、ディナーの後で対戦しようか！」

　ニコラスがやけに嬉うれしそうに言い、フローレスが呆れた声で、

「まさか、ここでディナーを食べて行く気ではありませんよね？」

「もちろん食べていくさ。この屋や敷しきのシェフはニューヨーク一といってもいいくらい腕うでがいいからな。ああ……もちろん君も一緒だぞ」

　ニコラスがいつもながらの図ずう々ずうしさで言い、フローレスが助けを求めるようにして私に視線を送ってくる。

「でも、ご迷めい惑わくですよね？　せっかくの、ユウヤ様との時間を……」

「ユウヤとの時間を邪じや魔まされるのはもちろん迷惑だ。だが……」

　いつもならあっさりと追い返すところだ。だが、今夜は……。

「ユウヤ、チェスが好きなのか？　ニコラスと勝負がしたい？」

　私が言うと、裕也は嬉しそうに微笑ほほえみながら、

「うん、チェスは大好きだよ。もし迷惑じゃなければ、ニコラスさんと勝負がしたいな」

　子供のように弾はずんだ声が、とてもかわいらしい。ニコラスはいつも面めん倒どうばかり起こす男だが、裕也の趣しゆ味みを一つ知ることができた功績は大きい。

「そうか。ユウヤがそう言うのなら、仕方がないな」

　私は手を伸のばし、彼の艶つやのある黒髪をそっと撫なでる。毛並みのいい猫ねこに触ふれているかのような、滑なめらかで柔やわらかな手て触ざわりが本当に心ここ地ちいい。

「ありがとう、兄さん。今度、兄さんとも勝負したいな」

　裕也が、宝石のように美しい青い瞳で見上げてくる。内面の無む垢くさを表すような真っ直すぐな視線に、胸が痛くなる。

「解った。私は強いよ」

　私は言いながら、裕也の肩を抱だき寄せる。

「ニコラスとの勝負で、腕慣らしをしておいてくれ」







　　　　浅井裕也







「うう～～ん」

　チェス盤を前にしたニコラスさんが、難しい顔で唸うなっている。

「信じられない。なんでいつの間にか追い詰つめられてるんだ？」

　家族用のダイニングでディナーを味わった後、オレ達はその隣となりにある遊ゆう戯ぎ室に向かった。

　マホガニー材を使った内装は、とても素す敵てきで、そして落ち着いた雰ふん囲い気き。置かれているさまざまなゲームは、グランディス家の代々の当主がコレクションしてきたものらしい。

　部屋の真ん中を占しめているのはビリヤード台。希少価値の高そうなさまざまなゲーム盤。ニコラスさんとオレの間にあるチェス盤もアンティークみたいで、ボードは黒曜石と大理石、そしてすべての駒こまが紫むらさき水ずい晶しようで作られているものすごく美しいものだ。

「だが、まだ負けるわけにはいかない！」

　ニコラスさんはクイーンの駒を摑み、それを勢いよくチェス盤に置く。

「これで決まりだ！　どうだっ！」

　……あ、やっぱりこっちにきたな。

「それならここで」

　オレは言いながら、ナイトの駒を動かす。ニコラスさんが、

「えええっ、噓うそだろ？　そこにやられるとこうなって……いや、そうなると……」

　とても混乱した顔で、チェス盤を睨みつける。そのまま数分間固まり、それから、

「わかった、ここだ！　これでもう、君のクイーンは逃にげられないぞっ！」

　言いながら、ビショップを動かす。

　……よし、やっぱりこうきた……！

「チェックメイト」

　オレは言って、ポーンを動かす。

「……すごいです」

　チェス盤を覗のぞき込んでいたフローレスさんが、呆ぼう然ぜんとした声で言う。

「ユウヤ様、これで三連勝です。しかも一回のゲーム時間はほんの十分程度」

「なんなんだ、この子は？　いくらフェランの弟とはいえ、恐おそろしすぎるぞ！」

　ニコラスさんが言いながら、手で顔を覆おおってため息をつく。

「身近な人間の間では、フェランにしか負けたことがなかったのに……！」

「兄さんも、よくニコラスさんと勝負をするの？」

　オレがちょっとドキドキしながら聞くと、フェランはうなずいて、

「私とニコラスが放り込まれていたスイスの寄宿学校はとても規律が厳しく、スポーツと勉強と読書以外のほとんどの行こう為いが禁止されていた。インターネットは図書館での調べもののみ、ゲーム機はもちろん、テレビもラジオすらも持ち込みができなかった」

「すごい。名門校って感じだね」

「とてもうるさい学校だったな。その中で許可されていたゲームは、チェスとトランプのみ。そのためにチェスは昔からやっていたな」

「私は今でも国際大会に出ているんだぞ！　国際レーティングで二千三百だぞ！　もしかしてユウヤも競技者か？　もっと上のレーティングなのか？」

　ニコラスさんが叫さけび、オレは首を傾かしげる。

「国際レーティング……って……？」

　フェランが、

「国際レーティングというのはチェスの強さを数値化したもので、強い相手に勝てればそれだけ点数が上がるんだ。私は順位には興味がないので参加していないが、ニコラスは頻ひん繁ぱんに参加し、レーティングを上げることに熱中しているようだな」

　ニコラスさんが悔くやしそうな顔で、

「そんなことすら知らない子に、あっさり負けたのか……。ちなみに世界チャンピオンが二千八百、グランドマスターが二千六百なので、私のレベルはかなり高いんだぞ？」

「そのニコラスに、ここまであっさりと勝ってしまうとは、ユウヤは本当にすごいな」

　フェランが、その声に賞賛を滲にじませながら言ってくれる。

「私の弟は麗うるわしいだけでなく、並外れて聡そう明めいだ。兄として、とても自じ慢まんに思うよ」

　その言葉に、オレの頰ほおが一気に熱くなる。

「いや……そんな……」

「ユウヤ様、本当にすごいですね」

　フローレスが、興奮した声で言う。

「その若さでこんなにお強いなんて……さすがはフェラン様の弟さんです」

　オレはさらに赤くなってしまいながら、

「ありがとう。でもたまたまだと思う。教授にはこんなに簡単に勝つことはできなかったし」

　オレの言葉に、ニコラスさんが絶望的な顔をする。

「うわあ、さらに上がいるのか。私もまだまだってことかぁ」

「ユウヤ、ニコラスが駒を動かすたびに先を読んでいただろう？　何手先まで読める？」

　フェランの言葉に、オレは少し考える。

　……ええと……数で答えるのはかなり難しいけど……。

「何手って言うか……最初の一駒が動けば、たいがいゲームの最後まで一気に読める。人間って案外予想通りの動きをしてくれるしね。でもニコラスさんはすごく強くて、何度も予想外の動きをされた。そのたびに軌き道どう修正しなきゃいけなかったから大変だったよ」

　オレは、思わずため息をついてしまいながら、

「それに、ずっと勉強から遠ざかっていたから、今日はアウトプットに時間がかかっちゃった。楽器と同じで、休むと鈍にぶるんだ。オレが数学者になりたいなんておこがましいのかも」

　ちょっと悲しくなりながら言う。

　……ゲーム中、脳が錆さび付いたみたいにギシギシいっているみたいだった。少し前まで、油を差した滑かつ車しやみたいに気持ちよくクルクル思考が回っていた気がするのに。それに……。

　さっきニコラスさんから聞いた言葉が気になって、集中力まで欠いてしまった。もっと割り切った数学的な思考ができれば、きっと人生はすごく楽だろうと思うのに……。

　オレはとても豪ごう華かな遊戯室を見回し、そして自分がすごく場ば違ちがいなところにいるのを感じる。

　……単純に家族ができたって喜んでたけど、フェランはこんなに立派なお屋や敷しきに住んでるような大だい富ふ豪ごう。オレが来たことで、これからもフェランに面めん倒どうが及およぶかもしれなくて……？

　思っただけで、なんだか居たたまれないような気持ちになる。

　……もしかしたら、フェランに一いつ緒しよに来てくれないかと言われた時に、断るべきだったのかもしれなくて……？

「私はどこで間ま違ちがったのだろう？　絶対にいけると思ったんだが……しかもゲームの最後まで読める？　あれで時間がかかってるって？」

　チェス盤を見つめて頭を抱かかえていたニコラスさんが、呆然とした顔で言う。それから身を乗り出して、

「ユウヤ、おまえ、ものすごく頭がいいんだな。日本の大学では何をしてた？　っていうか、出身校はどこなんだっけ？」

　急な質問に、オレは驚おどろいてしまう。それから、

「ええと……東都大学数理科学研究科に所属していました。専門は解かい析せき学で、卒論は確率微び分ぶん方程式を含ふくむ確率論的手法に関する研究……のはずだったんですが……」

　オレは言葉を切り、それからちょっと落ち込んでしまいながら、

「母が亡なくなって、授業料が払はらえなくなって中退しました。研究結果はかなり揃そろっていたし、論文自体も進んでいたんですが……しばらく離はなれていたから、もう計算できないかもしれません。オレは凡ぼん人じんなので、けっこう難しくて」

　……もちろん仕方がなかったことは解わかってる。でも、ずっと頑がん張ばっていたから、やっぱりまだちょっと未練があるみたいだ。

「確率微分方程式？　聞いたことはあるけど……何に使う公式だっけ？」

　ニコラスさんが呆然とした声で言い、慌あわてたように、

「ああ、私も一応フェランと同じハーバード出だぞ？　まあ、私の場合は文系の学部にいたから、そっちの方はちょっと苦手なんだが……」

　……ハーバード！　兄さんはハーバードを出てるんだ……！

　オレはずっと憧あこがれていた学校の名前に胸が高鳴るのを感じる。

　もしもオレにたくさんお金があって、さらにもっともっと優ゆう秀しゆうならば、絶対に行ってみたかった学校だ。教授は「裕也くんなら、将来はあそこの研究室に入れるかもしれないよ」って言ってくれていて、オレもちょっとだけ夢を持っていて……。

　……もちろん、オレにとってはいろいろな面で夢のまた夢だったんだけど……。

「使い方はいろいろあると思うが、一例として証券価格が挙げられるだろう。もちろん、かなり高度な確率論の知識が必要だが」

　フェランが、あっさりと言う。オレは思わず身を乗り出して、

「それを理解してくれた人は、初めてかも。やっぱり兄さんはすごい……！」

　心の中に、尊敬の気持ちが湧わき上がる。

「一人で勉強するのはかなり大変だと思うんだけど、オレを可愛かわいがってくれた担当教授は証券取引所の顧こ問もんもしてたんだ。だから、オレにもいろいろコツを教えてくれていたんだよね」

「ええと……文系の私には詳くわしいことはよくわからないが……」

　ニコラスさんが、オレ達の顔を見比べながら言う。

「要するに、フェランが見つけてきた弟は、すごく優秀で、すごく仕事の役に立つ……ということか？」

「オレ、役に立つ……かな？」

　オレは願うような気持ちでフェランを見上げる。

　……だって、フェランは知れば知るほど、優秀で、素す晴ばらしい人で。でもオレは、噂うわさのことも含めて、彼の邪じや魔まにしかならないような気がしていて……。

　フェランはオレを見つめながら、深くうなずいてくれる。

「もちろんだ、おまえの知識を会社で最大限に生かすにはどうすればいいか、その方法を考えているところだ。だが、まずは……」

　フェランが、ずっと考えていたことを口にするように切り出す。

「ニューヨーク支社でのプロジェクトが一段落したら、おまえを故郷のパルマ公国に連れて帰ろうと思っている。パルマ大学の数理科学研究科は世界的にもレベルが高いし、とてもいい教師陣じんがいることでも有名だ。見学に行って気に入ったら、そこに入学しなおしたらどうかな？」

「パルマ大学に……オレが……？」

　その言葉に、オレはとても驚いてしまう。

「世界的なレベルで言えば、パルマ大学は日本の東都大学よりもずっと上だよね。あそこの数理科学研究科には、母さんの恩師で、何度もノーベル賞候補に挙がってるグレゴリオ教授がいるはずで……それに……」

　オレは言葉を切り、思わずうっとりとため息をついてしまう。

「パルマ大学は、母さんの母校だ。母さんは、そこに留学している時に王子様に会ったんだって話してくれたことがあって……」

「父も、パルマ大学の出身だよ」

　その言葉に、オレの心臓がとくんと高鳴る。

「じゃあ、きっと、そこで二人は出会ったんだね。王子様って言うのは、あなたのお父さんのことで……」

「まるでお伽とぎ噺ばなしのようだ。とてもロマンティックだな」

　フェランの言葉に、彼と出会ったあの夜のことを思い出す。

　オレはまるで王子様みたいに麗しい彼に、陶とう然ぜんと見とれてしまった。泣きながら飛び出して彼にぶつかった時には本当に驚いたけれど……その後のことは、本当にロマンティックで……。

　……もちろんあんなことをしてしまったのはただの弾はずみ。もう思い出しちゃいけないって解ってる。でも……。

　オレはとても複雑な気持ちになりながら、鼓こ動どうだけが高鳴るのを感じる。

　……ロマンティックというのなら、フェランとの出会いも、このうえなくロマンティックだったかもしれない……。







　　　　フェラン・グランディス







「うわ……このお屋敷の蔵書、本当にすごい……」

　裕也は陶然としてしまいながら、書しよ棚だなの間を歩き回る。

「……経済学や文学に関する本が多いけど、数学に関する本もけっこう充じゆう実じつしてるんだね。……わあ、『リウビユの定理総論』、それに『エネルギー等分配則とデュロン・プティの法則』の原書もある……しかも初版……！」

　まるで子供のように声を弾ませる裕也を見ているだけで、心があたたかくなる。

　ここは屋敷の中にあるライブラリー。蔵書を傷いためないようにここには窓がないが、内装の特とく殊しゆさが狭せま苦くるしさを感じさせない。

　この部屋は三階層が吹ふき抜ぬけになっていて、全体が細長い筒つつのような形をしている。壁かべには天てん井じようまでびっしりと書棚が作られ、そこには先祖代々の蔵書の一部が抜ばつ粋すいされて並べられている。部屋の壁に沿って螺ら旋せんを描えがくようにして階段が続き、それを上りながら本を選んでいく。下から見上げるとまるでカタツムリの殻からの中にいるような気分になる。

　天井からは太い鎖くさりに繫つながれた金属製のシャンデリアが下がり、部屋の中を薄うす暗ぐらく照らしている。裕也のクラシカルな美び貌ぼうが光の中に浮うかび上がり、まるで一枚の絵のようだ。

「オレ、母さんが亡くなって大学を中退した時、数学とか統計学とかそういうこともう全部忘れて生きていかなきゃいけないと思った」

　裕也は本の背に視線を滑すべらせながら、独り言のような声で言う。

「そう思ったら本を見るのもつらくて、家にあった蔵書を全部売っちゃった。あとで、ものすごく後こう悔かいしたけど」

「ここにある本は、部屋に持って帰って自由に読んでくれてかまわない。もしもここにない本が読みたければ、車で十分ほどの場所にニューヨーク市立図書館がある。あそこの蔵書は膨ぼう大だいだし、きっとおまえが読みたい本が見つかると思う」

「本当に？」

　裕也は目を煌きらめかせて振ふり返り、私を真っ直すぐに見つめる。

「また本が読めるなんて、夢みたいだ。もうそんな優ゆう雅がな生活、あきらめていたから」

　さりげない言葉の中に彼のつらい生活が滲にじんでいて、私の心を痛ませる。

「わあ、これも懐なつかしいなぁ」

　裕也は本ほん棚だなに向き直り、さまざまな本を取り出しては丁てい寧ねいにページをめくっている。彼が選ぶ本は数学に関するものだけではなく、物理、化学、さらに哲てつ学がくにまで及およんでいて、彼の母親がどれほど素晴らしい教育を施ほどこしたかが伝わってくる。

「返す時には家令に渡わたしてくれれば、彼が元の場所に戻もどしてくれる。蔵書の整理は彼の仕事の一つでもあるし」

「本当に？　嬉うれしい。うわあ、こんな専門的な研究書が、こんなところにあるなんて！」

　裕也は言いながら、次々に本を選び、それを左手に危なっかしく抱だきかかえる。

「私が持っていてあげるよ。たくさん選ぶといい」

「ありがとう、兄さん。こんなにすごい蔵書に出会えるなんて夢みたい」

　裕也は私に本を渡し、にこりと微笑ほほえむ。その笑えみに、また胸が痛む。

　裕也はどこまでも真っ直ぐで美しい心を持ち、そして実は甘えたがりの寂さびしがり屋だ。彼のさりげない言葉や仕草の一つ一つが可愛すぎ、甘すぎて、私の胸は絶えず締しめ付けられる。

　私は彼と日本語で話し、「兄さん」と呼ばせていたが……そう呼ばれるたびに、微かすかな眩暈めまいを覚えていた。彼の声はとても甘く、そう呼ぶ時の彼の瞳ひとみはとても優やさしい。

　……私は、この麗うるわしい弟を一生守り続けなくてはいけない。

　彼は子供のように夢中で本を選び、新しい本を見つけては嬉しそうに微笑んだ。私は彼が抜き出した本を持ってやりながら、心に決める。

　……ああ、弟というのは、こんなにも愛いとおしい存在だったのか……。







　　　　浅井裕也







「これを、ユウヤの部屋に運んでおいてくれ」

　フェランが言って、フットマンが押しているワゴンに本を積み上げる。

　あまりに素す敵てきな蔵書に我を忘れたオレは、ものすごくたくさんの本を選んでしまった。崩くずれそうなほどの本の山を抱かかえたフェランは「気に入ってもらえて嬉しい。部屋に着くまでに山が崩れそうだけれど」と苦く笑しようした。そして本の山をとりあえず一階にあるデスクに置き、内線で家令とフットマンを呼んでくれたんだ。

「おお、これはすごいですな」

　家令は言って、積み上がった本を見る。オレは思わず赤くなりながら、

「たくさんすみません。ずっと読みたかった本ばかりだったので、興奮して、つい欲よく張ばってしまいました」

「いいえ、そうではなく」

　家令はオレに目を移し、なんだかやけに優しく微笑んでくれる。

「ここにある本をすべてチェックし、内容を把は握あくし、それによって分類をするのがグランディス家の家令の大切な役目。あなたがお選びになった本は……」

　彼は本の一冊一冊を見ながら、満足げにうなずく。

「これは、フェラン様のお祖父じい様に当たる方が、世界中から集めた本です。彼は有名な実業家というだけでなく優ゆう秀しゆうな数学の研究者としても知られていました。ノーベル賞をお取りになったパルマ大学のグレゴリオ教授とも、親交の深かった方なのです」

「……本当に？　すごい方なんですね……！」

　オレはドキドキしてしまいながら言う。家令はうなずいて、

「ええ。これはその中でも、とても希少な本ばかりです。ユウヤ様は本当にお目が高い」

　希少、という言葉に、オレはちょっと青くなる。

「あ……もしかして持ち出し禁止のものなら……っ」

「ライブラリーにある本は、グランディス家の人間が読むために集められたものだ。もちろん部屋でゆっくり読んでもらってかまわないんだよ」

　フェランが優しい声でオレの言葉を遮さえぎる。

　……グランディス家の人間……。

　その言葉に、オレの心臓の鼓動が速くなる。

　……オレみたいに平へい凡ぼんな人間が、本当にそんな高貴な血を引いているんだろうか？

　とても光栄なのと、少し怖こわいのと、そして……。

　オレは自分の心の底に沈しずんだ、小さいけれど重い、石のようなものを自覚する。

　……ああ、これはなんなんだろう？　兄さんに会えて、王子様みたいに素敵な人で、夢に見たことすらないような贅ぜい沢たくな場所にいる。なのに、この小さな石のせいで、どうしても素直に喜ぶことができないんだ……。

　その小石は鋭するどく尖とがっていて、何かあるたびにちくちくとオレの心を痛ませる。

　……もちろん、慣れない場所にいるという不安や、本当に血が繫がっているのかまだ解わからないという不安定さや、ニコラスさんから聞いたことも気になってる。だけどオレの心を痛ませているこの小石の正体は、それとは少し違ちがうような気がしていて……。

「これを、彼の部屋に運んでおいてくれないか？　私はまだ少し、ユウヤと話がある」

　フェランが家令に言い、考えに沈んでいたオレはやっと我に返る。

「かしこまりました」

　家令とフットマンが言い、ワゴンを押しながらライブラリーから出て行く。

「オレに……話？」

　オレが聞くと、フェランはうなずいて、

「そう。それに、このライブラリーには、秘密の場所がある。案内するよ」

　彼は言いながら、螺旋状になったライブラリーの最上階まで上る。書しよ架かの間の目立たない場所に小さなドアがあって、彼はそれをゆっくりと開く。その奥には、意い匠しようの美しい螺旋階段がさらに上に続いていた。彼に誘さそわれて階段を上ると、階上には小さな踊おどり場のような空間だけがあった。そこにあった小さなドアをフェランが開くと、そこは庭園のようにしつらえた屋上だった。そして……。

「わあ、すごい景色！」

　周囲を見み渡わたしたオレは、思わず声を上げてしまう。屋上からは、はるか遠くに広がるマンハッタンの夜景を一望できたんだ。

「おいで」

　フェランはオレの肩かたを抱だき、屋上の一角にしつらえられた東あずま屋やにオレを案内してくれる。四本の柱が尖った形の屋根を支え、中には籐とうでできたソファがあった。フェランはオレを座らせてから、サイドテーブルの下に設置された小さな冷蔵庫からペリエの瓶びんを二本取り出す。

　オレ達を照らしているのは、穏おだやかな月の光だけ。そして遠くにはミニチュアのように煌きらめくマンハッタン。なんだか……夢のように美しい場所だ。

「天気のいい休日には、よくここで読書をする。ゆっくりできる夜には、ここから夜景を眺ながめる。私のお気に入りの場所なんだ」

「ものすごく素敵な場所だね」

「気に入った？」

　彼は言いながらオレにペリエの片方を渡し、そしてオレのすぐ隣となりに座る。彼の体温が感じられそうなほどの、近い場所に。

　ふわ、と香かおった芳かんばしい彼のコロンに、鼓こ動どうが思わず速くなる。

「うん……すごく好きだよ」

　オレが答えると、彼は小さく笑って、

「よかった。気に入ってもらえて嬉しいよ」

　彼はオレの肩に手を回し、オレの髪かみを愛おしげに撫なでてくれる。

　兄弟だと解ってからも、彼はオレにこうしてごく自然に触ふれてくる。最初は、あったかい、とか、安心する、とか思っていたのに……なんだか今は、こうして触れられるのが、なぜか少し苦しい気がする。

　……もちろん、嫌いやなんじゃなくて……。

　オレは、思わず身を固くしてしまいながら思う。

　……彼といる時間が長くなるにつれ、抱だき合ったあのいけない夜を鮮せん明めいに思い出すようになってしまって……。

　オレは思いながらペリエの蓋ふたを開け、冷たいそれを一口飲んでなんとか落ち着こうとする。

　……ああ、忘れなきゃいけないのに。忘れなきゃ、彼と一いつ緒しよにいることはできないのに。

「おまえに会えて……本当によかった」

　オレの髪に触れながら、フェランが囁ささやく。

　胸の奥に、今まで感じたことのないような激しい気持ちが湧わき上がってくる。それは、燃え上がりそうに熱くて、蕩とろけそうに甘くて、でも胸が潰つぶれそうなほどに苦しい。

　……ああ……この感情は、いったいなんなんだろう？

「オレも……」

　オレの唇くちびるから、勝手に言葉が漏もれる。

「今は一人じゃない。あなたがいることがすごく嬉うれしい……あっ」

　言葉が終わらないうちに、フェランの腕うでがオレをしっかりと抱き締めた。

「おまえがそう言ってくれて、本当に嬉しいよ」

　耳元で囁いてくるのは、低くて聞き惚ほれてしまいそうなほどの美声。それは、抱き合ってしまったあの夜と同じくらいにセクシーに聞こえる。

　……いけない……！

　身体からだがじわりと熱を持つのを感じて、オレはとても焦あせる。

　……彼は兄さんなんだ。割り切って、忘れたはずなのに、こんな……。

「ダメだよ、兄さん。ペリエがこぼれちゃう」

　オレは必死で平静を装いながら、彼の身体から離はなれる。

「ええと……何か話があるって言ってなかった？」

　オレが言うと、少し呆ぼう然ぜんとしていたフェランが我に返ったように瞬まばたきをする。それから、

「ああ……そういえば、昨夜、父から電話があったんだ。おまえと話したいと言っていた」

　ふいに言われたその言葉に、オレは驚おどろいて彼を見つめる。

「お父さんが、お帰りになるの？　お仕事で出張中なんだよね？」

「父は、南アフリカにあるグランディス家の金鉱山に籠こもっている。まだしばらくはこちらに戻もどれないと思うのだが……インターネット越ごしになら話ができる」

「あなたのお父さん……ってことは、オレの父さんかもしれないんだよね……」

　オレは言い、一度も会ったことのない父親の存在を想像してみる。なんだか、ふわりとあったかい気持ちになれるみたい。

「そういえばオレ、今まで一度も、父親がいた経験がないんだ。なんだか不思議」

　フェランが驚いた顔をし、それからオレを真っ直すぐに見つめて言う。

「たった一人の家族だった母上を亡なくし、あのままでは父親の行方ゆくえもわからなかった。さぞ寂さびしかっただろう」

　なんだかとてもつらそうな声に、オレは笑って見せる。

「あの母さんが亡くなったなんて、未いまだに信じられない。だから、寂しいとかいう感覚はあんまりリアルじゃないんだ。それよりまずは生きなきゃいけなかったしね。それに……」

　オレはフェランの美しい青い瞳ひとみを見つめながら言う。

「今はあなたがいる。それに、今までいなかった、父さんができるかもしれない。これってすごいことじゃない？」

　オレの言葉が終わった瞬しゆん間かん、フェランの手がオレの身体を引き寄せた。彼の腕に抱き締しめられ、髪に頰ほおを寄せられて、また鼓動がどんどん速くなる。

「……ユウヤ。一人きりで寂しかっただろう？」

　フェランの声はとても苦しげだった。彼みたいなすべてを持っている人には、こんなのはきっと似つかわしくない。

「そんな声を出さないで。オレ、一人でも寂しくなかったし……」

「おまえを見つけられて、本当によかった」

　フェランのあたたかな呼吸で、オレの髪が揺ゆれる。

「父から弟を捜してくれと言われた時、どうしてそんなことをしなくてはいけないのだ、と思った。きっと財産目当てで名乗りを上げた強ごう欲よくな相手だろうと思った。だが……おまえはそんなことをする人間ではなかった。だから私は……」

　彼の囁きに、鼓動がますます速くなる。それだけじゃなくて脚あしの間まで熱くなりそうで……オレはなんだか泣きそうになる。

　……どうしよう？　オレの身体、なんだか本当におかしいよ……。




　　　　◆




　次の日の朝食の後。オレはフェランと一緒に彼の書しよ斎さいにいた。彼の父親で、もしかしたらオレの父さんかもしれない……イグナシオ・グランディスさんと話をするためだ。

「どうした？　緊きん張ちようしている？」

　フェランに聞かれて、オレは慌あわててうなずく。

「あ、うん。もちろん」

　オレは手を胸に当てて、深呼吸をする。

「考えてみたら、オレが今から挨あい拶さつをする彼はあのグランディス財ざい閥ばつの総そう帥すいなんだよね？　失礼なことをしてしまったらどうしよう？」

「緊張することはない。おおらかといえば聞こえがいいが……父はどちらかといえばかなり大おお雑ざつ把ぱな人間だ、礼れい儀ぎのことなど気にしないだろう」

　フェランは言いながらマウスを動かしてクリックをする。モニター画面に、豪ごう華かな部屋の様子が映し出される。ダークな色合いのマホガニー材が張られた床ゆか、プリミティブな意匠のタペストリーがかけられた漆しつ喰くいの壁かべ。繊せん細さいな木き彫ぼり細工が施ほどこされたマホガニー製の立派なソファセットが並んでいる。大きな窓からは濃こい緑の葉を茂しげらせる熱帯の木々と、その向こうに広がる空を見渡すことができる。

「……またか」

　フェランは言って、ため息をつく。

　カメラは、大きなライティングデスクに置かれたモニターに設置されているらしい、手前に微かすかに見えるデスクの上にデスクカレンダーがあり、そこに粘ねん着ちやくメモが貼はり付けられている。

「ここに何か書いてあるよ。ええと……『交こう渉しようが長引きそうだ。少し待っていてくれ』？」

「父のほうからの要望で、週に一度、ウェブカメラを通して話をする。だが父は多た忙ぼうなのでこうして待たされることがしばしばなんだ」

「なんだか、親子って感じだよね」

『遅おそくなってすまない！』

　いきなり聞こえてきた大きな声に、オレは慌ててモニターに目をやる。

　……あ……。

　そこに映っているのは、さすがフェランの血けつ縁えんと思えるほどのハンサムな男性だった。白しら髪が混まじりの髪と陽ひに灼やけた肌はだ。少しだけ年の離れた兄弟だと言われたら、そのまま信じてしまいそうなほど若い。

「紹しよう介かいしよう。これが父、イグナシオ・グランディスだ」

　フェランが言い、オレは彼に向かって頭を下げる。

「初めまして、浅井裕也です。お留守の間にお邪じや魔ましてしまって……」

「……君が、ユウヤか……」

　声に顔を上げたオレは驚いて言葉を失う。画面に映ったハンサムな男性が、いきなり顔をくしゃくしゃにして泣いていたからだ。

「ああ……なんて綺き麗れいな子なんだろう。キミコとそっくりだ……」

　彼はシャツの袖そでで涙なみだを拭ぬぐいながら、

「私のもとを去ったキミコが日本で子供を育てていたと聞いて、私はとても心配した。そして君を見つけることができて本当に嬉しかった。……ユウヤ……」

　彼はフェランそっくりの青い瞳でオレを真っ直ぐに見つめて言う。

「……今まで知らなくてすまなかった。そして、会えて嬉しいよ」

「あ……ありがとうございます」

　オレはなんだか自分まで泣きそうになりながら言う。

「オレも、お会いできて嬉しいです。いえ、まだ、検査をしない限り、本当の親子だと決まったわけではないと思いますが……」

「私は、君が自分の息子むすこだということを確信している。それに、それを確かめる手段があるんだ。ＤＮＡ検査などしなくても、証人がいる」

　彼は自信満々で言い、オレは驚いてしまう。

「証人……ですか？」

「現在の屋や敷しきの家令の父親……フローレスの祖父に当たる人だが……彼が、日本に去ったキミコとずっと連れん絡らくを取っていたようだという新しい情報が寄せられた。彼は日々のことをとても詳しよう細さいな日記にいつも記していた。その日記が見つかれば、きっとキミコのことも書き残してあるはずだ。君の父親が誰だれかということも含ふくめて、ね」

「母さんと……連絡を……？」

　オレは少し考え……それからあることを思い出す。

「そういえば、母さんはたまに長い国際電話をしていることがありました。いつも向こうからかけてきてくれて……オレも電話に出たことがあります」

　オレの言葉に、イグナシオさんは驚いた顔をする。

「どんな声だった？」

「高こう齢れいの男性で、とても優やさしい感じでした。すごく日本語が上手だったから、まさか外国の人だとは思いませんでした。言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいで、オレにも敬語を使ってくれて……」

　オレは当時の記き憶おくを呼び起こしてみて……。

「母さんに誰なのか聞いたら、『昔の恩人よ』って言ってて……そういえば、『セリノさん』って呼んでいました。てっきり名字かと……」

「先代の家令の名前は、セリノ・フローレスなんだ。君のお母さん……キミコと連絡を取っていたのは、やはり彼だったんだ。キミコとその息子を、そっと見守ってくれていたのか。セリノには本当に感謝しなくては……」

　イグナシオさんは感動したように言い、それから少しだけ寂しそうになって、

「キミコは、私に別れも告げずにある日突とつ然ぜん姿を消した。だから未だに、彼女が姿を消してしまったことが信じられないんだよ」

「母さんは、そんなふうに日本に来たんですか……」

　オレは初めて聞く母さんの過去に少し驚おどろきながら言う。イグナシオさんが、

「ユウヤ。私は今、グランディス家が所有する金鉱山にいるのだが……ここの屋敷にはセリノも長く滞たい在ざいしていたことがある。ほかの屋敷の書庫はすべて探したのだが、彼の日記は発見されなかった。だからここで、彼の日記を探そうと思っているんだ、書庫と宝物庫はかなり広いので苦労しているのだが……」

　……もし、その日記が見つかって、オレの父親がイグナシオさんではないと書いてあったとしたら……？

　オレは想像し……そしてなぜかとても寂さびしくなったことに気づく。

　もしも兄弟じゃなかったとしたら、オレはすぐに日本に戻もどされるだろう。そうしたらフェランとももう一生会えなくなる。

　……一人になるのが寂しいなんて。オレ、フェランに会ってから本当におかしいよ……。




　　　　◆




　……もしかしたら、オレはもうすぐ日本に帰らなきゃいけないのかもしれない。

　オレは図書館の書しよ架かの間を歩きながら、小さくため息をつく。

　ここはマンハッタン図書館。ライブラリーになかった新しい数学書を探したいと言って、オレはＳＰの二人と一いつ緒しよにここに来ている。本当は……フェランのことばかり考えてしまうあの屋敷から出て、少しだけ冷静になりたかったんだけど。

　……本当の父親かもしれないイグナシオさんと対面できたことは、本当に嬉うれしい出来事だった。でも……。

　オレがグランディス家の人間であることを証明するものがあると知って、オレの心はなぜかとても乱れている。

　……もしもセリノさんの日記が見つかれば、オレが本当にフェランの弟なのかどうかがはっきりする。今までみたいに中ちゆう途と半はん端ぱな関係は、もっと許されなくなる。

　……フェランは、まるで本当の弟にするように、オレに優しくしてくれる。もしもオレが赤の他人だったとしたら、フェランはどうするんだろう？

　そう思ったら、心が凍こおりつきそうになる。

　……これまでのすべてはなかったことにされ、オレは日本に帰されて、またあの一人ぼっちの日々に戻るんだろうか……？

　フェランには「寂しくない」なんて言ってしまったけれど、オレは誰かがそばにいるあたたかさをもう知ってしまった。フェランの優しさに慣れて、心がこんなに弱くなった。

　……一人は寂しい……。

　オレは心の底から思う。

　……フェランと一緒にいたい……。

　オレは、はっきりと自覚してしまっていた。オレの身体からだは、フェランのそばにいるとおかしくなる。まるであの夜みたいに、彼の熱が欲しくてたまらなくなる。

　……でも……。

　フェランの態度を見ていると、オレが弟であるときちんと割り切っていることが伝わってくる。彼はごく自然にオレに触ふれ、優しい言葉をかけて髪かみを撫なで……でも、少しも動どう揺ようせずにごく普ふ通つうにふるまっている。それはきっと、あの夜のことなんか忘れてしまった証しよう拠こ。

　……あの夜は好きだって言ってくれたけど……弟と割り切った相手に、また欲よく望ぼうを感じられるわけがない。一度兄弟になってしまったオレ達は、もうあの夜には戻れない。

　だから、もしも兄弟じゃなければ、大だい富ふ豪ごうのフェランと一いつ般ぱん庶しよ民みんのオレが一緒にいることなんか許されない。オレは彼のそばを離はなれるしかない。

　……解わかってるんだ。でも……。

　オレは泣きそうになりながら、思う。

　……オレはきっと、あの夜に戻りたいんだ。蕩とろけるほどロマンティックだった彼の告白に「はい」と答え、お伽とぎ噺ばなしの主人公みたいに、ずっとずっと彼と愛し合いながら生きていきたいんだ。

　それは、今はもう絶対に許されない夢。思っただけで、つらくて胸が張り裂さけそうになる。

　……そんなことを願ってしまうオレは、どうしようもなく身勝手な人間で……。

「失礼」

　後ろから声をかけられて、ボーッとしてしまっていたオレは慌あわてて振ふり返って道を空ける。

「すみません、邪じや魔までしたね」

　そこに立っていたのは、背の高い欧おう米べい人の男性が二人。シャツにセーター、チノパンというくつろいだ格好をしているけれど、大学生にしては年ねん齢れいが上だ。二人は素す早ばやく移動してオレを挟はさむようにして立ち、オレを見下ろしてくる。

「ハル・グランディスだな？」

　男の一人が言い、オレは驚いてしまう。一応図書カードは作ったから図書館のスタッフなら名前を知っていてもおかしくないかもしれないけど……カードは、セキュリティーのためにも日本語名『ユウヤ・アサイ』で作った。だからオレの別名を知っているのは……。

「おとなしくしろ」

　もう一人がポケットから出したものを見て、オレは思わず息を吞のむ。男の手には図書館にはまったく相応ふさわしくないコンバットナイフが握にぎられていたからだ。

「騒さわがなければ、傷つけたりはしない。だから私達と一緒に……」

　オレは最後まで聞かずにナイフを持った男に背を向けてスタートを切り、もう一人の男が伸のばしてきた手の下をギリギリで潜くぐり抜ぬけ、靴くつを鳴らしながら全速力で走る。

「待て！」

　男達が慌てて追いかけてくる足音がする。オレは振り返らずにひと気のない書架の間を縫ぬってジグザグに逃にげ、博物館みたいに広い図書館を走り抜ける。そのまま、一階に続く階段の踊おどり場に出て……。

「ホセ！　ミゲル！」

　叫さけびながら、階段を駆かけ下りる。いつもぴたりとそばについているＳＰ達だけど、オレの勉強の邪魔をしないようにと気を遣って、二階にある特別書架まではついて来なかった。だけどどこか近くにいるはずで……。

「ユウヤ様！」

「どうかなさいましたか？」

　階段の下の踊り場に、二人が姿を現す。そのまま駆け上ってくる二人を見て、追いかけてきた男達は踵きびすを返して逃げて行く。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「何かされましたか？」

　駆け上ってきた二人が、オレの身体を自分の身体の後ろにかばいながら言う。全速力で走っていたオレは息を切らしながら、

「怪あやしい二人に挟まれて、おとなしくしろってナイフを出された」

「どっちへ逃げましたか？」

　ミゲルが周囲を見回すけれど、ホセがかぶりを振って、

「今は、ユウヤ様の安全確保が先だ」

　言ってオレをかばって階段を下りて行く。

「図書館ではお静かに」

　鋭するどい声に見回すと、階段の下のカウンターに座っていた司書の女性が鋭い目でオレ達を睨にらみつけていた。

「……失礼しました」

　オレは小声で謝り、ＳＰの二人と共に図書館を出る。ホセが携けい帯たい電でん話わをかけると、近くに停とまっていたリムジンが滑すべるように近づいてくる。二人はオレを守るようにして周囲を警けい戒かいしながらリムジンに近づき、そのままオレを車内に押し込める。二人も続いて車内に入ってきて、

「ユウヤ様が襲おそわれました。すぐに屋や敷しきに戻ってください」

「本当ですか？」

　ミゲルの言葉に、運転手が驚いたように息を吞み、すぐに車を発車させる。

「足音は二人でしたね。どんな男達でしたか？」

　ホセに聞かれて、オレは、

「二人だった。一人は茶色の髪、一人はくすんだ金きん髪ぱつで、年齢は二十代後半から三十代。身長はオレよりも十センチくらい高かった。二人とも地味な感じで……茶ちや髪ぱつの方がごついコンバットナイフを持っていて……」

　オレは目に焼き付けた二人の特とく徴ちようを詳くわしく挙げていき、ホセはポケットから出したメモにそれを書き付ける。

「あと、オレに向かって、ハル・グランディスか？　って聞いたんだ。オレ、図書カードには日本語名を書いたから、その名前を知っている人はほとんどいないと思うんだけど……」

　オレの言葉に、ホセは難しい顔になる。ミゲルは携帯電話でいろいろなところに連れん絡らくを取っている。オレが言った言葉を繰くり返しているところを見ると、警察か、もしくはほかのＳＰに犯人を捜さがさせようとしてるんだろう。

　オレは少しだけ安心し……そして自分がどんなに怖こわかったかをふいに自覚する。

　平和な日本で生まれ育ったオレは、身近に犯罪が起きたこともないし、もちろん人を傷つけるための道具を突つきつけられたことなんか初めてだ。ナイフの冷たい煌きらめきを思い出し、背中に寒気が走る。ナイフが怖かったというよりも……自分に向けられた悪意が、とても怖い。

「……っ」

　オレは、思わず両手で自分の身体を抱だき締しめる。急に、水の中にいるみたいに息が吸えずに苦しくなってしまう。胃の辺りが冷たくなって唇くちびるが震ふるえる。

「深呼吸をしてください。できますか？」

　向かい側に座っているホセが、真しん剣けんな声で言う。

　オレはうなずいて必死で何度か深呼吸をし、そしてやっと落ち着いてくるのを感じる。

「……ありがとう。もう大丈夫」

　オレはため息混じりに言い、それから、

「ごめんね、二人とも。オレが離れたから……」

「いえ、私達のミスです。申し訳ありませんでした」

　ホセが沈ちん鬱うつな声で言って頭を下げ、ミゲルも苦しそうな顔で頭を下げる。

「申し訳ありませんでした。警察とグランディス家の人間が図書館の周辺で犯人を捜しています。必ず犯人を捕つかまえます」

「うん。でも……どうしてオレの名前と顔を知ってたんだろう？」

　オレの言葉に、二人は苦しげな顔になる。

「それに関しては調査中です。どこからか情報が漏もれたのか、それともそれだけの情報量を持つグループが裏にいるのか……」

　その言葉に、さらに血の気が引く。

「……日本にいる時には想像もできなかったんだけど……こんな世界もあるんだ……」

　思わず言うと、ミゲルがうなずく。

「私達のような人間が常にご一いつ緒しよするには、それだけの理由があるということです。グランディス家は世界的に知られた大富豪ですから」

「……ってことは、兄さんは、こんな生活をずっと……？」

　オレの言葉に、ホセがうなずく。

「生まれた時から、ずっとです。しかも、厳重な警戒にもかかわらず危険な目に遭あわれたことも何度か。高貴な方には、それだけのご苦労があるのでしょうね」

「……そうなんだ？　なんだか……」

　上着のポケットに入れていたオレの携帯電話がふいに振しん動どうして、オレは驚おどろいて飛び上がる。引き出して液えき晶しよう画面を見ると、そこにはフェランの名前があった。オレは慌てて電話に出る。

「もしもし」

『さっき、ミゲルから連絡をもらった。大丈夫か？　もうリムジンに乗っているね？』

　心配そうなフェランの声に、なんだかすごく申し訳なくなる。

「うん、今、リムジンの中。ごめんなさい。オレが二人のそばを離はなれてたから……」

『フェラン？　執しつ事じが、サンルームにコーヒーを用意しましょうかって……』

　ふいに聞こえてきた女性の声に、オレはものすごく驚いて言葉を切る。

　……今のは……誰だれ？

　呼び捨てにしたところを見ると会社の人のわけがない。それに声がとても若くて色っぽい。

『急用ができた。コーヒーはいらないと伝えてくれ』

　フェランは誰かに向かって言う。

　……フェラン、どこにいるの……？

　オレはさらにショックを受けながら、呆ぼう然ぜんと思う。

『状じよう況きようはまた後で。ともかくすぐに屋敷に戻もどりなさい。私もできるだけ早く帰る。いいね？』

　いつも穏おだやかなフェランの声が、今はすごく厳しい。オレは慌てて、

「う……うん、わかった」

『今夜にでも屋敷を発たち、パルマ公国に向かおう。おまえを襲った犯人が判明するまで、しばらくそちらで過ごすことを考えている。屋敷に戻ったら、出発の準備をしておいてくれ』

　その言葉にオレは驚いてしまうけれど……慌ててうなずく。

「わかった。オレのせいで、なんだか大変なことになってごめんなさい」

『ああ……怖がらないで。厳しい声を出して悪かった』

　フェランが言い、それからオレを落ち着かせようとするように優やさしい声で、

『いずれにせよ、おまえに故郷を見せたいと思っていた。私の仕事の都合で延ばしてしまっていただけだ。私もこの機会に休きゆう暇かを取るので、ゆっくり過ごそう』

「あ……うん……」

　オレは答えるけれど、心は乱れていて……。

『……ともかく、できるだけ早く戻る。後でまた』

「うん、わかった。後で」

　オレは電話を切り……それからものすごく気になっていることをつい口にしてしまう。

「フェラン、会社じゃないところにいたみたいなんだけど……」

「ああ、そうですね」

　ホセが時計を覗のぞき込み、

「フェラン様はドロテア様のお屋敷で会食の予定でした。今はちょうどそちらにいらっしゃる時間でしょう」

「ドロテア様？」

　オレは恐おそる恐る聞く。

「はい。ドロテア様は、フェラン様の従姉妹いとこに当たる方で……」

　その言葉に、オレはホッとため息をつく。

　……驚いた……親しん戚せきと会食だったのか。一いつ瞬しゆん、女性とデートの途と中ちゆうかと……。

「……昔からフェラン様の婚こん約やく者と言われてきた方です」

　ホセが続けた言葉に、オレは愕がく然ぜんとする。

　……婚約者……。

　全身から、血の気が引くような気がする。

　……フェランに、婚約者が……。

　その時、ホセとミゲルの携帯電話が同時に振動した。二人は液晶画面を見て、頰ほおを引き締める。ホセが、

「家令からメールが来ました。今夜の便でニューヨークを出発し、パルマ公国に向かうことが決定しました。出発は今夜二十一時……とのことです」

「わかった。屋敷に戻ったらすぐに荷物をまとめる。オレのせいで面めん倒どうなことになってごめん」

「いいえ、主人と共に世界中を移動するというのは、私達にとっては日常的なことですから」

　ホセが言い、ミゲルがうなずく。

「自分のせいで……などと、もう思わないでください」

「そう……だね」

　オレは、フェランの優しい声で言われた『ゆっくり過ごそう』という言葉を思い出す。それだけで、不安が消えていくのが解わかる。

　……ああ、オレ、精神的にも、肉体的にも、こんなにもフェランに頼たよってしまってる。

　オレは今さらながらに思い知る。

　……でも、フェランには婚約者がいる。もしもオレが彼の弟だとしたら、フェランと婚約者との交際を間近で見ることになる。そして、結けつ婚こん式には心からの祝福を送らなくちゃいけない。

　そう思っただけで、なぜか胸が張り裂さけそうになる。

　……ああ……どうしよう？　そんなこと、今のオレにはもう無理かもしれない……。







　　　　フェラン・グランディス







「もうすぐ、グランディス城が見えるはずだ」

　ニューヨークから自家用ジェットで五時間。私達は欧おう州しゆうの内陸部にあるパルマ公国に到とう着ちやくした。イタリアとフランスに接するこの国は農業が盛んな国だったが、今では美しい自然を売りにした高級リゾートとしても知られている。首都のパルマディスは中世の面おも影かげを残す美しい城下町だし、車で二十分も走ればウォータースポーツができるいくつもの湖や、スキー場やロッジのある山々に行くことができる。

　もともと鉱物資源が豊富だったこの国は、欧州でも指折りの富ふ豪ごう国で、欧州ビジネスの大きな拠きよ点てんともなっている。その中心にあるのが、我がグランディスグループなのだが。

「故郷の実家が、お城って……」

　リムジンの窓から外を見ていた裕也が、少し呆然とした声で言う。

「兄さんは、本当にすごいんだね。別世界の人って感じだ」

　誘ゆう拐かいされかけたことで沈しずんでいた裕也は、この国の空港に降り立ち、美しい景色を見てから少し元気になった。私は彼をもっと喜ばせたくて、窓の外を指差しながら観光案内をしている。

「もうすぐだ。……ほら、見えた」

「うわあ！」

　裕也が、驚いたような声を上げる。

「すっごく綺き麗れいなお城！」

「気に入ってもらえて嬉うれしいよ」

「うん。テレビで見たどんなお城よりも綺麗で……ゴホゴホッ」

　裕也が言いかけ、ふいに咳せき込む。そういえばここに来る途中の飛行機の中でもたまに咳せきをしていた。大だい丈じよう夫ぶかと聞いたら、空気が乾かん燥そうして咳が出ているだけ、と言っていたので安心していたのだが……。

　私は、それだけでなく裕也の頰が不自然に赤いことにふと気づく。

「ユウヤ。もしかして熱があるのでは？」

　私は手を伸のばして彼の額に触ふれ……。

「熱い。かなり熱がある」

　私は、自分のふがいなさに愕然としてしまいながら言う。

「城に着いたら、すぐに主治医に診みてもらわなくては。気づかなくて、本当にすまなかった」







　　　　浅井裕也







　いろいろなことでショックを受けたせいか、オレは情けなく熱を出して寝ね込んでしまった。フェランはオレのそばにつきっきりで、献けん身しん的に看病をしてくれた。

「かなり汗あせをかいたね。熱が少し下がったようでよかったが……」

　フェランはオレの前まえ髪がみをそっとかき上げ、額に手を当ててくれながら言う。熱が高い時には寒気がひどかったけれど、熱が下がるにつれてたくさん汗をかいた。自分の身体からだがベタベタしている気がして、彼に触れられるのが恥はずかしい。

「うん、汗をかいてちょっと気持ち悪いかも。本当はシャワーを浴びたいけど……」

「このままでは汗が冷えてよくない。だが、シャワーにはまだ早そうだな」

　フェランの後ろに立ったフローレスが、心配そうにオレを見下ろして言う。

「起き上がれますか？　身体を拭ふいて、パジャマを新しいものに替かえた方がいいのですが……」

「大丈夫。ちょっとクラクラするけど、もうだいぶよくなったんだ」

　オレは言って、ゆっくりと起き上がる。フェランの腕うでが、そっとオレの背中を支えてくれる。

「シーツも湿しめっているようですね。できればこれも替えた方が」

　フローレスの言葉に、フェランがうなずく。

「たしかに。……ユウヤ、私の部屋まで行ける？」

「うん。大丈夫だと思う」

「それならよかった。……フローレス、ユウヤは私の部屋に連れて行く。部屋にクリーニングを入れ、ベッドメイキングをしてくれ」

「かしこまりました。部屋の外にメイド達が待機していますので、すぐに」

「頼たのむ」

　フェランの腕がオレの身体の下に差し込まれ、身体がふわりと浮うき上がる。

「……あ……っ」

　オレは慌あわてて彼の首に腕を回し……それから慌てて身体を離はなす。

「歩けるってば。オレ、汗かいてるし、兄さんに風邪かぜがうつるといけないから……あっ」

　フェランの顔が近づいて、唇くちびるのすぐ脇わきにチュッと唇が触れてくる。

「人にうつすとよくなると聞いたことがある。私にうつしていい」

　唇が触れそうなほど近いところで囁ささやかれ、頰がじわりと熱くなる。

「兄さん……」

「しっかり腕を回して。大事なおまえを落としたら、一生後こう悔かいしそうだ」

　その言葉に、オレはさらに赤くなりながら彼の首に腕を回す。

「だから、そんなに甘やかしたらダメだってば……」

「いいんだよ、おまえは本当に可愛かわいいんだから」

「どうでもいいからさっさと隣となりの部屋に行ってください。そこは邪じや魔まですから」

　フローレスの声に、囁き合っていたオレとフェランは我に返る。ドアのところで待機していたメイドやフットマン達が、なぜか頰ほおを赤らめてこっちを見つめている。

「ああ、失礼」

　フェランはオレを抱だいたまま部屋を横切り、メイド達の脇を抜ぬけて廊ろう下かに出る。

「ドアをお開けしますね！」

　メイドの一人がフェランの部屋のドアを大きく開き、押さえてくれる。

「どうもありがとう。……ユウヤの身体を拭きたいのだが？」

　フェランの言葉に、待機していたフットマンの一人が反応する。

「はい、お持ちしております。こちらのお部屋にご準備いたしますね」

　ホーロー製のクラシカルな洗面器と大きな水差し、たくさんのタオルと新しいパジャマを持ったフットマンが、オレとフェランの後について部屋に入ってくる。

　フェランはオレを軽々と抱いたままで専用のリビングを歩き抜け、ベッドルームに入る。オレ達を追い越こしたフットマンがきちんと整えられていたベッドカバーと布ふ団とんをまくりあげる。

「後は私がやる。どうもありがとう」

　フェランは言ってオレの身体をベッドの上に下ろす。オレはベッドに座るけど……まだ熱が下がりきっていないみたいでちょっと眩暈めまいがする。

「ごめんね、兄さん。風邪なんか引いて」

　オレが言うと、フェランは驚おどろいたように、

「どうして謝るんだ？　図書館では怖こわい思いをしたし、突とつ然ぜんの慣れない生活で疲つかれも溜たまっていたのだろう。おまえは、悪いことなど一つもしていないよ」

「でも、忙いそがしい兄さんに風邪をうつしたら……」

「それ以上言うと、またキスをされるよ？」

　フェランは言いながら水差しを手にとって傾かたむけ、湯気の立つお湯を洗面器に満たす。指先を入れてお湯の温度を確かめ、ハンドタオルをそれで濡ぬらして絞しぼる。

「パジャマのボタンを外して」

　言われて、オレは思わず赤くなる。前にも一度見られてはいるけれど……自分の情けない身体を見られるのにはやっぱり抵てい抗こうがある。

「いや、大丈夫。自分で拭けるから……」

「背中は拭けないだろう？」

　フェランは言い、ベッドに座ったオレの背後に腰こしかける。オレがボタンを外すと、フェランはパジャマを脱ぬがせ、少し熱めのタオルで首の後ろと肩かた、そして背中から腰にかけてを手早く拭いてくれる。汗でベタベタしていた肌はだがすっと清せい浄じようになるみたいですごく気持ちがいい。

「……あ……さっぱりする」

「それならよかった」

　フェランは言い、乾かわいたタオルをオレの肩に羽織らせてくれる。それから立ち上がり、ハンドタオルをお湯で洗って絞ってから、オレの前に回って来て座る。

「顎あごを上げて」

　言われたとおりにすると、熱いタオルが首から鎖さ骨こつまでを拭き下ろす。そのままタオルは胸むな元もとに滑すべってオレの乳ち首くびの上をそっと滑る。

　……あ……っ！

　いつの間にか尖とがってしまっていた乳首が刺し激げきされ、鼓こ動どうがドクンと高鳴った。

　……あぁ……っ。

　思わずフェランを見ると、彼はまったく平静な顔でもう片方の胸にタオルを滑らせている。

　……んん……っ。

　乳首の上をタオルで円を描えがくように擦こすられて、そこから蕩とろけそうな快感が湧わき上がる。

　……ダメ……こんなことをされたら……！

　オレの乳首は硬かたく立ち上がり、まるで愛あい撫ぶを待つかのように尖ってしまっている。タオルのざらざらした感かん触しよくをリアルに感じて、オレは必死で唇を嚙かみ、声を上げるのをこらえる。

　……ダメだ……思い出したら……！

　思うのに、オレは熱く愛撫をしあったあの夜を鮮せん明めいに思い出してしまう。

　ベッドに抱いていった後、フェランはオレの両方の乳首を唇と舌で愛撫した。高貴なルックスに似合わない獰どう猛もうで強ごう引いんな愛撫に、オレは喘あえぎ、脚あしの間の中心を屹きつ立りつさせた。

　フェランの持ったタオルが、オレの鳩尾みぞおちからお臍へその間を往復している。彼があの夜、舌で丹たん念ねんに愛撫してくれた場所だ。

『なんて感じやすいんだろう？　本当に可愛い』

　彼の甘い言葉が、耳の奥に蘇よみがえる。

『もっと苛いじめてもいい？』

　イジワルでセクシーな声を思い出しただけで、屹立がびくりと震ふるえる。

　……ああ、もう、オレ……。　>>>♥

　パジャマのズボンははいたままだけど、上うわ衣ぎを脱がされてしまっている。だから、こんなふうに脚の間を硬くしていたらすぐにバレてしまう。

　彼の手がさらに下に滑りそうになり、オレは慌てて、

「ま、待って……っ」

　タオルを持ったフェランの手を、思わず強く握にぎり締しめる。

「あとは、自分でできるから……っ」

「え？」

　驚いたように顔を上げるフェランの手から、タオルを取る。

「もう大だい丈じよう夫ぶだし、子供じゃないから……っ」

　オレが言うとフェランはどこか複雑な顔をし、それから言う。

「すまない、ユウヤ。おまえが可愛すぎて、つい子供扱あつかいしてしまうんだ」

　どこか寂さみしげな声に、オレの胸がギュッと痛む。

「……ごめん、兄さん。後は大丈夫」

　言うとフェランはうなずき、

「何かあったらすぐに執しつ事じを呼びなさい。……おやすみ」

「うん、おやすみなさい」

　オレが言うと、彼はチラリと笑えみを浮かべ、それから部屋を出て行く。

　……ああ……せっかく看病してくれた人に、あんなことを言ってしまうなんて。

　オレは自己嫌けん悪おを感じる。……でも……。

　ため息をついて、フェランから受け取ったタオルで身体からだを拭ふいていく。それだけで風邪の余よ韻いんが消えていくようで、本当にさっぱりする。

　……なのに、オレ……。

　自分の身体を見下ろして、オレはなんだか泣きそうになる。

　オレの屹立はしっかりと硬さを持って勃ち上がり、下着の下で何かを待ちわびるように震えている。フェランと抱だき合ったあの夜のことが脳のう裏りをよぎって、胸がズキリと痛み、身体に小さざ波なみのような震えが走る。

　……バカみたいだ……。

　目の奥がズキリと痛んで、視界がフワリと曇くもる。頰を熱い涙なみだが滑り落ちる。

　見知らぬ土地で体力が落ちている不安と、フェランにあんな態度を取ったことに対する自己嫌悪と、そしてなんだか解わからない苦しい気持ちが、オレの胸を激しく痛ませる。バカみたいだと思うのに、なぜか涙が止まらない。

　……ああ、オレ、苦しすぎて、もうダメになりそう……。




　　　　◆




「……ユウヤ」

　フェランの甘い声が、オレの耳元で囁ささやく。

「……兄さん……」

　オレは夢うつつで囁き返し……それから彼がオレを抱き締めていることに気づく。

「……え……っ？」

「抑おさえようと思った。だが、もう我が慢まんできないんだ」

　切羽つまった熱い囁き、熱を帯びた視線。

「おまえを愛している」

「……本当に……？」

　彼の言葉が、眩暈がするほど嬉うれしい。でも、それと同じくらいに激しい罪悪感が、心の中に湧き上がってくる。

「兄さん……ダメ……」

　オレはのしかかるフェランの身体を必死で押し戻もどそうとする。

「……オレ達、兄弟なんだよ……」

「愛している。おまえが弟でも、もう止められないんだ」

　苦しげな声。見下ろしてくる美しい青い瞳ひとみの中には激しい苦く悩のう。

「おまえは？　私を愛してくれている？」

　真っ直すぐに見つめられるだけで、身体の奥から蕩けそうになる。

　……ダメだ……でも……。

「……兄さん……オレ……」

　フェランの顔が下りてきて、オレの唇くちびるにそっとキスをする。

「……ん……」

　見た目よりも柔やわらかな、彼の唇の感触。弟と解ってからは額や頰ほおにしかしてもらえなかったのに、今は……。

「……んん……っ」

　……オレ、こんなふうに唇にキスされることを、本当はずっとずっと待ってた……。

　そのことに気づいて、オレは愕がく然ぜんとする。

　……ああ、オレ、フェランのこと……こんなに……。

　オレの目め尻じりから、涙が溢あふれた。

　……オレ達、兄弟かもしれないのに。だからこんな感情、許されるわけがないのに……。

「……フェラン……オレ……」

　オレは彼の名前を呼び、そして……。

「大丈夫か、ユウヤ」

　ふいにすぐ近くで聞こえた声に、オレはハッと目を開く。すぐそばにフェランの顔があってさっきの続きかと思うけど……。

「うなされていた。苦しいのか？」

　とても心配そうに言われて、自分が夢を見ていたのだとやっと理解する。しかも……。

「……ううん……そうじゃなくて……」

　オレは、身体の違い和わ感かんに気づいて愕然とする。

　……オレ……勃ぼつ起きしてる……。

　オレの中心はしっかりと勃たち上がり、下着とパジャマをきつく押し上げていた。

　……兄さんとキスをする夢を見て勃起するなんて……オレ、最低だ……。

「大丈夫？　まだ苦しいのか？」

「……そうじゃないんだ、オレ……」

　オレは動どう揺ようを抑えようとして、深呼吸をする。

「……ちょっと、夢を見てて……」

「怖こわい夢だったのか？　可か哀わい想そうに。また熱が上がったんじゃないのか？」

　フェランは言って、オレの額に手を触ふれ……。

「……あ……っ」

　彼の指先がほんの少し触れただけで、硬くなった屹立がどくんと甘く疼うずいた。オレの手が反射的に動き……気づいたら、オレは彼の手を乱暴に振ふり払はらっていた。

　フェランはとても驚おどろいた顔でオレを見つめて、そのままの格好で動きを止めている。

「ごめんなさい。オレ、また汗あせかいてるから……」

　オレは言いながら起き上がり、そして閉められた鎧よろい戸どの間から光が差し込んでいることに気づく。フェランを見ると、昨夜の普ふ段だん着ぎではなくきっちりとしたスーツ姿だ。慌あわててベッドサイドの時計に目をやると、もう七時半。あと十分でフェランはでかけなくてはいけない。きっと会社に行く前にオレの様子を見に来てくれただけなんだろう。

「オレのことはもう心配しないで。早く会社に行って」

「本当に大丈夫なのか？」

「うん、熱もすっかり下がったし、もう大丈夫。だから……」

　フェランはまだ心配そうな顔で、立ち上がる。

「わかった。できるだけ早く帰る。今日は看病のためにフローレスを置いていくことにする。何かあったら遠えん慮りよしないで内線ですぐに彼を呼ぶんだよ」

「うん。解った。行ってらっしゃい、気をつけて」

　オレが言うと、フェランは微かすかな笑みを浮うかべる。優やさしい視線、ふわりと漂ただよう芳かんばしい彼の香かおりに胸が激しく痛む。

「早く元気になってくれ。……行って来るよ」

　フェランは言って、踵きびすを返す。ベッドルームを出て行く彼の後ろ姿を見送ってから、オレはベッドを下りる。

　……もうダメだ。オレ……。

　オレは裸足はだしのままで部屋を横切って、バスルームへの扉とびらを開く。脱だつ衣い室で汗ばんだパジャマと下着を脱ぬぎ捨て……鏡に映った自分の身体を見る。

　……オレはフェランの弟なのに。なのに、こんな……。

　あの夢で硬かたくなっていた屹きつ立りつは、ほんの少し額に触れられただけでさらに硬さを増していた。パジャマの下ではちきれそうになった屹立を感じるだけで、自己嫌悪で死にそうになった。

　……彼は優しい兄として、オレのことを純じゆん粋すいに心配してくれていた。なのにオレは、こんなふうに、彼に発情してしまって……。

　昨夜は熱があったから、硬くなった屹立はなんとか治まった。でも……。

　オレは涙をこらえながらバスルームへの曇りガラスのドアを開く。熱めのシャワーを出し、その雨の下に入る。

『……ユウヤ……』

　東京のあの部屋で、フェランに愛あい撫ぶされた時のことが、鮮あざやかに蘇よみがえる。彼の手の記き憶おくを辿たどって、オレの手が勝手に肌はだの上を滑すべる。

「……ん……っ」

『発情してるのか？　ここが、こんなに硬くなっている』

　彼の声が聞こえたみたいで、オレはもう我慢できなくなる。右手で屹立をそっと握にぎり締しめ、ゆっくりと動かしてみる。

「……んん……っ」

　ほんの少しの愛撫だけで、屹立がビクンと跳はね、いきなりイキそうになる。

『乳ち首くびが、そんなに感じる？』

　彼の指を思い出しながら左手を上げ、右の乳首に触れてみる。プクリと膨ふくらんでしまっていた乳首はとても感じやすくなっていて、指先が擦こすれただけで蕩とろけそうになる。

「……ああ……っ」

『……ユウヤ……』

　彼の手の動きを思い出しながら、乳首と屹立を自分で愛撫する。全身に快感が走り、それだけで、もうほかには何も考えられなくなる。

「……フェラン……」

　オレは目を閉じて、フェランの手の感かん触しよくと甘い囁きを思い出す。

「……フェラン……」

　あたたかい雨の中で、彼に愛撫されていると想像する。それだけで、身体からだが蕩けそうだ。

「……オレ……あなたのこと……」

　彼の手がオレの屹立を速い速度で扱しごき上げる。乳首をキュッと揉もみ込まれて、背中が思わず反り返る。

『愛してしまったんだ、ユウヤ』

　フェランの囁ささやきが、耳元に響ひびく。オレは激しい快感に身体を震ふるわせ……。

「んんーっ！」

　オレの先せん端たんから、ドクンドクン！　と激しく蜜みつが迸ほとばしる。

「……フェラン……愛してるんだ……」

　オレはタイルに背中を預け、思わず泣いてしまいながら囁く。

「……兄としてじゃなく、一人の男性として……」

　オレの本気の告白が、シャワーの水音の中に虚むなしく消える。

　……ああ、絶対に愛してはいけない人なのに。







　　　　フェラン・グランディス







　……怯おびえたような裕也の目が忘れられない。

　自分のオフィス、窓の外を見ながら、呆ぼう然ぜんと考えている。

　摩ま天てん楼ろうの上を暗い雲が覆おおい、霧きりのような雨が降りしきる。まだ昼過ぎだというのに広がる景色は暗く、私の今の気分と同じように憂ゆう鬱うつだ。

　……私は、裕也に嫌きらわれてしまったのだろうか？

　そう思うだけで、足元から世界が崩くずれ落ちていきそうな気分になる。

　……ああ……いつの間にか、裕也は私の中でこんなに大きな存在になっていたんだ……。

　私はオフィスを横切って歩き、マホガニー製の飾かざり棚だなを開く。ブルーのマイセンのボトルを取り出し、バカラのウイスキーグラスにそれを注ぐ。

　もちろん普ふ段だんは終業後の来客時にしかアルコールは飲まないが……今日は、こうでもしないとおかしくなりそうだ。

　裕也が熱を出したのは三日前。あの時はあまりに心配で、私は我を忘れていた。彼を自室のベッドに運び、パジャマをはだけさせて身体を拭ふいた。そこまでは絶対に弟を心配する兄の心理だけだった。だが……。

　羞しゆう恥ちと熱に頰ほおをバラ色に染め、恥はずかしそうに裕也が私の手を握り締めてきた。細い指で触ふれられた瞬しゆん間かん、私は素すの自分にいきなり戻もどってしまった。

『……ごめん、兄さん。後は大だい丈じよう夫ぶ』

　そう言った裕也の声は、動どう揺ようしたように震えていた。そして私は、あることに気づいた。

　裕也は必死で隠かくそうとしていたようだが……彼の脚あしの不自然な動きに思わず視線を落とした。すぐに目をそらしたので、裕也は見られたことには気づいていないと思うが……私の目には、その瞬間に見た光景が写真のように焼きついてしまった。彼のパジャマのズボンを、下から何かがきつく押し上げていた。裕也は……勃ぼつ起きしていた。

　……忘れろ……。

　庭を歩きながら自分に言い聞かせ、ブランデーを飲む。

　……どんなに愛いとしくても、裕也は弟なんだ……。

　だが……心はさらに乱れるばかりだ。

　まるでビスクドールのように麗うるわしくても、裕也は生身の人間で、しかもまだ二十歳はたちだ。何日かマスターベーションができなかっただけで若い欲よく望ぼうは暴走し、ほんの少しの刺し激げきですぐに勃起してしまうはずだ。私がそばにいたからではなく、単なる生理現象として。

　……裕也は、私をただの兄としか思っていない。その証しよう拠こに、今すぐに部屋から出て行ってくれという意思表示をしたじゃないか。

　耳の奥に、裕也の甘いため息がふいに蘇る。東京で過ごしたあの一夜は、今の私にとっては遠いお伽とぎ噺ばなしのようなもの。現実だと思ってはいけない、禁断の記憶だ。

　……忘れなくてはいけない。なのに……。

　裕也を可愛かわいい弟だと思い込もうと必死で努力をし、それか成功したかに思われた。裕也の前では、絶対に不自然な態度を取らないようにできているはず。だが、ふとした瞬間にあの夜の記憶が蘇り、私をこうして苦しめる。

　私の手を振ふり払はらったあの日から、裕也は私のことを露ろ骨こつに避さけ始めた。

　もちろん話しかければ返答はするのだが……あの美しい青い瞳ひとみは、もう私を真っ直すぐに見つめない。明るい太陽のようだった彼の表情は、今はどこか虚うつろだ。

　母を亡なくした悲しみと孤こ独どく、さらに私という会ったこともない男がいきなり現れ、外国に連れてこられたこと……そのすべてが彼を不安にさせているのかもしれない。

　……衝しよう動どうに任せて彼を無理やりに連れてきたのは、間ま違ちがいだったのだろうか？

　一目で心を奪うばわれた彼が弟だったと聞いて、私はもう、いても立ってもいられなくなった。彼をさらうようにして飛行機に乗せ、そしてニューヨークの屋や敷しきに連れてきた。落ち着いて考えれば、彼がもとの大学に復学し、不自由のない暮らしができるための資金を提供するのが普ふ通つうだ。彼には友人がいて、勉強するべき場所があり、住み慣れた東京という街がある。セキュリティーのため、と自分に言い訳をしてきたが、それならＳＰを何人か残らせ、危険がないかの調査をすればよかった。彼らはその道のプロだからだ。なのに……。

　……私を動かしていた、あの激しい衝動はなんなのだろう……？

　私は手を上げ、手の甲こうにうっすらと残る一筋の傷きず跡あとを見つめる。ほとんど消えかけたそれは、裕也と出会ったあのカフェの裏道でついたもの。

　裕也がオーナーに襲おそわれかけたことは今でもはらわたが煮にえくり返りそうなほどの怒いかりを感じるが……あんなふうにぶつかったのは、きっと運命だった。

　走っていた私の視界を、ふいに覆ったバラの花束。棘とげを避けようとした手の甲に走った、チクリとした痛み。舞まい散る真しん紅くのバラの花びらの向こうから現れたのは、カフェで見とれていた、あの麗しい青年だった。

　煌きらめく涙なみだを宿した長い睫まつ毛げと黒い瞳。羞恥に染まる象ぞう牙げ色の肌はだ。形のいい唇くちびるが、驚おどろいたように開かれていた。貴族的な端たん麗れいな美び貌ぼうと、少年のような無防備な表情のアンバランスさが、私の胸を打ち、かき乱した。そして……。

　……やはり……知らなかったとはいえ、あんなことをしてしまった私を、彼は許していないのだろうか……？

　彼の部屋のバスルーム。もうもうとした湯気の中に響く速い呼吸と、必死に押し殺した彼の甘い声。私の愛あい撫ぶに感じて若い鮎あゆのように背中をしならせ、睫毛に涙を浮うかべながら達した裕也は、とてつもなく美しかった。

　バスタブの中で押し付けられた、彼の滑なめらかな肌の感かん触しよく。助けを求めるかのような切れ切れの喘あえぎ。そして濡ぬれた唇同士が重なる数え切れないほどのキス。

　そのすべてが私の心と身体からだに鮮あざやかに染しみ付き、私を苦しめる。

　……私にとってはとても甘い記き憶おく。しかし、彼にとっては……？

　あの夜の彼は、とても発情していたにもかかわらず、触れられるだけでどこか怯えたような顔をした。しかしほんの少しの愛撫でたまらなげに喘ぎ、何度も何度も精を放った。彼がああいう行こう為いに不慣れで、無む垢くな身体をしていたことは確か。きっと、男に触れられることなど生まれて初めてだっただろう。

　……彼は「愛している」と言ってくれた、だが、その相手が、兄だったと解わかったら……？

　彼は、「忘れましょう」と健けな気げに言ってくれた。愛おしい気持ちがどうしても抑おさえ切れずにすぐに触れたり抱だき締しめたりする私のことも、許してくれていた。だが……。

　……兄だと思おうとしていた私が、再び不ふ埒らちな衝動を抱いだいていることに、気づいてしまったとしたら……？

　私は、全身から血の気が引くような感覚を味わいながら思う。

　……それはきっと、彼にとってはとても不快なことで……？

　強く振り払われた手、苦しげな表情で見上げてくる瞳。あれはきっと、あなたのことは兄だとしか思っていない、という彼なりの感情表現だったのだろう。

　私は立ち上がって窓に歩み寄り、さらに強くなった雨を見つめながら、拳こぶしを握にぎり締める。

　……愛おしい。彼がいればほかに何もいらない。だがこの気持ちを完全に抑えつけ、隠し通すことができなくては、彼と一いつ緒しよにいることはできない。

　私の胸が、潰つぶれそうに痛む。

　……だが、彼を見ているだけで眩暈めまいがする。一度だけ見てしまったあの色っぽい姿が、まるで甘い毒のように私を内側から苦しめる。

　高熱に苦しむ裕也を見て、私は彼がふいに消えてしまうのではないかと心から怯えた。そして自分の命と引き換かえにしてでも、彼を救いたいと心から思った。

　そして、私ははっきりと悟さとった。

　……私は、裕也を愛している。弟としてではなく、一人の男性として。







　　　　浅井裕也







「今夜、急な客が来ることになったんだ」

　ディナーの席で、フェランがオレに言う。

　熱が下がって食しよく欲よくも出てきたオレは、家族用のダイニングルームにいた。シェフが気を遣ってくれて、栄養たっぷりの野菜のリゾットや鶏のささ身を使ったさっぱりしたメニューを出してくれた。とても美味おいしいだろうけど……いろいろなことが気になって味がさっぱり解らない。

　彼を思いながらマスターベーションをしてしまった罪悪感から、オレはずっと彼と目を合わせられないでいた。本当は心配してくれた彼に失礼な態度を取ったことを謝って、仲直りをしたいのに……どうしてもうまくいかない。

「……お客、さん……？」

　ディナーの後でなんとか話ができないかと思っていたオレは、彼の言葉に少し落らく胆たんする。もちろん正直には話せないけど……彼がオレを気き遣づかって遠えん慮りよしてくれているのが解って、なんだかたまらない気分になっていた。

　以前のフェランは「ただいま」と言って抱き締め、ことあるごとに髪かみを撫なでたり肩かたを抱き寄せてエスコートをしてくれていた。なのに、フェランはもうオレに指一本触れない。

　……どうしよう、それだけで、寂さびしくて死んでしまいそうだ……。

「お客といっても堅かた苦くるしい相手ではない。父の弟……私の叔父おじに当たる人で、名前はガルシア・グランディス」

　フェランは言って、ため息をつく。

「ニューヨークにいたはずの私が見知らぬ青年を連れて帰ってきた。それが父の隠かくし子ではないかという噂うわさが広まっている。大おお叔母おばを始めとする親類達が騒さわぎ始めているようなので……叔父はそのことで話に来るのだろう」

「……あ……」

　オレはフェランの弟になることばかり考えていたけれど、フェランの弟ということは、大だい富ふ豪ごうのグランディス家の一員でもあるということだ。母さんとイグナシオさんは正式に籍せきは入れていなかったみたいだけど……この国に来てしまった以上、オレは関係ありません、というわけにはいかないはずだ。

「叔父はグランディス家で二番目の権力を持つ人間で、親しん戚せきの中では唯ゆい一いつの味方ともいえる人だ。この城には頻ひん繁ぱんに出入りしていた人なので、おまえの母上のことも知っているかもしれない。私は話をしてみるが……病やみ上がりでつらければ、会うのはまたの機会にしても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「オレ、もう大丈夫」

　オレは、唯一の味方、そして母さんのことを知っているかもしれないその人に興味を覚えながら言う。

「もしも迷めい惑わくでなければ、会ってみたい」

「わかった。……おまえが元気になってきて嬉うれしいよ」

　フェランは微笑ほほえみながら手を伸のばし……だけどオレの髪に触ふれる寸前で動きを止める。

「……ああ……悪かったな。つい癖くせで」

　言って少し寂しそうな笑えみを浮かべて手を下ろす。

「おまえが可愛かわいくて、つい子供扱あつかいしてしまっていた。これからは気をつけよう」

　オレの心に、不思議なほどの寂しさが広がってくる。

　……ああ、オレがこんなふうに不自然な感情を持ってさえいなければ、フェランと今までみたいにできるのに……。

　でも、オレの胸にはどうしても消せない感情が燃えていて、オレはそれに気づいてしまった。

　……もう、今までみたいに過ごすのは、きっと無理なんだ……。




　　　　◆




「初めまして、私はガルシア・グランディス。君の叔父に当たる人間だよ」

　グランディス城の、博物館みたいに広いエントランスホール。出で迎むかえたオレに、ガルシアさんは優やさしく微笑んで握あく手しゆを求めてきた。

「初めまして、ユウヤ・アサイと言います。お会いできて光栄です」

　彼はオレの手を力強く握り、よろしく、と言ってくれる。

　ガルシアさんの顔立ちは、兄弟だけあってイグナシオさんによく似ていた。彫ほりが深く、どこか野性的なハンサム。陽ひに灼やけた頰ほおと逞たくましく鍛きたえた身体が、とても若々しい。

「君が、キミコの息子むすこさんか。たしかによく似ている。とても綺き麗れいな子だ」

　彼はオレを見つめて言い、それから、

「噂で、おおまかなことは聞いた。この城を出て行った時、キミコが兄さんの子を妊にん娠しんしていて、日本で子供を産んでいたなんてね……」

　彼はオレを見つめ、気の毒そうな顔で言ってくれる。

「もしそれを知っていたら、私も協力して、もっと早くに君を見つけることができていたかもしれないのに。一人で苦労をさせてしまって申し訳ないことをした」

「いいえ、そんなこと……」

「何か不自由なことがあったら、すぐに私に言ってくれていいよ。兄さんはいつも世界中を飛びまわっているから、なかなかつかまらない。フェランも忙いそがしい身だしね」

　優しい笑みに、心があたたかくなる。

「どうもありがとうございます」

「ところで、フェラン」

　ガルシアさんはフェランの方を向いて、

「おまえが東洋系の美青年を連れて戻もどって来たというニュースは、グランディス家の人間全員にまで伝わっている」

　彼は小さくため息をついて、

「親戚の人間のほとんどが、その青年がおまえの腹はら違ちがいの弟だということを信じていない。だから私は、今後のことが少し心配になって来たんだ。なにせ、我が一族は曲くせ者もの揃ぞろいだからね。あの叔母様など、噂を聞いた時点ですでにカンカンだ」

　その言葉に、オレは血の気が引くのを感じる。

　……オレは、家族ができたことを単純に喜んでいた。でもやっぱり、グランディス家の人達は複雑だろう。見ず知らずの人間が、いきなり「一族の一員です」みたいな顔をしてフェランに付きまとっていたら……。

　オレは思い、それからフェランに婚こん約やく者がいることをまた思い出す。

　……フェランはあれから、彼女と会っている気配がない。もしも婚約者だとしたら、オレみたいなやつがフェランに付きまとっていることで、きっと複雑な気分になっているだろう。

　フェランは小さくため息をついて、

「申し訳ありません、ガルシア叔父さん。ユウヤが本当に私の弟かどうかは、父がまだ調査中です。それがはっきりしてから、きちんとお伝えしようと思っていました」

「そうだな。それがいいかもしれない。それまでは、なんとか叔母様達を抑おさえておくよ」

　ガルシアさんは言い、それからオレに視線を向けて、

「そういえばユウヤ、パルマ公国の観光はもう済んでいるかな？」

「いいえ、ここに来た途と端たんに風邪かぜを引いてしまって……まだどこも見ていないんです」

「せっかく来たのだから、観光をしなくてはもったいないよ。フェランは本社に戻ったばかりでなかなか時間が自由にならないだろう。よかったら私が案内するよ」

「どうもありがとうございます。でも……」

　親切に言ってもらって嬉しかったけれど、オレは思わず口ごもってしまう。ニューヨークで襲おそわれた時のことがたまに蘇よみがえり、外に出るのがなんだか怖こわくて……。

「まだ、あまり外に出たくはなくて……」

「ああ、まだ体調が悪いのかな？　それならよくなってから……」

「え、ええと……そうではなくて……」

「叔父さんには、お話ししておいたほうがいいかもしれません」

　なんて言おう、と迷っていたオレは、フェランが言葉を挟はさんでくれたことにホッとする。

「なんだ？　私は何か悪いことを言ってしまったかな？　それとも馴なれ馴れしかった？」

　フェランの真しん剣けんな顔に、ガルシアさんが驚おどろいたように聞いてくる。

「そうではなく……ユウヤは、ニューヨークで誘ゆう拐かいされそうになったのです。ナイフを突つきつけられましたがすぐに逃にげて、幸いにも無事だったのですが」

「なんだと？」

　ガルシアさんは愕がく然ぜんとした顔で声を上げ、その顔に怒いかりを浮うかべる。

「犯人の目星はついているのか？　こんなに可愛いユウヤにそんなひどいことをするなんて、絶対に許さない！　私はアメリカの司法関係者にも顔が利きく。何かあったらすぐに言うんだよ」

　彼の言葉に、すごく頼たのもしい味方ができた、とオレは少しホッとする。

「犯人はまだ調査中で、捕つかまっていません」

「そうか……」

　ガルシアさんは憂うれわしげなため息をつき、それから、

「ユウヤ、無理に誘さそったりして悪かった。それではまだ、外に出るのが怖いだろう」

「すみません。少しだけ」

「だが、それでは退たい屈くつしないかな？　ああ……」

　彼は急に表情を明るくして、

「それなら、私の屋や敷しきに来ないか？　ここから車で一時間ほどの場所で、湖の畔ほとりにあるんだ。とても景色がいいし、ボートにも乗れる。湖の周辺は私有地なので怪あやしい人間は入ることができないんだ」

　彼の言葉に、オレは救われた気分になる。フェランへの許されない気持ちに気づいてしまった今、フェランと二人きりになる時間をなるべく減らしたかった。だって……いつ気持ちが溢あふれてしまうか解わからないくらい、オレは切せつ羽ぱ詰つまった状態で……。

「すごく、興味があります。楽しそう」

「それなら、時間ができたらぜひ。……そうそう、週末に私の友人が集まる気軽なガーデンパーティーがあるんだ。もちろん身元のしっかりしたゲスト達ばかりだし、セキュリティーは完かん璧ぺきだと思う。いろいろな人に会うのも気晴らしになるのではないかな？」

「それは楽しそうですが……」

　フェランが言い、心配そうな顔で、

「友人というのは……」

「ああ、おまえも知っているメンバーばかりだよ。まずはベルナール伯はく爵しやく夫妻、カレーラス侯こう爵しやく夫妻、ゴルドバ男だん爵しやく夫妻とそのご子息……メインのゲストは、パルマ公爵閣下だ」

　その言葉に、オレは驚いてしまう。

　……パルマ公こう爵しやくってことは……この国の元首ってことだよね……？

「パルマ公爵がご一いつ緒しよですか。それならセキュリティーは万ばん全ぜんでしょう」

　フェランは少し安心したように言い、ガルシアさんはにっこり笑って、

「だろう？　それにもしもユウヤがこの国に住むことになるのだとしたら、公爵閣下に一度お会いしておけば後がとても楽だろう。この国は移民に厳しいので長期ビザを取るのは難しいし、国こく籍せきを取るのも容易ではないからね」

「なるほど。たしかに」

　フェランはうなずき、それからオレを振ふり返る。

「どうしたい？　もしも体調がまだ万全でなかったり、パーティーが気き詰づまりなようなら、今回はやめておくけれど」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　オレは慌あわててかぶりを振る。パーティーなんて出たことがないから緊きん張ちようするし、一国の元首に会うなんてかなり怖そう。でも……。

　オレにとっては、今はフェランとの関係が、一番の気がかりだった。

　……パーティーに出て、フェランがどんな立場の人かを改めて理解できれば、この気持ちにブレーキがかかるかもしれない。だって、このままじゃ、オレは「本当は恋こい人びとになりたい」とか、とんでもないことをフェランに言ってしまいそうで……。

「オレ、行ってみたいです」

　すがるように言ったオレの言葉に、ガルシアさんは満面の笑えみを浮かべる。

「よかった、それならぜひ遊びに来てくれ。歓かん迎げいするよ。……さて」

　ガルシアさんは立ち上がって、

「ユウヤにも会えたし、そろそろ帰るよ。明日は朝から会議があるからね」

「わざわざありがとうございました、ガルシア叔父おじさん」

　フェランが言って、丁てい寧ねいに頭を下げる。

「いいんだよ、フェラン。私もユウヤに会ってみたかったんだ。……とてもいい子で、本当に安心したよ」

　ガルシアさんはオレに向かってにっこりと笑って、

「グランディス一族は癖くせの多い人間が多くて、一ひと筋すじ縄なわではいかない。だが私とフェランが君を守ってあげるから心配しなくていいよ」

　その言葉に、オレは心からホッとする。

「ありがとうございます。心強いです」

「本当にいい子だな、ユウヤ。一緒に過ごせる週末を楽しみにしているよ。……じゃあ、フェラン。また明日、会社で」

「はい」

「ああ……見送りはいいよ。それじゃあ」

　立ち上がろうとしたオレとフェランを手で制し、ガルシアさんが部屋を出て行く。廊ろう下かで待機していたＳＰ達が、彼に同行して遠ざかっていく。

　オレは思わずため息をつき……フェランがオレを見ていることに気づいてドキリとする。

「ごめんなさい、ため息なんかついて。……ちょっとホッとしたんだ。あなたの叔父さんがすごくいい人だったから」

　オレが言うとフェランは笑みを浮かべて、

「それならよかった。週末の遠出は、本当に大丈夫そう？」

「うん。大丈夫。楽しみにしてる」

「それなら明日はクチュリエを呼んで、おまえのためのスーツを選ぼう。楽しみだな」

「スーツ？　この間、ニューヨークで選んでもらったばっかりだよ」

　オレが驚いてしまうと、フェランはにっこり笑って、

「抵てい抗こうしても無む駄だだよ。可愛かわいい弟の服を選ぶのは、兄の楽しみなんだから」

「そんな無む駄だ遣づかいしたらダメなのに……」

「少なくとも弟の洋服代くらいは稼かせいでいるから安心しなさい」

　彼の優やさしい笑みに包まれ、彼の穏おだやかな声を聞くだけで、オレはつらくて泣きそうになる。

　……ああ、やっぱりオレ、フェランの弟じゃなくて……恋人になりたい……。

　自覚したら、罪悪感でいっぱいになる。

　……こんなことを思うなんて、オレは、なんて悪い人間なんだろう……？







　　　　フェラン・グランディス







「……オレ、おかしくないかな？」

　叔父の屋敷に向かうリムジンの中。ネクタイの形をしきりに気にしながら、裕也が言う。

　屋敷に呼んだクチュリエは、裕也に春のガーデンパーティーに相応ふさわしいヴァニラアイスクリーム色の上下を選んでくれた。若々しい白のワイシャツに、美しいダークブルーのネクタイ。彼の瞳ひとみの色と同じ色のネクタイが、太陽の下にとても映はえる。

　今日の裕也は、いつにも増して麗うるわしく……見ているだけで胸が痛くなる。

「少しもおかしくなどない。とても素す敵てきだ、ユウヤ」

　私が本心から言うと、彼はふわりと頰ほおを染め、目を潤うるませる。

「それならいいけど……」

　……ああ、こんな顔をされたら、誤解をしてしまいそうだ。

　私は、気持ちが沈しずんでいくのを感じながらそう思う。

　……裕也も、私と同じ気持ちなのではないかと。

　私を拒きよ絶ぜつしたかのように見えた裕也は、週末の計画が決まってからはとても楽しげに見えるようになった。私はホッとすると同時に……とても複雑な気分に陥おちいっている。

　……彼は、ガルシア叔父に好感を持ったようだ。もちろん、血が繫つながっているとしたら、二人は親類同士。親しくなるのは微笑ほほえましいことのはず。だが……。

　私の心には、嫉しつ妬とに似た暗い炎ほのおが揺ゆれている。

　……本当は、美しい裕也を誰だれの目にもさらしたくない……。

　叔父はあからさまに敵意を表してきたわけではないが……やはりグランディス一族の人間。私は昔から彼に心を許す気にはなれない。

　……私は、嫉妬をしているのだろうか？

　私は裕也を最初のように子供扱あつかいすることはやめ、身体からだにも極力触ふれないように気をつけている。それは、ほんの少しのきっかけで暴走しそうな、自分への枷かせのつもりだった。なのに……。

　彼に触れなくなってから、私の中に獰どう猛もうな感情が湧わき上がるようになっている。裕也を抱だき締しめたい、キスをしたい、あの夜のように愛あい撫ぶしたい。そしてそれだけではなく……最後まで奪うばってしまいたい。

「わあ、湖だ！　なんて綺き麗れいなんだろう？」

　裕也は楽しげに言って、窓の外を指差す。

　彼の明るい笑顔を見るだけで、私はこうして激しい罪悪感に苛さいなまれる。

　……彼は私を兄だと信じ、こんなに無む邪じや気きな様子を見せてくれているだけだ。

　熱を出した時、私に身体を拭ふかれた彼は、たしかに勃ぼつ起きしていた。だが、あれはきっと、若い身体が熱のせいで暴走していただけ。こんなに純情な裕也が、私と同じような欲よく望ぼうを抱いだくわけがないんだ。

「あそこに、白くて大きな建物がある。あれが、ガルシアさんのお屋や敷しきかな？」

　私は彼の指差した方向を見て、

「ああ。あれがそうだよ。建物はまだ新しいが最新式の書庫があってなかなかの蔵書がある。彼はグランディスグループのナンバー２であるだけでなく、植物学の専門家なんだよ」

「すごい。あなたの一族って、みんな知的な感じがする」

　一族、という言葉に、私は微かすかに嫌な予感を覚える。だが……。

　……いや、ガルシア叔父のパーティーに、彼らが突とつ然ぜん現れるわけがない。







　　　　浅井裕也







「私も、数学にはとても興味があります。執しつ務むのために経済学を専せん攻こうしましたが、できればあの美しい公式達に埋うもれていたかった」

　澄すんだ声で言われて、オレの鼓こ動どうが速くなる。

「わかります。優すぐれた公式というのは絵的にも美しいし、まるでリボンが解ほどけるようにするすると解けて……とても素敵なものですよね」

　ガルシアさんの屋敷は、湖を見み渡わたせるとても気持ちのいい場所だった。純白の大理石が張られた広々としたテラスには、二十人は座れる長いテーブルが置かれ、美しくアレンジされた花や果物が彩いろどりを添そえる。

「同世代の人とこんな話ができるなんて、とても貴重な体験です」

　美しい顔ににっこりと笑えみを浮うかべてくれるのは、このパルマ公国の若き元首、マルセロ・ディ・パルマ公爵だ。

　このパルマ公国の名前はもちろん知っていたし、即そく位いしたばかりのパルマ公爵が若くて格好いいという記事も、どこかで読んだ気がする。

　……たしかに、すごくハンサムな人。それに、すごく知的だ。

　さっき話したところによれば、彼はオレよりも年下の十九歳。執務の合間に名門パルマ大学から講師を招き、経済学を学んでいるらしい。

「数学なんてとても難しいイメージでしたけど、そうやって聞くととても素敵に思えますわ」

　白いサマードレスを着た温和そうな女性（たしかベルナール伯はく爵しやく夫人）、が、にこやかに言う。隣となりに座ったオレンジ色のスーツを着た女性（こっちはカレーラス侯こう爵しやく夫人）がうなずいて、

「それに、麗しい男性達が並んでいるところは、本当に目の保養になります」

　言いながら、にっこりと笑ってくれる。

　ガルシアさんが開いたパーティーのゲストは、みんな感じのいい人ばかりだった。オレはとてもくつろいだ時間を過ごしていて……。

「困ります、パーティーの最中ですから！」

　庭の方から聞こえてきた声に、オレ達はいっせいにそっちに目をやる。

「ガルシア！　やっぱり、彼を呼んでいたのね！」

　庭のトピアリーの陰かげからいきなり現れたのは、派手なピンク色のワンピースに身を包んだ高こう齢れいの女性。そして彼女に付き添うようにして現れたのは、花はな柄がらのサマードレスに身を包んだ、二十代後半くらいの女性。女優さんかと思うような美人だ。高齢の女性は止めようとしているこの屋敷の家令の手を振ふり払はらい、庭を横切って歩いてきて、怒いかりの表情でオレを指差す。

「あんたの母親に伝えなさい！　私から可愛いイグナシオを奪っただけでは満足しないの？　息子むすこを送り込むなんてこの卑ひ怯きよう者、ってね！」

　いきなり投げつけられた言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

　……イグナシオって……フェランのお父さんのことだよね。ってことは、この人は……？

「エスメラルダ叔母おば様！　それにドロテア！　今日だけは来ないでくれと言ったばかりではないですか！　どうしてここに……？」

　ガルシアさんが慌あわててテラスから庭に下り、高齢の女性と彼女に付き添った若い女性に言っている。

　……ドロテア……。

　オレは、前にも聞いたその名前に呆然とする。

　……フェランの、婚こん約やく者の名前……。>>>♥

「今日だけは、と強調するから逆に怪あやしいと思ったんだよ、この裏切り者！　あんたまで、あの女の息子にたぶらかされて！」

　エスメラルダさんと呼ばれた高齢の女性は、持っている小さなバッグでガルシアさんを何度も引っぱたいている。

「エスメラルダ大叔母様」

　オレの隣にいたフェランが、低い声で言って立ち上がる。

「これ以上、彼と、彼の母上を侮ぶ辱じよくすることは、この私が許しません」

　フェランの迫はく力りよくのある様子に、取り乱していたエスメラルダさんが怯ひるむ。　

「な、何を言っているの、フェラン？　あなたが一番の被ひ害がい者しやじゃない。あの女がイグナシオを誘ゆう惑わくしたおかげで、あなたはこんな子供に財産を狙ねらわれてしまったのよ？」

　さっきまでの様子が噓うそのような哀あわれっぽい声で、フェランに言い募つのる。

「この子が本当にイグナシオの子供である証しよう拠こなんか、まだ何もないんでしょう？　あなたはこの子に騙だまされているのよ。……見れば見るほど、あの女にそっくりだわ！」

　エスメラルダさんの憤ふん怒ぬに満ちた目が、オレを射いすくめる。そのあまりの迫力に、オレは身動き一つできない。

「大叔母様、今言っても解わかってもらえないわ。今日はもう、この辺にしましょう」

　後ろに立っていたドロテアと呼ばれた美人が、エスメラルダさんの腕うでを取って言う。

「この子が本当にグランディス家の人間なのかどうかは、正式な検査をすればすぐに解ります」

　彼女は言い、フェランをキッと睨にらみつけて、

「エスメラルダ大叔母様がこんなに取り乱したのは、あなたのせいでもあるのよ、フェラン。私という婚約者がありながら、こんな子供にうつつを抜ぬかして……」

　……彼女が、フェランの婚約者……。

　オレはとてもつらい気持ちで、フェランとドロテアさんを見比べる。

　……こんなに綺麗で、誇ほこり高くて……フェランとすごくお似合いだ……。

「フェラン、ともかく二人を屋敷まで送ってやってくれないか？　エスメラルダ叔母様は、私ではとても手に負えない。それに……」

　ガルシアさんが、怒おこった顔をしているドロテアさんに目をやって、

「ドロテアの誤解も、今のうちに解いておいたほうがいいような気がするし……」

　……それって、気まずい雰ふん囲い気きになったフェランとドロテアさんに、仲直りをしろってことだよね……？

　全身から、ゆっくりと血の気が引いていく気がする。

　オレとフェランがもしも本当の兄弟だとしたら、こんな気持ちは罪だ。そしてもしも兄弟ではないとしたら、オレみたいな庶しよ民みんはこんな華はなやかな世界にいることは許されない。

　……どちらにしろ、オレとフェランが結ばれることなんか、未み来らい永えい劫ごう有り得ないんだ。だから彼に婚約者がいようが、誰だれと結けつ婚こんしようが、オレには関係のないことで……。

　心が凍こおり付いてしまったかのように、何も考えられない。せっかくのパーティーがめちゃくちゃになったのはオレのせいだし、だから謝らなくちゃいけないのに……。

「ユウヤ」

　フェランに呼ばれて、オレはゆっくりと彼を見上げる。

「二人を屋敷まで送ってくる。往復で三十分程度の場所なので、すぐに戻もどるから」

　フェランはとても心配そうな顔でオレを見つめて、

「大だい丈じよう夫ぶ？　待っていられる？」

「大丈夫。早く行ってあげて」

　オレは彼の言葉にうなずき、かすれた声でそれだけを言う。踵きびすを返して二人の女性のところに向かうフェランの後ろ姿を見て、死んでしまいそうなほど胸が苦しくなる。

　……こんな気持ちは許されない。解っているのに……。

「大丈夫ですか？」

　そっと肩かたに手を置かれて、オレはハッとして振り返る。オレのすぐ後ろに、パルマ公爵が立っていた。彼は心配そうな顔で、

「ひどいことを言われましたね。どうか元気を出してください」

　彼の優やさしい言葉に、いきなり泣きそうになる。

「すみません、オレのせいでパーティーが台無しになってしまって……」

　彼はオレを見つめたままでかぶりを振って、

「貴族の世界はいろいろと複雑なものです。私もそれはよく解っていますから」

　彼の労いたわるような声に、今度こそ何かの糸が切れてしまう。

「……っ」

　オレは涙なみだを見られないようにうつむき、かすれた声で彼にお礼を言う。

「ありがとうございます」

「また何かの機会に、今度は私の城にいらしてください。また数学の話をしましょうね」

　彼は優しい声で言い、それからほかのメンバーに、

「今日はこれくらいにしませんか？　彼は疲つかれているようなので、また別の日に、改めて集まりましょう」

　その言葉に、呆然としていた人々が立ち上がる。彼らはオレにそれぞれ言葉をかけてくれて、そのままテラスを出て行く。オレは「ありがとうございます」と「ごめんなさい」を繰くり返し、それから彼らの優しさにまた泣いてしまい……。

「あの二人は、一族の中でも一番のうるさ型なんだ。すぐにここにやってきてはワガママを言うので、今日は来ないようにと釘くぎを刺さしておいたんだが……」

　ガルシアさんが申し訳なさそうに言って、深いため息をつく。

「それが逆に仇あだになったようだ。不ふ愉ゆ快かいな思いをさせて本当にすまなかったね」

　オレは顔を上げ、慌てて手の甲こうで涙を拭ふく。

「オレの方こそ、パーティーを台無しにした上にみっともないところを見せてしまって、本当にすみませんでした」

「いいんだよ。さて、フェランの屋や敷しきまでうちのリムジンで送っていくよ」

「ありがとうございます」

　オレは立ち上がりながら、ふと違い和わ感かんを覚える。

「フェランは、お二人を送ったらすぐに、ここに戻ると言っていた気がするんですが……」

「聞き違ちがいではないかな？　彼女とフェランは婚約者同士なので、積もる話もあるだろう。すぐには戻ってこないと思うよ」

　その言葉に、オレの心がズキリと激しく痛む。

「さて、城まで送るよ。行こうか」

　ガルシアさんがオレの肩を抱だき寄せる。その仕草は今までの彼にしては馴なれ馴れしすぎたけど……オレはその時、フェランのことで頭がいっぱいで……。




　　　　◆




「うわっ！」

　いきなり突つき飛ばされて、オレは床ゆかに置かれた古びたマットの上に倒たおれ込む。

　オレはガルシアさんのリムジンに乗せられたけど……来た道とはまったく違う方向に車は走り出した。道が違うと言っても彼は笑うばかりでまったく相手にしてくれなかった。

　そしてリムジンは湖のそばにある小さなボート小屋に到とう着ちやくし、オレはガルシアさんに引きずられるようにして、ここに入れられた。

　ＳＰ達が、ボート小屋の周囲を歩き回っているのが聞こえてくる。近くを通る誰かに助けを求めるのは、これではきっと無理だろう。

「いったいどういうつもりですか！」

　見上げると、ガルシアさんはさっきまでとはまったく別人のような顔をしてオレを見下ろしていた。

「仲のいい兄弟を装ってもわかるぞ。おまえはフェランと寝ねているだろう？」

　いやらしい声で言われて、オレは青ざめる。

「なんですか、それ？」

「フェランとおまえが二人でいるのを見て、すぐに解った。ただの弟に向かって、あんな熱い目をするわけがない」

　その言葉にオレはとても驚おどろいてしまう。

「兄さんが？　まさか、そんな……」

「シラを切っても無む駄だだ。どうやってあの堅かた物ぶつのフェランを誘惑した？」

　言いながら、彼がオレの上にのしかかってくる。

「……っ！」

　押し倒され、シャツを破かれて、オレは思わず息を吞のむ。

「私は投資に失敗して莫ばく大だいな借金を負ってしまった。このままではマフィアに殺されてしまう。その前に、イグナシオとフェランを殺して遺産を受け取るはずだった」

　彼は言いながら、上着のポケットからナイフを出してオレの首筋に突きつける。

「だが、おまえが姿を現したせいで計画が台無しになった」

　彼の言葉にオレは驚いてしまう。

「父さんと兄さんを、殺すつもりだった？　もしかして……図書館でオレを誘ゆう拐かいしようとしたのも、あなたが裏で糸を引いていた……」

　オレの言葉に、彼はクスリと笑って、

「ああ……あれはただの脅おどしだ。フェランがおまえを連れてこの国に来てくれれば、私はいろいろと動きやすくなるからな」

　その言葉に、オレは愕がく然ぜんとする。

　……なんてことだ……こんな人を、一時でも信じてしまったなんて……。

「おまえだって同じようなことを考えていたんだろう？　そうだ、いいことを思いついた」

　彼は言って、ふいににやりと笑って言う。

「私と手を組まないか？　私はイグナシオがいる金鉱山に、彼を殺すための刺し客かくを送り込んでいる。イグナシオの命は長くはないだろう。……だが、フェランは用心深くてどうしても隙すきを見せなかった。おまえを誘拐して脅そうかと思ったが……おまえなら、フェランを殺すことは簡単だろう」

　その言葉に、オレは愕然とする。

「兄さんを殺す？　そんなことができるわけがない！」

　オレが叫さけぶと、彼の顔がみるみる怒いかりに歪ゆがむ。

「だとしたら、もうおまえを生かしておく意味はないなあ」

　彼はいやらしい声で言って、オレの首に手をかけて絞しめ上げてくる。

「……う……っ」

「だが……すぐに殺すのはあまりにももったいない。まずは楽しませてもらおうかな」

　頸けい動脈を止めるようにして首を絞しめられたせいか、意識が朦もう朧ろうとしている。

　……いやだ……。

　思うけれど、身体からだが思うように動かない。

　……フェラン以外の人間に触ふれられるなんて、絶対に嫌いやだ……。

　脱だつ力りよくしたオレの身体から、上着とシャツが取り去られる。

「ああ……なんて綺き麗れいな身体なんだろう？　こんな甥おいがいたら、毎日が楽しくて仕方がないな」

　なまあたたかく湿しめった手のひらが鳩尾みぞおちに触れてきて、全身に寒気が走る。

　オレの脳のう裏りをよぎったのは、フェランの麗うるわしくて凜り々りしい顔だった。

　……オレは彼を愛している。ほかの誰だれのものにもなりたくない……。

「……フェラン……！」

　オレの口から出たのは、兄さんという呼び名ではなくフェランという名前だった。

「……助けて！　あなたを愛してるんだ……！」

　オレの目から、涙が溢あふれる。

「……ほかの男に抱だかれるなんて、絶対に嫌なんだ……！」

　その時、ドアの外が騒さわがしくなった。ドアが蹴け破やぶられ、その向こうに立っていたのは……。

「フェラン！」

　そこに立っていたのは、銃じゆうを構えたフェランとフローレス、それにニコラスさんだった。フェランは裸はだかにされたオレを見て、顔色を変える。

「私のユウヤに、こんなことをするなんて……おまえを、絶対に許さない……！」

　フェランは一気に小屋を横切ってくると、見事な右ストレートをガルシアの頰ほおに叩たたき込む。

「ぐわっ！」

　ガルシアは二メートルも吹ふき飛び、壁かべに激げき突とつしてそのまま気絶した。

　駆かけ込んできたフェランのＳＰ達が、ガルシアとそのＳＰ達を拘こう束そくして連れて行く。

「大だい丈じよう夫ぶ？　立てる？」

　フェランが心配そうに言いながら、オレのむき出しの肩かたに上着をかけてくれる。

「こんな場所で、初対面になるとは思わなかったな」

　フローレス達の後ろに、見覚えのある男性が立っていることにオレは気づく。彼は……。

「あなたは……」

　彼は、モニター越ごしに見たことのある、イグナシオ・グランディスさん──フェランのお父さんだった。

「君の母上のことを調べるのと並行して、ガルシアの悪事についての情報を調べていた。使い込み、ギャンブル、未成年男子の買春……あいつは、自分の弟とは思えないほどの悪党だった」

　イグナシオさんは少し苦しげに言い、それから、

「本当は三日前からこの国に戻もどり、ガルシアを監かん視ししていた。フェランから君がガルシアの屋敷に一人で残っていると聞いて慌あわててガルシアのリムジンを捜したが……途と中ちゆうで見失い、君を怖こわい目に遭あわせてしまった。すまなかったね」

「謝らないでください。助けていただいて、本当に感謝します」

　オレが言うと、彼は優やさしく微笑ほほえんでくれる。

「君が無事でよかった。フェランとも、仲良くなれたようだしな」

　彼は言い、それからすごく複雑な顔になって、

「ところで……君の出生に関することなのだが……」

　彼の言葉に、オレは姿勢を正す。

「はい」

「フローレスの祖父──前の家令のセリノは、本当に周しゆう到とうな男だった。私がいた金鉱山近くの屋や敷しきの地下宝物庫に、おまえのことが書かれた日記が隠かくされていたんだ」

　イグナシオさんはポケットに手を入れ、小型の手帳を取り出す。

「彼の日記は、この手帳に記されていた。本のような装そう丁ていのものばかりを探していたので、見つけるのが遅おくれてしまった」

「日記が……あったんですね……」

　オレは、運命の審しん判ぱんを待つ。オレの隣となりに立ったフェランも、頰を引き締めてイグナシオさんの言葉を待っている。

「フローレスから許可をもらって、中を読ませてもらった。それによれば……」

　彼は言葉を切り、とても残念そうなため息をついてから言う。

「おまえの父親は、私ではなかった」

　その言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとしたまま聞く。

　……じゃあ、フェランはオレの兄さんじゃない。オレと彼は、赤の他人なんだ……。

「キミコは私の下もとから去った後、英国に渡わたって勉強を続けていたようなんだ。そこで運命の出会いをし、おまえを身ごもった……セリノの日記にはそう書いてあったんだよ」

　……フェランとオレは、赤の他人……。

　オレは思いながら、隣にいるフェランを見て……ギクリとする。フェランが、何かの覚かく悟ごを決めたような厳しい顔で、オレを見下ろしていたからだ。

　……フェラン……。

　オレは、心臓が不ふ吉きつに高鳴るのを感じながら思う。

　……赤の他人のオレのせいで、いろいろな事件が起きてしまった。もしかして、オレをここに連れてきたことを後こう悔かいしてる……？

　そう思っただけで、つらくて泣いてしまいそうになる。

　……ああ、こんなに好きなのに、彼はやっぱりオレのことをただの弟としか見てくれていなかった。しかもオレは、もう弟ですらないんだ……。

「セリノの日記には、おまえの本当の父親のことも書いてあった」

　イグナシオさんのその言葉に、オレは悲しみをこらえながら彼の方に向き直る。

「オレの……本当の父さん……ですか？」

「ああ」

　彼はうなずいて、

「おまえの父親は、英国の名家マクレーン家の当主、ハワード・マクレーン伯はく爵しやく。『ハル』というのは愛あい称しようで、おまえの本当の英名は『ハロルド』だそうだ。もしもキミコがその相手と籍せきを入れていたら、おまえの名前は、ユウヤ・ハロルド・マクレーンになるはずだった」

「……ユウヤ・ハロルド・マクレーン……」

　オレは、呆然とその名前を繰くり返す。なぜか聞き覚えのある響ひびきに、鼓こ動どうが速くなる。

「……どこかで、聞いたことがある気がします……」

「本当か？　キミコは外国人ということで親類達──特に義母に当たる女性につらく当たられ、ある日突とつ然ぜん、城から姿を消してしまったらしい」

　……英国の貴族……お城……。

　オレは呆然としながら考え……そして、昔、夢に見たことのある光景を思い出す。

「もしかして、オレ、日本じゃなくて、その城で生まれてますか？」

「ああ。おまえは二歳になるまでその城で育ったと書いてあった」

「オレ、小さな頃ころ、同じお城の夢を何度も見ていたんです。白い壁と尖とがった屋根を持つ可愛かわいいお城で、だから子供独特の空想だろうって思っていたんですが……」

　イグナシオさんはうなずいて、

「マクレーン城は有名だ。たしかに白い壁と尖った屋根を持つ、お伽とぎ噺ばなしに出てきそうなお城だよ。周囲を芝しば生ふの庭に囲まれ、美しいアイリスの花か壇だんがあることで知られている」

　彼の言葉に、オレはさらに鼓動が速くなるのを感じる。

「そうです。庭にはアイリスがたくさん咲さいていて……そういえば、母さんが一番好きな花は、アイリスだった……」

「思い出してきたようだね。マクレーン伯爵に会ってみたい？」

　オレは少し考え……それからうなずく。

「もしも、あちらに迷めい惑わくがかからないのなら。あ……」

　オレはあることに気づいて、慌てて言う。

「もちろん、財産を分けてもらおうとか、正式に認にん知ちしてもらおうとか、そんなことは考えていませんから……」

「大丈夫。おまえがそんな子だとは、誰も思わないよ」

　フェランが言って、オレの髪かみをそっと撫なでてくれる。久しぶりの彼の手が……涙なみだが出そうになるほど嬉うれしい。

「マクレーン氏とは、共通の知り合いがいる。すぐに連れん絡らくをつけることができるので、相手の意向を聞いてもらおう。もしも、新しい伴はん侶りよや子供がいる時には……会えない場合もあるかもしれないが」

　オレはその言葉にうなずいて、

「あちらの都合が悪ければ、無理にとは言いません」

「よし、それならすぐに連絡をしてみるよ。ところで……」

　イグナシオさんが、オレとフェランの顔を見比べながら言う。

「そういうわけで、私とユウヤ、そしてフェランとユウヤには、血のつながりはなかったんだ。フェランはせっかく弟ができたと思ったのに、残念だろうが……」

「父上」

　フェランが、彼の言葉を遮さえぎった。

「血のつながりがないとしても、私とユウヤの心はつながっています。ずっと彼を守ると心に決めました」

　フェランの言葉に、オレの心が熱くなる。フェランは、

「とにかく彼は疲つかれています。城に戻って、詳くわしい話は明日にしましょう」




　　　　◆




　リムジンで城に戻ったオレは、フェランに肩を抱だかれたまま、彼の部屋に連れて行かれてしまった。

「……あなたとオレ、兄弟じゃなかったんだね……」

　彼の部屋に入ったオレは、まだ呆然としたままで言う。

「……これからオレ、どうしたらいいのかな……？」

「ユウヤ」

　彼はオレを真っ直すぐに見下ろしてくる。

「弟でも、弟でなくても……私はおまえに、最初に会った時から惹ひかれていた」

「フェラン……」

「あの夜、おまえに『愛してあげる。君も、私を愛してくれ』と言っただろう？」

　あの夜の言葉を鮮せん明めいに思い出し、オレの心がズキリと痛む。

「……うん……」

「その気持ちは、今でも少しも変わらないんだ」

　その言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

　……少しも変わらない？　でも……。

「それは……弟として愛してる、ということだよね？」

　オレの言葉が、苦しさにかすれる。

「でも、オレは……」

　オレは少し迷い、それから正直な気持ちを告白することに決める。

「……あなたのことを愛してる。でもそれは、兄弟として……という意味じゃないんだ。オレ、あなたの恋こい人びとになりたいんだ」

　言葉を口にしたら、ふいに涙が溢あふれる。

「ごめんなさい。何もかも忘れてあなたの弟になるなんて、できなかった。オレ、あなたのこと、一人の男として愛してるんだ……」

「ユウヤ」

　フェランはどこか呆然とした声でオレを呼ぶ。それから指先でオレの涙を拭ぬぐって、

「どうして泣くんだ？　私も同じ気持ちなのに」

　彼の言葉に、オレは驚いて目を見開く。溜たまっていた涙がポロポロと零こぼれ落ちるけれど……それだけで止まってしまったみたい。

「……同じ……気持ち……？」

「弟として愛さなくてはと思った。だがあの夜のことが忘れられなかった。私はおまえを、一人の男として愛している。この気持ちを抑おさえ込むために、ずっと必死だったんだ」

　オレの心に、ゆっくりと喜びが湧わき上がってくる。

「……じゃあ、オレ……」

　オレは彼の顔を見上げながら言う。

「……あなたのこと、恋人として愛してもいいの？」

「決まっているだろう？」

　フェランの指が、オレの顎あごをそっと持ち上げる。

「おまえは弟ではなく、私の伴侶になるんだよ」

　彼の美しい青い瞳ひとみが、オレを真っ直ぐに見下ろしてくる。

「愛している、ユウヤ」

　彼の言葉に、心臓が壊こわれそうなほど鼓動が速くなる。

「本当は……ずっとこうしたかった」

　彼が囁ささやいて、そっと顔を近づけてくる。オレは思わず目を閉じて……。

「……ん……」

　彼の唇くちびるが、オレの唇をそっと包み込む。ほんの軽いキスだけで離はなれていく唇に、思わず名残なごり惜おしそうな声が出てしまう。

「……あ……」

「そんな顔をしないで。……もっとキスをして欲しい？」

　フェランの指が、うながすようにオレの唇をそっと撫でる。オレはたまらなくなってうなずいてしまいながら、

「うん。だってオレも……」

　彼の美しいブルーの瞳を見上げながら、オレは告白する。

「……ずっと、こうして欲しかったんだ」

「いい子だ」

　彼が微笑ほほえみ、オレの身体からだをフワリと抱き上げる。そのままベッドルームまで運ばれ、そっとベッドに座らされる。

　兄弟だと思っている間、このベッドには何度も寝ねたけれど……今はあの時とはまったく違ちがう。心を満たしているのは、熱くて甘くて、そしてとても激しい気持ち。身体を震ふるえさせているのは、熱い欲よく望ぼう、そして微かすかな怯おびえ。

　フェランがベッドの脇わきに膝ひざをつき、座っているオレの靴くつをそっと持ち上げる。ゆっくりと靴くつ紐ひもを解かれ、磨みがかれた革かわ靴ぐつを丁てい寧ねいに脱ぬがされて……鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　両方の靴が脱がされ、さらに靴くつ下したも奪うばわれる。むき出しになった足の甲こうに、彼が古いにしえの騎き士しみたいにそっとキスをする。

「……あ……っ」

　オレの唇から、勝手に喘あえぎが漏もれてしまう。くすぐったさに似た快感が、オレの身体を小さく震わせる。

「震えているね」

　フェランの手が、肩かたに羽織っていた上着を滑すべり落とす。そしてオレの身体を、そっとベッドに押し倒たおす。

「私が怖こわい？」

「あなたが怖いんじゃなくて……」

　オレは、彼を見上げながら囁き返す。

「……自分が、変わってしまいそうで、怖いんだ」

「変わる？　どんなふうに？」

　抱だき締しめられて、フェランの美声が、身体からじかに伝わってくる。こうやって聞くと、彼の声は低くて本当にセクシーだ。

「あなたに会って、弟だって言われて、優やさしくされて……オレ、かなりダメな感じになってた。なんだか甘えてばかりいたし、いつもあなたのことばかり考えてたし、抱き締められるとドキドキしてたし……だから、恋人になったら……」

「恋人になったら？　どうなりそう？」

　フェランが、オレの髪かみにそっとキスをしながら言う。鼻び腔こうをくすぐる芳ほう香こうに、眩暈めまいがする。

「……あなたなしでは、生きられなくなりそう……」

　今の気持ちを正直に言うと、フェランが小さく息を吞のむ。苦く笑しよう混じりのため息をつかれて、オレは一人で真っ赤になりながら、

「いや、ごめんなさい。オレ、何言ってるんだろう？」

「謝らないで。私は今、感動しているんだから」

　フェランの指が、オレの唇に触ふれてくる。

「私なしでは生きられない……そんなふうに、してしまっていい？」

　甘い囁きに、身体に震えが走る。オレは彼を見上げながらそっとうなずいて、

「うん。おれのすべてを、あなたのものにして……あっ！」　>>>♥

　オレの言葉が終わらないうちに、彼の腕うでがオレの身体を抱き締めた。

「……んん……っ」

　強く抱かれたまま深いキスをされて、気が遠くなりそうになる。

「……ん……兄さん……」

　オレは思わずそう呼んでしまい、フェランに苦笑されてハッと息を吞む。

「ごめんなさい、つい、癖くせで」

「とても背徳的で、それもなかなかいいのだが……」

　フェランがオレの唇にそっと指で触れながら言う。

「……ベッドの中では名前で呼びなさい。いい？」

　オレはうなずき、彼を見上げる。

「……フェラン……」

　彼は、その端たん麗れいな顔に笑えみを浮うかべて、

「おまえの声で名前を呼ばれるのは、とてもいい。……愛しているよ、ユウヤ」

　囁かれた愛の言葉に、心が蕩とろけそうになる。

　オレは彼を真っ直すぐに見上げながら、心を込めて囁く。

「愛してる、フェラン」

　そして、ゆっくりと目を閉じる。

「オレを……あなたのものにして」

　彼は小さく息を吞み、それからオレの唇にそっと唇を触れさせる。

「そんなふうに煽あおると、大変なことになるよ？」

　唇が触れたままで囁かれ、心が震える。

「大変なことって……どんなこと……？」

　囁くと、彼は小さく笑って、

「本当に悪い子だ」

　甘く囁いて、さらに深いキス。

「……ん……」

　力の抜ぬけてしまった上下の歯列の間から、彼の熱い舌が忍しのび込んでくる。

「……んん……っ！」

　彼の舌はオレの舌をすくい上げ、愛あい撫ぶし、セクシーに吸い上げる。

　……ああ、今までのキスとは、全然違う……。

「……ん、んん……っ」

　オレはキスに酔よいしれながら、思う。

　……恋こい人びととしての彼のキスは、なんて熱くてセクシーなんだろう……？

　二人の舌が、音を立てて絡からみ合う。彼の舌が上うわ顎あごをくすぐり、そこから走った快感に、オレは彼のワイシャツをキュッと握にぎり締める。

「……んんっ」

　彼の手が二人の身体の間に滑り込み、オレの胸の上をゆっくりと撫なでる。

「……あ……っ」

　彼の指が、オレの乳ち首くびをそっとくすぐる。

「……ああ……っ！」

　指先でキュッと摘つまみ上げられて、思わず声を上げてしまう。

「乳首がとても感じるみたいだね」

　彼が囁いて顔を下ろし、オレの胸にそっと頰ほおを当てる。

「鼓動がとても速い。もっと先までして欲しい？」

　彼のあたたかな息が、いつの間にか尖とがってしまったオレの乳首をくすぐっている。

「……うん……」

　オレはかすれた声で囁く。

「……もっと、いろいろなことを教えて……んん……っ」

　彼の唇が、ふいにオレの鎖さ骨こつにキスをする。唇はそのまま滑り下り……。

「……アアッ……！」

　彼の唇が、右の乳首をそっと包み込む。濡ぬれた舌が先せん端たんをゆっくりと往復して……あまりの快感に気が遠くなりそう。

「……ん、フェラン……ダメ、舐なめないで……」

　思わず身を捩よじらせるオレの腰こしを、フェランの腕がしっかりと捕つかまえる。

「気持ちがいい？　乳首がとても硬かたくなっている」

　イジワルに囁いて、今度は左の乳首が彼の唇に包まれる。今度はそっと歯を立てられて……あまりの快感に目の前が白くなる。

「……あ……嚙かまないで……んん……っ！」

　腰を抱き締めてオレの抵てい抗こうを封ふうじたまま、チュッと音を立てて乳首を吸い上げる。

「……アア……ッ！」

　オレの唇くちびるから、自分のものとは思えないような甘い声が漏れる。

「……や……ああ……っ」

　オレの身体からだが勝手に跳はね上がり、彼の身体に腰を押し付けてしまう。

「……乳首への愛撫だけで、とても感じているようだ」

　彼が囁ささやいて手を滑らせ、スラックスの布地ごと、オレの屹きつ立りつを握り込む。

「……や、あ……っ！」

　オレの屹立はいつの間にか硬く反り返り、今にも放ってしまいそうなほどだ。

「ほら、こんなに硬い」

　彼は囁きながら、ゆっくりとオレの屹立を扱しごき上げる。屹立を愛撫しながら同時に乳首にキスをされ、腰に小さざ波なみのような震ふるえが走る。

「……あ、ダメ……！」

　オレは呼吸を乱し、彼のワイシャツの腕の部分を強く握り締める。彼はそれを肯こう定ていの印と取ったのか、さらに愛撫を激しくして……。

「……アア……そんなにされたら、出ちゃう……！」

「出してごらん。何度でもイカせてあげるから」

　囁かれて、恥はずかしさに全身が熱くなる。

「……ダメ……あなたがせっかく買ってくれたスラックスが、汚よごれちゃうよ……」

「悪い子だな。服のことを優先するなんて」

　彼はクスリと笑って、オレのベルトの金具を外し、スラックスの前立てのボタンを外す。

「……ん……」

　ゆっくりとファスナーを下ろされて、緊きん張ちようのあまり呼吸が乱れる。

　……ああ、これからオレ、彼のものになるんだ……。

「……あっ！」

　彼の手がスラックスと下着をまとめて摑つかみ、一気に引き下ろした。

「……んん……っ！」

　初めてのことに、オレはきつく目を閉じる。屹立が、プルン、と冷たい空気の中に弾はじけ出る。

「ユウヤ、とても綺き麗れいだ」

　囁かれ、彼の視線を感じて、身体が熱くなる。オレの屹立がヒクリと震え、先端のスリットから先走りの蜜みつが溢あふれてしまう。

「……フェラン……お願い……」

　オレは彼を見上げながら、かすれた声で囁く。

「……もう、我が慢まんできない……」

「いやらしい子だ。ねだったりして」

　フェランの腕が、すべてを脱ぬぎ捨てたオレの上にのしかかる。

「だが、とても素す敵てきだよ」

　彼の身体が下にずれ、彼の唇がオレの肌はだを滑すべる。最初は鳩尾みぞおち、それから臍へその上、そして……。

「……アア……ッ！」

　彼の唇が、硬く反り返るオレの先端にキスをする。そのままオレの屹立が彼の口こう腔こうにすっぽりと咥くわえ込まれ……。

「……ダメ……口でしたら……！」

　言うけれど……オレの手は勝手に動いて、彼の頭を抱だき締しめ、その髪かみに指を埋うずめてしまう。

「……ン、ンンッ！」

　彼の指が、両りよう脚あしの間のスリットにそっと滑り込んでくる。屹立を口で愛撫しながら花びらを探さぐられ、ゆっくりと解ほぐされて……恥ずかしさに泣きそうになる。

「……ン──ッ！」

　たっぷりと時間をかけて解された蕾つぼみに、彼の指が滑り込んでくる。

「……んん、やあ……フェラン……！」

　屹立を口で愛撫され、内ない壁へきを指で探られる。感じやすい部分を見つけ出し、彼の指がそこを容よう赦しやなく責めてくる。

「……ああ……そこ……！」

「ん？　ここがいい？」

　屹立の先端に唇を触ふれさせたまま、彼が囁いてくる。内壁のコリッとした部分を指先でくすぐられて……腰からとろとろに蕩とろけそうだ。

「……フェラン、お願い……！」

　オレの身体は、さらなる深いものを求めてヒクヒクと震えている。

「とても綺麗だ。もっとおねだりしてごらん」

　少しかすれたセクシーな声。彼もオレに発情してくれているのが解わかって、胸が熱くなる。

「……んん……あなたが、欲しいんだ……」

　オレは、泣きそうになりながら懇こん願がんする。

「いい子だ」

　彼は小さく笑って身体を起こし、オレの両脚を大きく広げさせる。

「……あ……」

　蕩けた蕾に、熱くて、とても逞たくましいものが強く押し付けられる。

　……ああ、これが彼の欲よく望ぼう……。

「……んっ！」

　愛撫に蕩けてしまったオレの蕾は、ほんの少し抵抗しただけで彼を受け入れ、まるでねだるみたいに甘く締め上げてしまって……。

「なんて子だ。初めてなのに、そんなことまでするなんて」

　彼は囁き……そのまま、激しい抽ちゆう挿そうを開始する。

「……アッ……アッ……アアッ……！」

　彼の逞しい屹立が、オレの内壁を往復する。感じやすい部分を突つき上げられて、理性のすべてが吹ふき飛んでしまう。

「……フェラン……すごい……！」

　オレは彼の身体にすがりつき、愛する人に抱だかれる喜びに酔よいしれる。

「……愛してる……フェラン……愛してる……」

「私も愛しているよ、ユウヤ」

　抽挿する速度に合わせて、ベッドが大きく揺ゆれる。

　速くなる二人の吐と息いき、熱くなる二人の身体。

「……も、ダメ……イッちゃう……！」

　オレは身体を反り返らせ、必死で言う。　>>>♥

「いいよ、一いつ緒しよにイこう」

　彼はオレの唇にキスをして、そっと囁く。

「おまえの身体がすごすぎて、私ももう限界だ」

　そのまま彼の抽挿が激しくなり、オレはすべてを忘れて激しい快感に身をゆだねて……。

「……くう……ん……っ！」

　オレの先端から、ドクッ！　と激しく欲望の蜜が迸ほとばしった。

「……アア……ッ！」

　オレの内壁が、彼の逞しい屹立をキュウッと強く締め上げてしまう。

「……アア……フェラン……」

　蕾の抵てい抗こうをものともせず、彼がひときわ激しくオレを突き上げて……。

「……っ」

　彼が小さく息を吞のみ、オレの最奥に、ドクンドクン！　と熱い欲望を撃うち込んだ。

　そしてオレ達は固く抱き合い、愛する人としか行けない高みにまた駆かけ上る。

　愛する人と一緒にいられる幸せに、胸を熱くしながら。




　　　　◆




　エントランスホールに入ってきたのは、仕立てのよさそうなスーツを着た背の高い男性だった。年ねん齢れいは四十歳くらい。茶色の髪と青い目をした、温和そうなハンサムで……。

　彼を見た瞬しゆん間かん、とても懐なつかしい気持ちになる。フェランに会った時のときめきとはまったく違ちがう、あたたかくてほのぼのとした感情が、胸の奥から湧わき上がる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　オレとフェランは、エントランスホールを見下ろせる大階段の踊おどり場にいた。嫌いやな感じの人だったら、とか、意地悪なことを言われたら、とか思っただけで、会う勇気がなくなってしまったオレを、フェランはここに連れてきてくれた。「もしも印象が悪くて会いたくないと思えば、会わなくてもかまわないから」と言って。だけど……。

　その男性の姿を見た途と端たん、そんな心配はまったくいらないことをオレは確信した。オレはフェランの手をそっと握にぎって、

「大丈夫かも。彼と話がしたい」

　オレが囁ささやくと、フェランは安心したように小さく息をつく。

「たしかにいい人そうだ。行こうか」

　オレはフェランと並んで、ゆっくりと大階段を下りる。イグナシオさんと挨あい拶さつを交かわしていた彼が、気配を感じたように顔を上げて……。

「ハル！」

　彼は、オレを見るなり叫さけぶ。

　見上げてきた彼の瞳ひとみは……オレの瞳とぴったり同じ、少し暗めのブルーだった。

　彼はそのまま全速力で走ってきて階段を駆け上り、いきなりオレをぎゅうぎゅう抱き締める。

「ハル、大きくなったんだな！　でも、その可愛かわいい顔立ちには昔の面おも影かげがあるぞ！　それにキミコに本当にそっくりだ！」

　彼は叫び、いきなり泣きだしてしまう。

「ずっと捜さがしていたんだ！　知人を通してミスター・イグナシオから連れん絡らくをいただいた時は、夢かと思った！　私のせいで寂さびしい思いをさせてしまって、本当にすまなかった！」

　彼は言い、オレを抱き締めたままで号ごう泣きゆうしてしまう。

「謝ったりしないで、父さん」

　オレの口から、父さん、と言う言葉がごく自然に漏もれた。

「オレ、寂しくなんかなかった。会えて嬉うれしいよ」

　オレは父さんの背中に手を回しながら言う。

「ハル……！」

　父さんはオレの名前を呼んでひとしきり泣き……それから、

「おまえには腹はら違ちがいの兄さんが一人と、弟が三人いるんだよ」

「兄さんと……弟？」

　オレが言うと、父さんは涙なみだ目のままで少し照れたように笑う。

「一人目の妻に逃にげられ、さらに籍せきを入れる前にキミコに去られてしまって、もう二度と恋こいなどしないと思っていた。だが、五年前に縁えんがあって、ある女性と結けつ婚こんすることができた。その人も今日は来ているんだ。……みんなに、会ってみてくれるかい？」

　……一人きりだと思っていたけど、オレには、父さんと、義理の母さんと、そして腹違いの兄弟達までがいたんだ……。

　思うだけで、喜びに胸が熱くなる。

「うん、ぜひ」

　オレが言うと、父さんはオレの肩かたを抱いて階段を下りる。そして、控ひかえていた秘書らしき人にうなずいてみせる。彼は嬉しそうに微笑ほほえんでドアに向かい、そのままエントランスホールから外に出て行く。

　フットマン達が開けたままで押さえているドアの向こうから、小さな足音と甲かん高だかい声が近づいてくるのが聞こえる。

「この中に、もう一人の兄ちゃんがいるんだよね？」

「やっと会えるの？」

「お兄ちゃーん！」

　いきなり走り込んできたのは、仔こ犬いぬみたいに小さな三人組だった。

「あ……もしかして、あなたが僕達のお兄ちゃん？」

　一番大きな子が、オレを見て言う。どこか自分と似ている彼らを見るだけで、なんだか幸せで泣いてしまいそう。

「うん、そうだよ」

「きゃ～、お兄ちゃ～ん！」

　答えたと同時に三人がいっせいにこっちに走ってきて……もう少しでオレに手が届くというところで、一番小さな子がいきなりつまずいた。

「わあっ！」

　倒たおれ込みそうになった身体からだを、駆け寄って慌あわてて抱だき留とめる。腕うでの中にすっぽりとはまる小さな身体。オレはなんだか胸を熱くしながら、その子をキュッと抱き締しめる。

「うわ～、あったかくて、むにゅむにゅだ！」

　オレが言うと、腕の中で小さな弟がキャッキャと笑う。ほかの二人がその上から抱きついてきて、なんだかひよこの群れにでも入ってしまったみたい。

「どうしよう、可愛すぎて、いきなりブラコンになりそう！」

　オレが言うと、近くで見ていたフェランが苦く笑しようする。そして小声で囁いてくる。

「それもいいが……私に嫉しつ妬とされない程度にしておいた方がいいよ？」

　セクシーな声に、頰ほおが思わず熱くなる。

「あなたが……ユウヤくん？」

　ドアのところに姿を現した女性が、オレを見て言う。茶色の髪かみと茶色の瞳。母さんを思い出すような、ふんわりとした雰ふん囲い気きの人だ。

「会えて、本当によかったわ。あなたがどうしているのか、ずっと気になっていたのよ」

　彼女はオレに歩み寄ってきて、にこやかにオレを見上げてくる。

「まあ、あなたとまったく同じ色の目をしている。やっぱり親子なのねえ」

　それを聞いた父さんは、とても嬉しそうな顔をする。それから、

「ダグはまだかな？　ああ……来た来た」

　彼の視線を追ってドアの方に目をやると、そこには背の高い男性が立っていた。顔はハンサムだけど、ちょっと素そ朴ぼくな感じ。黒くろ縁ぶち眼鏡と少し時じ代だい遅おくれのスーツが、なんだか微笑ましい。

「君が……僕の弟……本当に……？」

　彼は呆ぼう然ぜんとオレを見つめながら言う。

「……ああ……こんな可愛い弟ができたなんて……！」

　彼は駆け寄ってきて、弟達ごとオレを抱き締める。とても感動したような声で、

「……会えて嬉しいよ……！」

「オレも、会えて嬉しいです……」

　オレは言いながら、そっとフェランを見上げ……そして彼が本気でムッとした顔をしていることに気づいて焦あせる。兄さんと弟達の腕からそっと逃のがれて、フェランの隣となりに立つ。

「キミコとは、結局籍を入れることができなかった」

　父さんが、静かな声で言う。

「だが、おまえのことはきちんと認にん知ちしたい。彼女も賛成してくれているんだ」

　彼は真っ直すぐに俺を見つめて、

「だから、きちんと籍を入れて、私達の息子むすこにならないか？」

　真しん摯しな声に、胸が痛む。

　……ずっと一人きりだったオレに家族ができるなんて、本当に嬉しい。こんなあたたかい家庭で暮らせたら、きっと楽しいだろう。

　オレは心からそう思う。もしもフェランに出会う前に彼らと出会っていたら、きっと一も二もなく、この申し出にうなずいていたはずだ。

　……でも……今のオレにはとても大切な人ができてしまったんだ……。

「ごめんなさい、そしてどうもありがとう、父さん、義母さん。でもオレ、もう自分の将来を決めてしまったんです」

「それなら、どうするつもりなのかな？　日本で一人で生きていくのはつらいだろう？」

　父さんが、心配そうな声で言う。

「彼は、このグランディス家の養子になります」

　フェランが、彼を真っ直ぐに見返しながら言う。

「きっかけは、父の勘かん違ちがいでした。しかし彼に会い、その人となりを知るにつれ、血が繫つながっていなくても家族になれると思いました。息子さんを、私にください」

　まるでプロポーズのようなフェランの言葉に、胸が熱くなる。父さんも同じことを考えたようで、小さく笑って、

「まるでプロポーズだね。今、娘むすめを嫁よめにやる父親の気分を味わったよ」

　それから少し残念そうな顔になって、

「ハルがそう決めてしまったのなら、もう仕方がないね。でも、よかったら私達の家にも遊びに来てくれよ」

　その言葉に、オレは深くうなずく。

「わかりました、ぜひ」

　その後、賑にぎやかな家族は城でのアフタヌーンティーを楽しみ、夕方には帰って行った。弟達はすっかり懐なついてくれて、帰り際ぎわには揃そろって「ユウヤ兄ちゃんと離はなれたくない」と泣き出し……オレはついていきそうになるのを必死でこらえていた。

「私よりもあの小さな弟を選びたい……さっき、そう思わなかった？」

　ベッドの上で囁ささやかれて、オレは苦笑する。

「実は思った。だって、ひよこみたいで本当に可愛い……んん……」

　言葉が終わらないうちに、唇くちびるを奪うばわれる。どんどん深くなるキスに、すべてを忘れてしまいそう。

「表向きは弟だが……本当は、おまえは私の花はな嫁よめなんだよ？」

　キスの合間に囁かれ、心も身体も蕩とろけそう。

「新しん婚こんなのに、ほかの男達に目移りした。そんな悪い花嫁は、このまま朝までお仕置きだ」

　抱き締められたら、欲よく望ぼうに眩暈めまいがする。新婚生活は、まだまだ甘そうだ。

　オレの恋こい人びとは、ハンサムで、頼たよりになって、たまにちょっとだけ可愛かわいい。そして……こんなふうにとんでもなくセクシーなんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。今回の『王子様と恋したら』は、天てん涯がい孤こ独どくな日本人青年の裕也と、彼の前に突とつ然ぜん現れた王子様のような美形、フェランが主人公。出会った瞬しゆん間かんに恋に堕おちた二人。でも、もしかしたら腹はら違ちがいの兄弟かもしれなくて!?　というお話。最近、お伽とぎ噺ばなしっぽい王道ラヴストーリーに個人的にはまっているのですが、今回もその感じを目指して楽しく書かせていただきました。あなたにもお楽しみいただければ嬉うれしいのですが。

　おおや和美先生。初めてご一いつ緒しよできて光栄でした。そしてとてもお忙いそがしい中、本当に麗うるわしいイラストをどうもありがとうございます。とても高貴でハンサムなフェランと、やんちゃだけど麗しい裕也にうっとりしました。これからもよろしくお願いできれば嬉しいです。

　編集担当Ｔさん、Ａさん、ルビー文庫編集部の皆みな様さま。今回も本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　そしてこの本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。水上ルイ、今年でデビュー十五周年。これからも頑がん張ばりますので応おう援えんしていただけると嬉しいです。

　それでは、また次の本でお会いできるのを楽しみにしています。





二〇一二年　九月　　水上　ルイ
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